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　星降ふる夜に魔の声が響ひびく。

　孔く雀じやく湖この湖水は闇やみ空ぞらを映うつす漆しつ黒こくの鏡かがみ。銀月が空に丸い光の孔あなを穿うがち、水みな面もに一ひと筋すじの光の道を照らした。

「──おいで。我が手を取り、私の国へ」

　美しい女が水面に立っている。

　声に色があるなら、女の声は今こ宵よいの空と同じ漆黒に銀ぎん粉ぷんをまぶしたような色だ。

　本来ならば人の立てるはずがない湖の中央──湖水に映しだされた月明かりの道の真ん中にすっくと立ち、手を伸ばしてくる。

　黒く長い髪かみは波のようにうねり、女の肩かたから滝たきとなって足あし下もとへと流れていく。白い顔に、まなじりの上がった黒こく曜よう石せきの眸ひとみ。とおった鼻筋と、妖あやしい笑えみを湛たたえた紅くれないの唇くちびる。

　誰もが見とれる美び貌ぼうの主だ。

　それでいて女に見とれたあとで、人の心を持つ者ならば、氷柱つららで刺さし貫つらぬかれたような思いに囚とらわれることだろう。

　この世ならざるものを見たとき、人は自然と頭こうべを垂たれる。目に見えない力が女から零こぼれでて、見る者の気力をもぎ取り、ねじ伏せる。

　──魔ま物ものとはこういうものだったのか。

　博はく雅が王おうは慄りつ然ぜんとして女を眺ながめる。

　若いときからずっと力ちから自じ慢まんで剣を振るって生きてきた。誰にも負けない自信があった。魔物とも戦い、討とう伐ばつしては名を上げた。勇ゆう敢かんな王としてその名を広め、自分に憧あこがれる若者も多い。

　だというのに──今はじめて恐怖というものを味わう。

　怖おそれは、喉のどの奥で苦い塊かたまりとなり、剣を持つ王の手を小こ刻きざみに震ふるわせている。

　ひれ伏したくなる弱気な心を必死で鼓こ舞ぶする。

　負けたくない。負けられない。

　女は、つま先立って滑すべるように湖水の上を近づいてくる。するするとした足取りは、まるで蛇へびのよう。沈しずむことなく湖を歩く女の視線は、対面する博雅王の背はい後ごをのみ、ひたと見み据すえている。

　博雅王のことなど気にも留めていない。

　見るだけの価値もなく、存在そのものを認にん識しきすらしていないのだろう。

「博雅さま。私は……」

　後ろでかそけき声が王の名を呼ぶ。

　振り返ることをせず、背中に片手をまわし、王はちいさく首を横に振る。

「だめだ。渡さない。葵あおいは私の妻だ。決して──」

　怖さの頂点は、女と妻との相そう似じ。あまりにも美しく、それゆえに人間ではないとひと目でわかる湖の女は──けれどよく見ると、博雅王の妻である葵と似た面おも差ざしをしているのだ。

　目の前の女は魔物。後ろに立ち、守られている女は妻。

　二人ともに美しい。違いは、妻の葵は穏おだやかな春の陽ひのようであり、湖の女は夜の月にふさわしいまがまがしい美を放はなっているというその一点。

　人の世では異い彩さいを放つ美の持ち主だと数あま多たの人に称された葵の美しさが、異世界のものを呼び寄せてしまったのか。

　それとも──？

「──葵は、私とこの国で、この世界で生きる。葵は子どもを産んだばかりだ。あのちいさな姫君と引き離すなど、私は許さん」

　怒いかりが博雅王の胸の内側をじりじりと灼やいている。

　そうだ。許してたまるものか。

　愛いとしい女を妖しい魔物に連つれ去られてなるものか。葵は最愛の妻であり、后きさきだ。生まれたばかりの愛らしい娘──椿つばき姫ひめの母だ。

「連れ去ること、許すまじ」

　剣を両手で持ち、ゆっくりと左から右へと流して身構える。

　真しん雍よう国こく、孔雀湖の畔ほとり──波打つ水の音だけが空気を震わせている。いつもなら聞こえる虫の音もなく、世界はしんとして息を詰め、女と王とのやり取りを固かた唾ずを吞のんで見つめてでもいるようだ。

　女がやっと博雅王を見る。湖水が女の足下で、生き物のようにうねってみせた。三角の波が銀色に尖とがり、湖の鱗うろことなって閃ひらめいた。

　博雅王は、女と妻とのあいだに立ちはだかる。

「笑止！」

　女がちいさく笑った。

　片手を上げ、手のひらを博雅王へと向ける。

　衝しよう撃げきが博雅王の剣を弾はじき、後ろへと飛ばす。瀑ばく布ふとなった銀の光が王の視界を遮さえぎる。

　なにが起きたかも把は握あくできない。抵抗できない圧倒的な力と光──そのあとに光をすべて打ち払うような真の闇が博雅の視力を奪うばっていく。頭のなかに直じかに、誰かに手を差し入れられたかのような激痛が走り、食いしばった歯の内側から自然と獣けものじみたうなり声が漏もれる。

　誰の声かと思えば、自分の悲鳴だ。痛みで逬ほとばしる絶ぜつ叫きようだ。

「おやめください。この人は私の最愛の人。私があなたのもとに行けば、手出しはしないと誓ちかってくださいましたはず……」

　漆黒の闇のなか、葵の声が響く。悲痛な音色。

　視力を奪われた博雅王は、せめて気配を嗅かぎ取ろうと動きを止め、周囲の物音に耳を澄すます。葵の声のする方向に、ぽおっと、優しい桃色の花が閃ひらめいて見える。花びらが風に揺ゆれるがごとく、葵の気配は静かに動いていく。声の出所もまた動いていく。

　後ろから──前へ。

　そしてかすかに、チリチリという鈴の音がする。

　かつて博雅王が異国を旅したときに買いつけた、魔ま封ふうじの呪まじないものの鈴の音だ。首から細い鎖くさりで下げる銀ぎん細ざい工くの鈴。若い自分はそれをお守りとして、あえて音が鳴らぬように真ま綿わたでくるみ、小袋にこめて持ち歩いていた。それを見つけた葵が笑い、鈴として音を鳴らすことを禁じられているのがかわいそうだから、自分にもらえまいかと言ってきた。

　その前から葵に惚ほれていたが、そのときのひと言と笑顔と、鈴に触ふれる優しい仕草のすべてに胸を撃うち抜かれ──博雅王は葵を我が妻にと心に決めたのだ。

　博雅王が贈おくった鈴の首飾りは、そのときからずっと葵の胸元を飾っている。

「だめだ。葵──行くな。行かせない。たとえ私の身がどうなろうと！」

　見えない目で葵を追う。鈴の音を追いかける。刀を持たぬ側の手で、すがるように手を差し伸ばし、気配に触れて、引き戻そうとする。

「あなたの身にはなにも起きないと、そうこのお方は言ってくださいました。私さえ、かの国に身を差しだせば、王にも姫にも手出しはしないと」

　葵の声がする。悲しいほどに優しい声だ。

「ああ。誓おう。冥めい界かいの女王として誓せい約やくする。葵が私の側に来てさえくれれば、他の者に手出しはしない」

　甘ったるい夜の声がする。しかし女の声は、甘やかすようでいて、どこか冷たく澄んでいる。

　──どうして冥界の女王と名乗るあやかしが、我が妻を欲したのか。どこで出会い、どこで欲しいと思い、いつから葵と密会していたのか。

　おかしいと感じたときには、葵はすでに、精せい気きを吸い取られていたようだ。椿姫を産んだための疲ひ労ろうからくるものと養生させていたが、いっこうによくならない妻の体調を心配していたら、予想外の事態に辿たどりついた。

　ふらふらと満月の夜に部屋から出ていく妻を追いかけてみれば──湖の水の上に立つどう見ても魔物の女が、手て招まねきしている。

　湖水へと身を投じろとささやく魔物と妻とのやり取りを聞き、博雅王は思わず物もの陰かげから飛び出したのだ。

「無ぶ粋すいな邪じや魔まが入った。こうなってしまえば今宵こそが、葵を連れ帰る定めの日となろう。戻してしまえば再び連れ帰ることはかなわない。そのときは……」

「椿姫には手を出さないで」

　葵の悲鳴に博雅王の声がかぶる。

「やめろ、葵──私はおまえがいなくなった世界になど用はない」

　手て探さぐりで周囲の空気をかき混ぜれば──指先に葵の着物が触れる。つかみ取り、たぐり寄せる。花の香りがする妻の身体からだを追いかけ、留とどめようとした。

「そんなことを言わないで。私の代わりに、愛しい椿姫を頼みます。どうか」

　葵が、博雅王の手からするりと抜ける。

「嫌いやだ。嫌だ。おまえがいなければ私は……」

　戻もどらぬ視力に歯がみしながら、声のするほうを追いかける。葵は湖のなかへと進んでいく。博雅王はそのあとを追う。足が濡ぬれるがかまうものか。どうにかして見えないものかと目を拭ぬぐったら、なんの拍ひよう子しか、視界が戻る。

「愛しいあなた」

　けれどすでに葵は湖水の中央で、魔物の女に抱だかれている。後ろから羽は交がい締じめにするかのように葵を抱きすくめた魔物の女が、口角を上げてニヤリと笑う。真しん紅くの唇は艶つややかで、まがまがしい。
















「どうぞお元気で。椿姫のことをどうか……」

　結ゆい上げていた葵の髪が崩くずれ、長い髪が雪崩なだれとなって落ちていく。黒髪の一筋一筋に銀月の光が纏まといつき、肢し体たいもまた内側から発光しているかのようだ。

「だめだ。行くな。葵──！」

　剣を振りかざし、絶叫して湖水へとつんのめるように走っていく。水しぶきが上がり、全身が濡れる。衣服が水を吸い、重たくなっていく。静かな湖水の表面に波が立ち、泡あわが舞う。まっすぐに中央に続いていた月光が照らした一筋の道が、博雅王の剣により分断される。

　──消えていく。

　足がつかなくなり、泳ぎだす。無む我が夢む中ちゆうで、湖水に立つ女と葵のもとに急ぐのに、距きよ離りはなかなか縮ちぢまらない。縮まらないうえに、女と葵の姿がゆっくりと沈んでいくのだ。沈むにつれて、二人の輪りん郭かくがゆらゆらと曖あい昧まいに溶とけていく。夜の空に色だけを映して、葵の輪郭が闇に紛まぎれていく。

「行くな──！」

　一ひと太た刀ちを浴あびせることすらできなかった。灼しやく熱ねつに阻はばまれ、遠ざけられ、視界を奪われ──葵は自みずからを犠ぎ牲せいにして湖水に沈む。博雅王は葵の消えた場所を目指して泳ぎ続ける。

「葵────!!」

　博雅王の絶叫が闇を切り裂さく。

　返る言葉はなく、沈ちん黙もくがすべてを飲みこんでいく。
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　真しん雍よう国こく──城下町の手前で、オルガが馬の足を緩ゆるめ、馬上の椿つばき姫ひめと星せい華かの顔を覗のぞきこむ。

　椿姫は、水と緑の美しさを誇ほこる真雍国の十六歳の姫である。

　火か劉りゆう国こくの第二王子、冬とう威い王子との婚こん約やくが決まり──勢いだけで魔ま物ものだらけの森を抜けて火劉に旅をし、再びまた自国へと戻ってきた。

　生まれ育った城はすぐ目の前で、あと少し進めば城下町への通つう過か門もんが見えてくる。

「椿姫さまにあまりにも似ている。このままでは博はく雅が王おうの隠かくし子ごと間違えられるかもしれない。違う血筋とは思えない。でも星華のほうが椿姫さまよりさらに麗うるわしく優ゆう雅がなので、変態博雅王にそっくり。かっこいい。このまま立りつ派ぱな、気品ある変態に育って、オルガを楽しませてくれるといいと思うのです～」

　オルガがうっとりとつぶやく。

「お父さまのことを変態変態言わないで」

　オルガは博雅王贔屓びいきの部下なので、いつでも王のことを絶ぜつ賛さんする。ただしその褒ほめ言葉は「変態」とか「話してるだけで楽しくなるぐらいなにも考えてない馬ば鹿かさが大好き」とか「毎日笑えるほど間違いが多すぎなので仕つかえていてまったく飽あきない」とか、賛さん辞じとしては首を傾かしげるものばかりだ。

　なので、父に対するオルガの褒め言葉を耳にするたびに、椿姫は複雑な気持ちになる。

「そんな細かいこと気にするようでは、立派な変態になれないですよ」

「変態はいいから」

「そうですね。変態姫のことは放っておいて、星華はオルガが抱だっこするのです。星華～、オルガのところに来るのですよ～」

　金色に輝く髪かみと白はく皙せきの美しい顔立ち。美び貌ぼうの中年男のオルガは、真雍国随ずい一いちの切れ者宰さい相しようと言われている。

　とはいえ、そのトンチキな言動で周囲の人たちを「切れさせ」るのが常で、切れ者宰相の意味が実は違っているのではないかと疑っている椿姫だ。

　オルガは椿姫の腕うでのなかから星華──幼おさな子ごの風ふう体ていをした実は魔物の子を奪うばい取り、抱ほう擁ようする。星華は尖とがった耳以外は人間の幼子と変わりない。

　並足とはいえ、互いに馬上でのこと。馬を近づけて、さらりと星華を抱きかかえて離れるオルガの手しゆ腕わんはたいしたものだ。やることなすこと道化者じみているが、やはり才さい覚かくに溢あふれている。

　突然、オルガに抱きとられた星華は目を丸くして「るるるるる」と鳴いた。

「ああ……可か愛わいい」

　オルガが星華を抱きながら蕩とろけそうな声を出し、すりすりと頰ほおを寄せる。星華は迷めい惑わくそうな顔をしている。

　湖の畔ほとりで拾った、傷ついた水すい妖ようの魔物は、椿姫に育てられているうちに、どういうわけか椿姫にそっくりに育ちはじめた。

　魔物と人は争うもので、魔物は人を食らい、人は魔物を討とう伐ばつするのがこの世の習ならい──そんな常識を無視して、椿姫は、傷ついた魔物の子の手当てをし、育てることにしたのだ。

　普通ならば周囲は反対するのだろうが、椿姫の周囲の者は、普通ではなかった。

　人に憑つくのを生なり業わいとした笑い女と泣き女という二人巫み女この乳う母ばたちが、本当ならば死ぬところだった星華の怪け我がを治ち癒ゆし、椿姫の子育てを手助けしてくれている。

「オルガさま、あまりしつこくすると星華に嫌われますぞ」

「そうそう。オルガさまは星華には疎うとまれてますからのう。妙みようなことをすると怒られますよ」

　泣き女も笑い女も、もともとは天てん道どう山ざんに暮くらす天人で、椿姫の生せい誕たんとともに山から降り、椿姫に憑いた。

　二人ともに人ならざる怖いほどの美貌であり、顎あごのあたりで切り揃そろえられた漆しつ黒こくの髪も含ふくめ、双ふた子ごのようによく似ている。唯一違うのは、泣き女の左の目め尻じりにある黒子ほくろだけ。

　笑い女の六りつ花かは、微び笑しようとともに椿姫の吉きち事じを予よ言げんし、泣き女の雪せつ花かは涙とともに椿姫の凶きよう事じを告つげる。吉凶を告げるために表情を変える以外、二人はまったくの無表情だ。見た目だけでは、感情があるのかないのかすら、わからない。

　能面のように美しい顔でさらりと毒を吐はく二人巫女は、どういうわけかオルガが大好きで、オルガをからかうのを楽しみにしている節ふしがある。無表情だし、平へい坦たんな声なので、楽しんでいるふうには見えないのだが──おそらくは楽しいのだろうと感じさせるなにかがある。

　で──妙なことをすると怒られると忠告されたにもかかわらず、オルガは懐ふところから取りだした子こ鹿じかの仮面で星華の顔を覆おおった。

　途と端たん、星華がシャーッと威い嚇かくするような声をあげ、じたばたと暴あばれる。

「怒ったらやだやだやだ。オルガ泣きますよ。オルガが泣いたらしつこいですよ。三日三晩ぐらい椿姫の側でずっとしくしく泣き濡ぬれて、夜も眠らせませんよ。もしもそれでも椿姫が寝てしまったら、オルガは椿姫の耳の穴を毎晩そっと花の蜜みつで浸ひたした布で拭ふいて、椿姫の耳の穴から甘い香りをさせることでしょう。うふふ」

　暴れる星華を無理やり抱擁し、仮面を押しつけてオルガが笑う。

　泣きますよ、という言葉と行動が一いつ致ちしていない。笑っているし、さらにいえば椿姫のことを脅おどしている。

「それはどういう種類の嫌いやがらせなの」

　星華を取り戻そうと手を差しだしたが、オルガがひらりと身体を捻ひねって椿姫の手から逃げる。

「やだなあ。愛ですよ。耳から蜜の匂においがする女って素す敵てきじゃないですか！」

「絶対に嫌っ。素敵じゃないからっ」

　椿姫は思わず片手を上げて自分の耳を押さえた。いまにもオルガが謎なぞの布を持ち出し、椿姫の耳じ朶だを濡らしにかかる気がしてぞっとした。しかしそれはどんな攻撃で、なんの意味があるのだ。

「だいたい、その仮面はなんなのよ。星華が嫌がっているんだから取ってよ」

　怒ってオルガに怒ど鳴なりつけるが──静かな声が椿姫を宥なだめた。

「城下町に入ることを思えば、星華に仮面をつけるのは正しいことかと思う」

　予想外のオルガの行こう為いへの援えん護ごは──冬威王子の発言だった。

　ハッとして、それまで無言で後ろをついてきていた冬威を振り返る。

　国同士の政治がらみで婚約することになった冬威王子だが、きっかけはどうであれ、いまや椿姫は冬威にすっかり心を許している。

　燃えるような赤い髪が風に揺ゆれ、実際の炎のように爆はぜ、波打っている。戦うときには虎とらのような殺気に満ちる茶色の眸ひとみは、いまは穏おだやかで温あたたかい。しなやかな肉食の大型獣めいた印象の冬威王子は、その印象どおりに強く、そして賢かしこい。

　背負っている房ふさ飾かざりのついた大おお太た刀ちを振るう姿は鬼神そのもの。

　だが、戦いの場を離れると、冬威は優しい。意地悪なところもあるが、その意地悪ささえ、椿姫にとっては魅み力りよくに思えた。

　なぜなら椿姫は、冬威に恋をしてしまったから。

　好きな相手にされるのならば、からかいもまた、くすぐったくも愛しいものなのだということを、冬威によって知らされた。

　冬威もまた椿姫を好きだと告げてくれ──つまり二人は両想いの婚約者同士なのだ。

「どうして？」

　問いかけると、冬威が馬を進め、椿姫の横に並ぶ。星華は、話すことができないなりに、椿姫たちの会話の内容をなんとなく察しているような気配があり──いまも、やり取りに注目しているようで、暴れていた動きを止めている。

　静かになった星華に、オルガがふわふわと笑い「ふふふ、星華は賢いなあ」と満足げにささやいている。

「さっきも宰相が言っていたが、椿姫と星華はいまやあまりにも似すぎている。星華の見た目が五、六歳でなければ、椿姫の産んだ子なのではと疑われることだろう。血けつ縁えんでなければここまでの相そう似じはあり得ないと感じさせるほどにそっくりなのだから」

「私の子どもって……」

　絶句した椿姫に冬威が苦笑する。

「年齢的に椿姫の子どもには見えないが、だとすると博雅王の隠し子かもと考える輩やからがいることは確実だ。城下町では王の顔立ちも、椿姫の姿も、町人たちには馴な染じみがあるだろう。真雍の辺へん境きようの旅で、通り過ぎていくだけの者ならいざ知らず──城に近づけば近づくだけ、見知った相手が増える。まして城のなかには、王と姫のことを知っている、血縁もある貴族たちが群むれている」

　するとそれまで無言だった、椿姫の幼なじみであり四し境きよう警けい備び隊たいの見習い兵の雷らい牙がが思いついたように、つぶやいた。

「そうか。──隠し子がいるとなったら、政治に利用しようと考える人物も出てくるかもしれないですね」

「……宰相は性格には難があるが、やることなすことソツがない。隠したほうがいいのは確かだよ」

　冬威がうなずき、星華が──「くるるるる」と低くうなった。不本意だが、仕方ないのでこの事態を受じゆ諾だくするというように聞こえる。

　さらに、やはりそれまで黙だまっていた、青い髪をした壮そう絶ぜつな美形の青年──でも尖っている耳の形と、あまりにも美しすぎることで人間ではないことがわかる魔物が首を傾げて、椿姫に問うた。

「んー、じゃあ僕も仮面つけたほうがいいのかなー。椿姫の子どもは僕もだしー」

「……子どもじゃないからっ」

　この魔物、名前はまだない。

　仮称「友だち」と呼ばれる魔物は、火劉のある村で椿姫が落ちた井戸で出会い、どういうわけかなつかれた。

「あ。ずるいですよ～、また椿姫さまだけ友だちとお話をしている。オルガだって魔物の友だちと話したいのに」

　オルガがじと目で、椿姫と魔物青年を見る。

　不思議なことに魔物青年の言葉は、椿姫にしか伝わらない。他の人にとってはシューシューという蛇へびの出す音もどきにしか聞こえないのだ。

　二人巫女は天人なので、細かいところまでは理解できなくとも、なんとなく魔物青年の言っていることは把は握あくしているようだが──オルガたちにはまったくわからない。

　なので魔物青年と話をすると、椿姫の言葉だけが周囲に伝わり──オルガは妄もう想そうたくましく、どんな会話をしているのかをひとりで当てっこする遊びを生みだしている。

「それは、あれですね。星華はもう子どもなんかじゃなく立派な女となっている。なのでオルガとの婚こん姻いんもそろそろ許されるべき。オルガと星華はお似合いだと魔物友だちがそう言って、椿姫もその意見に同意して、子どもじゃないからっ、と言い放ったと、そう聞き取ってよろしいか？」

　勝手な解釈は迷惑だ。

「よろしくないわよ」

　椿姫は疲つかれきって応じる。

　魔物に好かれるのが椿姫の特技のようで──魔物を好きになるのがオルガの趣しゆ味みらしい。

　オルガが力強く「せっかく拾ったんだから真雍に連つれ帰りましよう」と主張したので、魔物の友だちも旅の同行者となったのだ。

　青い髪の魔物は、見た目は青年なのに、精神年齢は幼いらしく──勝手に自分のことを椿姫の子どものようなものと決め、椿姫のことを母のように慕したっている。やはり椿姫の子ども扱あつかいされることが多い星華は、この魔物青年に敵てき愾がい心しんがあるらしく、なにかあるごとに威嚇する。

　案の定じよう、オルガに抱かれて馬に乗っている星華が、子鹿の仮面の奥で「ぐるるるる」と威嚇音をあげている。

「どうして仲良くできないのかしら」

　椿姫が母親じみた愚ぐ痴ちを言うと、魔物青年が「魔物同士だから」と応じる。

「魔物同士って仲良くできないものなの？」

「僕はできるけど、星華はしたくないみたいだよー？」

「……それは見ればわかるわね。星華、どうしてあなたは」

　小言を言いかけたら「きゅるるるる」とちいさな声になり、星華が目に見えてうなだれる。

「なんてこと。椿姫さまが可愛い星華を虐いじめてるのですよ。オルガが助けてあげますからね～」

　ここで点数を稼かせいで星華に好かれるつもりなのか、オルガが嬉き々きとしてそう言った。目がきらきらと輝かがやいている。

「なんだか頭が痛くなってきた」

　思わず椿姫はうつむいて、小声でつぶやいた。

　もうじき自分の城に辿たどりつくというのに──愛する婚約者も同行し、父王に「結婚を決めた」という心からの報告をするというのに、旅の道連れたちのこのやり取りに、うんざりする椿姫だ。

「それは大変でございますなあ。しかし椿姫さまにも痛むほどの頭があったとは重ちよう畳じよう」

「本当に。首の上に載のっているのは綺き麗れいな飾りかと、十六年間ずっとお側にお仕えしながら、常々不安に思うておりました我ら乳母役にとって、なんと素す晴ばらしいお言葉か。あれは飾りではなく頭でしたか。よいことじゃ」

「こんな素晴らしい言葉を引き出せたオルガさまは、我らの誇ほこり」

　二人巫女がまたもや妙なことを無表情で言っている。失礼だが、彼女たちは本音しか言わない。冗談も言わない。だからこそいちいち胸に棘とげが刺さる。

「ひどいよ……」

　隣となりに並ぶ冬威が、ぷっと噴ふいた。

「笑わないでよ」

　ぎろりと横目で睨にらむと──冬威が優しい笑えみを浮かべ「すまない」と謝罪する。

　そしてオルガが「そんな。みんなもっと褒めてください」と馬の上でくねくねと身体を揺らしている。

　雷牙が「オルガさま、それはあまりにも……」とつぶやき、口をつぐむ。椿姫と目が合うと、雷牙は眉まゆ尻じりを下げ困こん惑わくを隠しきれない表情で、椿姫を慰なぐさめるかのようにちいさな笑みを浮かべる。椿姫も、笑う冬威と、曖あい昧まいな笑みをよこす雷牙を見て、仕方ないよと苦笑する。

　いつもどおりの光景だ。

　長い旅をこのみんなで越えてきた。

　楽しいこともあったし、苦しいこともあった。戦いもあったが、得られたものも多い。

　土地が違えば風の匂いも変わるのだと、椿姫はこの歳にしてはじめて知った。

　旅をするということは、そういうことで、足で知るというのもこういうことなのか。

　もともと学業は嫌いで、地理も歴史もなにもかもを放り投げて武芸の鍛たん錬れんばかりしていたせいもあり、実際に歩いてみるまで、自国の真雍と隣国の火劉国との位置関係もはっきりわかっていなかったぐらいだ。

　それがこうして旅での出来事により己おのれの未み熟じゆくさと弱さを知り、冬威とのあいだに愛を得て──幼なじみとは信頼の気持ちを強め、やっと真雍の城へと帰ってきた。

　ふと目眩めまいがするような不可思議な感かん慨がいにとらわれて、馬の足を止めた。

　戻るべき城の方角を眺ながめる。

「どうした？」

　冬威が椿姫の動きに気づき、横に並んで止まる。

「ううん。なんでもない」

　応こたえ──歩きだすようにと馬に合図を送った。

　旅は、とうとう、終わるのだ。







　正門ではなく裏にある、日頃は使用していない隠れ城門をくぐり抜ける。

　馬を降りた面々のもとに厩うまや番ばんが走ってくる。裏門とはいえ、門である。門番を務つとめる衛えい兵へいが、椿姫やオルガの顔を見てハッと背筋を伸ばす。

　オルガが気を利きかせて冬威や魔物の姿を遠ざけ、口早にあれこれ命じて、いつもの調子で厩番と門番とを煙けむに巻まいた。厩番は馬を連れていき、門番は再び門の横にある小部屋に戻る。

「……その魔物が気になるのだが、とにかく俺も隊長に帰き還かんの報告をしなくてはならないから」

　ちらちらと青い髪の魔物を見ながら、雷牙がつぶやく。あまりじろじろ見られて魔物青年の素す性じようを疑われるといけないので、一行は足早に門から離れる。

「魔物の友だちのことはオルガにまかせてください」

　胸を張ってオルガが応じ、雷牙は眉み間けんにしわを深めてうつむいた。まかせるのが嫌だと全身で訴うつたえているが、それは立場的に口には出せないことである。

「冬威王子。またあとでご挨あい拶さつに伺うかがいます。本当でしたら城を挙あげて出で迎むかえなくてはならないというのに、申し訳ございませんでした」

「いや。むしろ隠れ城門の存在を教えてもらえるほどに気を許してくれたのかと、嬉うれしいぐらいだ」

　冬威が飄ひよう々ひようと応じ、雷牙が苦笑する。

　最初のうちは反目していたふうな二人だったが、旅の終しゆう盤ばんには、とげとげしさは消えていた。いつのまにそうなったかは椿姫にはよくわからないのだが、それぞれの剣の腕を認め、互いに相手に一目置いているといった風ふ情ぜい。

　それではと、雷牙はみんなに一礼し、四境警備隊の隊長のもとへ報告に向かう。

「んー。ここがお母さんのおうちかー」

　青く流れる長い髪をひらひらと揺らし、魔物青年が指を顎あごに当てて、小首を傾げている。周囲には言葉がわからないからまだしもだが、「お母さん」と呼ぶのはやめて欲しい椿姫は頭をかかえた。

「またまた椿姫さまだけずるいですね。秘密の話ですか。誰にもわからないと思って魔物の友だちとけしからんことを言い合ってるに違いない。そうですね。このオルガがその台詞せりふの中身を推すい理りしてみせましょう」

「推理しなくていいから」

「おや。ではオルガちょっと言い換かえてみます。邪じや推すいしてみせましょう」

「言い換えたら、さらに嫌な方向になったから。邪推なんてしないでっ」

　オルガは子鹿の仮面をつけた星華を抱いたまま離さない。

「遠えん慮りよしなくていいのに。──でもオルガはオルガで城に戻ったら仕事が山やま積づみで……なにより短気で浅せん慮りよな博雅王に報告しないと。あと王がちらかしただろう執しつ務む室しつの掃そう除じもしないと。王はいつもオルガの執務室にお菓か子しの屑くずを落としていくのですよ。あああああ、あの王にまかせておいたら虫が湧わく！」

　ふむ、とオルガは吐と息いきを漏もらしてから、残念そうに星華を雪花へと手渡した。

「くれぐれも城内で星華の麗しいお顔を他者の目にさらすことのないように頼みますよ。六花さんと雪花さんだけが頼りです。ついでに冬威王子もちょっとだけ頼りにします」

　失礼なことをひと息に言ってのけると、踊おどるようにくるりと身体を捻りパタパタと走り去った。後ろで束たばねた金色の髪が跳はねている。なんとも身の軽い中年男だ。

　星華を渡された雪花は、いつものつんとした無表情で「オルガさまがいなくなると、つまらないのに」と文句を言った。

「うむ。我らだけではあまり話が弾はずまない。冬威王子も愉ゆ快かいなことを言う質たちでもなく、こう言ってはなんだが、ひょっとしたら根暗な気配がしますしのう」

「根暗じゃろう。雷牙さまもまっすぐなご気き性しようすぎて、周囲を賑にぎやかにすることには無能なお方じゃが、冬威王子はまっすぐでもないのに、賑やかにもしない。我らの姫はなぜこのような退たい屈くつな王子に惚ほれたのやら」

「それは人の趣味ゆえ我らにはわからん」

「わからんな」

「理由を聞くか」

「聞いてみましょう。椿姫──王子のどこがお気に召して婚約を受諾されました？」

　歩きながら二人巫女は暢のん気きに話しているが、内容がひどい。椿姫は途中で聞いていられなくなり、ずんずんと早足になっていった。自然と他の一群との距きよ離りが開いた。

「あなたたちっ」

　腰に手を当て、言いたい放題な巫女を睨みつけると、

「……それは私も聞いてみたいな」

　あろうことか冬威が真っ正面から椿姫の視線を受け止め、笑ってそう聞いてきた。

「な……」

　椿姫は絶句する。

「私には闘うぐらいしか取とり柄えがない。姫より強いことが婿むこになる条件だったと以前に聞いた。姫と剣で打ち合って、私が勝ったら姫は求婚を受ける、と。その条件は満たしたが──それ以外にも私と結婚をする理由があるのなら教えてくれ」

「どうして……そんなこと……聞いてどうするの？」

　声が変にひっくり返った。自分の声ではないみたいだと椿姫は思う。

　おもしろそうに輝く茶色の眸。冬威が椿姫をからかうときの眸は、内側に濃い色を留とどめた琥こ珀はくみたいな色になる。琥珀の奥でチカチカと揺らいで見えるものの正体を思うと、椿姫の背中がざわめきだす。

　冬威は椿姫を、これ以上なく愛らしいものを見るような目で見つめるのだ。

　椿姫がいまだ知らないでいる、自身のなかにあるかもしれない宝物を探しだし、愛めでてでもいるように見つめるのだ。

　こんなふうに、よその男性に見つめられたら、さぞや居い心地ごこちが悪いだろう。なのに冬威に、指先で肌はだをつついてくるような口く調ちようでからかわれ、優しい目で見つめられると──椿姫の心しん臓ぞうが内側からふわふわと蕩とろけてしまう。

　身体を貫つらぬいている骨がぐずぐずになって、その場にへたりこみたくなるほど──だらしないくらいに、嬉しくなるのだ。

「そうだな。たまに思いだしてニヤニヤする」

　冬威の返答が椿姫の頰を朱色に染そめる。

　まったくこの人は。冬威王子という人は。

「おい。待ってくれ、待て。姫──」

　冬威が呼び止める声を無視し、椿姫は早足で城へと急いだのだった。







　椿姫は、駆かけるようにして辿りついた自室を見回す。

　旅の前とまったく変わらない。けれどいまはここに、星華がいて、低い位置でうろうろと歩き回り、それとは対照的に長身の魔物の友だちは高い位置で興味深げに視線を巡めぐらせ──冬威は冬威で、相変わらず妙に楽しげにあちこちを見渡している。

「なんでみんなして私の部屋についてくるのかなっ」

　二人巫女がついてくるのはいつものことで──教育係であり、乳母なのだから、椿姫と同室にいてもおかしくはない。星華も魔物とはいえ幼よう児じのようなものなのだし、椿姫が育ててきた子なのだから、くっついて部屋にいて当然だろう。

　室内に入り扉とびらを閉めたので、誰にも見られないだろうと星華の仮面を外はずす。星華はニパッと笑い、椿姫の足にぎゅっとしがみついてから、歩けるのが嬉しいのだというようにあたりをちょこちょこと走りだす。

「だって勝手にあちこち行ったら、みんな怒るでしょう？　僕はそれでもいいけどー、僕、人の形してるけど魔物だよー？　いいのならうろうろしてくるけどー」

　走る星華を見守っていたら、魔物青年がのほほんと聞いてくる。

「よくないっ」

　というわけで魔物青年も椿姫の部屋でくつろぐのは仕方ないとして──問題は、冬威だ。

「すまない。まずは博雅王に帰還の挨拶をしに行くのだろうと思い、ついてきたら──どういうわけかここに来た」

「……そ、う」

　怒っていたがこれは無理もなかった。からかわれたことでいたたまれなくなり、頭に血をのぼらせて一目散に自室に逃げ帰ろうとした椿姫が悪い。

「ごめんなさい。そうだよね。正門から戻もどってきたら父君にも王子訪問の伝令がされて、なにもかも当たり前に流れるけど──私たち今回は裏から戻って、しかも伝令不要って、オルガが衛兵に口くち封ふうじしたんだものね」

「オルガどのはご自分で博雅王に報告をすると言っていた。特にそれ以外の指示はなかったから、私もまた私のしたいように動いてもいいと受け取っていいのだろうか。どう思う？」

「どうって……」

　婚約をした相手の王子を連れ帰ってきた場合の、挨拶の仕方や報告の儀ぎ式しきの手順などというしきたりはあっただろうかと、思い返す。

　さまざまなことがしきたりに縛しばられる王族社会のなかで、幼いときからあれこれと口うるさく行儀作法について学んできたのだが、自分に必要だろうことしか記き憶おくにはなく──婚約する予定もついこのあいだまではなかったため、なにも思いつかない。

「なるほど。では我らは気を利かせてさしあげましょう」

　唐とう突とつに雪花がポンと手を叩たたいてそう言った。

「ええ。気を利かせてさしあげましょう。常に椿姫の監かん視しを怠おこたらない、見るのが仕事の我ら二人巫女ですが、たまには姫の側を離れましょう」

　六花がうなずき、雪花はトテトテと走っている星華の背中をむんずとつかみ抱きあげる。

「そういえばこの魔物も王に名づけてもらいましょうぞ。ついでに我らも我らなりに王に報告をして参まいりましょう。すでにオルガさまが、歌ったり踊ったりつきの芝しば居い仕立ての旅の報告を博雅王に披ひ露ろうしていると思われることだし……」

　六花が、きょとんとした顔で二人巫女の顔を眺める魔物青年の腕を取る。

「その報告の芝居を鑑かん賞しようするのも楽しかろうし……」

「参りましょうぞ」

「えーと、なんか、連れてってくれてお母さんのお父さんに会うわけね。で、名前つけてもらったら、僕もお母さんの子どもになれるんだよね。星華みたいに？」

　椿姫は魔物青年に「いや、それはどうかな」と答える。

　六花が椿姫のことは無視し、ぐいぐいと魔物の腕を引く。

「ご存分に冬威王子とくっついたり、べたべたしたり、なにやらひそひそと愛の台詞を交かわしたりされるがよろしい。見ていないうちに」

「そう。我らが見ていないうちに」

　二人で目め配くばせして言い合い、冬威と椿姫に向かって重々しくうなずいた。

　天人らしく無表情なのがよけいに嫌だ。どういう顔をしてみせればいいのか、まったくわからない。

「ちょっ……六花、雪花」

「では──参りましょうぞ」

　二人は同時に言葉を発し、雪花は星華を、六花は魔物青年を連れて部屋を出ていった。

　追いかけた椿姫の、伸ばした手が空くうをつかむ。するりと逃にげて去っていった二人巫女が閉めた扉を呆ぼう然ぜんと見ていたら、背はい後ごで押し殺した笑い声が聞こえた。

「なんで笑うの」

「いや。真雍国はいい人材が溢れているなあと思ってね。この国で王として生きていくのは大変だろうが、楽しくもあろうな、と。これだけの人材を集めた博雅王の手腕に感動したよ」

　振り向いて、笑いを嚙かみ殺そうと努力中の冬威を睨みつける。

　言葉どおりに受け取れる内容ではない。かといって馬鹿にしているわけでもないだろうし──呆あきれてはいるだろうけれど。

「姫を育てた国で、姫を育てた人たちなのだなと思うと、感じるところがあるよ。魔物を拾って育てようとしたり、魔力のある井い戸どに落ちて魔物と友だちになったりする椿姫を育てたのは、たしかにあの方たちだ」

　感慨深げにそう言われてしまうと、反論はできない。常識外れだと言われるようなことをしてきた椿姫を、父王もそうだが、二人巫女も見み逃のがしてくれた。そして冬威もまた、魔物を連れ歩く椿姫の破は天てん荒こうさを認め、許してくれる。

　人によっては怖がって、去る。あるいは咎とがめ、追い立てるかもしれない。

　人と魔物が共存できないこの世界で、魔物を友人にしたり、子どものように育てたりするのは普通ではない。

「ごめんなさい」

「どうしてあやまる？　あやまる必要はない。顔を上げて──椿姫。私はそんな椿姫を愛すると決めたのだから。あなたでなければ添そい遂とげたいとは思わない。何度も言ったが、あなたと過ごす日々は退屈しそうにない」

　冬威が椿姫の前に立ち、うつむいた椿姫の顎に優しく手を添えて、上向かせる。

「私はあなたのその美しい顔も好きだ。愛らしい笑顔も好きだが、剣を交わしたときの殺気立った凜りんとした佇たたずまいも同じぐらい好きだ。あなたの勇気や、あなたのまっすぐな気性も好きだし──からかうとすぐに赤くなるところも……」

　いつまでもどこまでも褒めてくれそうな勢いで、冬威が告げる。まなざしが交差し、冬威の顔が少しずつ近づいてくる。

「冬威王子……」

　このままでは唇くちびるが触れあってしまう。それを求めてなのか、冬威は椿姫の腰に片手をまわし、抱き寄せる。

「あ……」

　引き寄せられて、椿姫は、冬威の胸に顔を伏せた。羞しゆう恥ちが鼓こ動どうを速めている。顔から火が出てきそうだ。

　抱きしめられていることも苦しくて、離れようとしたけれど──冬威は力を緩めない。そうやって強い力で抱ほう擁ようされていると、苦しいけれど、幸福で、泣きそうになった。

「なのにあなたは、巫女たちの評価としては根暗で勝負好きで強いだけしか取り柄のない私の、どこを好きになってくれたのかな。さっきは答えてくれなかったが、いまなら教えてもらえるかな」

「え」

　顔を跳ね上げて、冬威を見上げる。

　覗のぞきこまれ──獰どう猛もうな獣けものに狙ねらいを定められた小動物の気持ちを味わう。腕のなかから逃れられそうにない。しかもそれが、嫌ではないのだ。こうやってずっと抱きしめられていたいと、願ってしまう。

「冬威王子は──根暗じゃないし、強いことは本当だけど、強いだけの人ではないわ」

「そうだな。強いだけじゃなく弱い部分もある。私の力は完かん璧ぺきではない」

「そういうのじゃなくて。──というか、そういうところ」

　どう伝えようかと思いあぐねた結果、思考が落ちてくる。

「自分が完璧じゃないとか、強さだけじゃなく弱いところもあるよとか、そう自分で認められるところが──すごいと思う」

　強さをひけらかすことのない男性。闘たたかい続けて勝利を得てきた人なのに、弱くて欠かけたところもあるのだと一歩引くことができる、そういう冬威の資質に尊敬を覚えている。

「私のまわりにいた男性たちは、女で、しかも年下の私に──助けてくれなんて言わない。もし言ったとしても、それは本気じゃない。本気なのか噓うそなのか、それぐらいは私にもわかるわ。あなたは、強くなろうとしていた私に、本心からその努力を認めてくれたはじめての男の人なの……」

　災さい難なんに遭そう遇ぐうしたとき──どんな敵であろうとも、冬威王子は椿姫を守ってくれるだろう。同時に冬威は、椿姫にも守ってくれと頼んだのだ。一緒に背中を合わせて闘うことのできる相手はあなただけだと言ってくれたのだ。

「そこに惚れたと？」

「それだけじゃなく……」

　もどかしい気持ちで自分の心のなかを探る。心を取りだして裏返して「こんなふうだよ」と見せられたらいいのに。

　椿姫が厄やつ介かいなことをしでかしたときに見せた、冬威の笑顔に胸を衝つかれた。慣なれない長旅で馬に揺られ皮が剝むけたときに「よその姫たちのように籠かごに乗れ」などとは言わず、よく効きく軟なん膏こうを手渡して案じてくれた。そんなひとつひとつの行為の積み重ねが、想いにつながっている。

　言葉ひとつでなど説明しきれない。

　──この人は私を変えていく。

　話すことがもどかしいと感じた瞬間、熱い気持ちが溢れそうになる。

　旅を経へて知っていったすべてが椿姫の心に層を作って、冬威への想いを重ねていったように、この先も冬威は椿姫の心に模も様ようを描えがいてくれるのだと実感したから。

　冬威のひと言が自信と勇気をくれる。身の程知らずの野心でも、冬威と一緒になら、かなえられそうな気がするのだ。実際、旅に出る前より、いまの自分のほうが成長していると、胸を張って、そう思える。

　冬威だけではなく、オルガや雷牙や巫女たちにさまざまなことを教えられたおかげだが──でもやはり椿姫には冬威の存在が大きい。

　冬威は、自分のことを、どこまでも遠くへ連れていってくれる人だ。

「……なんて目で私を見るんだ。もうなにも言わなくてもいい。充分だ」

　冬威が思いつめた声でふいにそう言い、椿姫の身体をさらに強く抱きしめる。頰に手のひらを添えて上向かせ、続ける。

「あなたの目は、口より饒じよう舌ぜつだ」

　吐息が唇に触れる。

　くすぐったい淡あわい感かん触しよくに身体が震える。唇が重なり──椿姫は冬威の着物に我知らずしがみつく。布地をたぐり寄せた指先にまで震えが伝わる。

「ん……」

　漏れた息には甘い色香が滲にじんだ。瞳ひとみが情じよう愛あいで濡れる。

　刹せつ那な──けたたましい音をさせて扉が開き、重なりあった人がどっと床ゆかに雪な崩だれて転ころがった。

「……な、に？」

　一いつ旦たん、固まってから──ぎょっとして冬威の手からすり抜けて後ずさる。

　一番下になっているのが博雅王、その次に重なるのがオルガ、そして六花と雪花がオルガの背中の上に咄とつ嗟さに姿勢を正して軽々と正座し──星華は少し離れた後ろに子鹿面をつけてポツンと立ち、反対側に魔物青年が首を傾げて、しかし興味深げに凝ぎよう視ししている。
















「父君、なにをしているの？」

「見たらわかると思うが、とりあえずおまえの部屋の床で転んでる。──オルガよ、どきたまえ。重たいじゃないか」

　博雅王が顔をしかめて言うと、オルガが気分を害したようにキーッと着物の袖そでを唇で嚙みしめる。

「ひどい。オルガは長旅で瘦やせる想いをして苦労したので、肥ひ満まんじゃないですよ博雅王。そんな言いがかりはやめてください。重たいとしたら、オルガの上の六花さんと雪花さんが重たいんですっ」

　文句を言うと、六花と雪花は「我らが重たいのか」「そうか」「そうかもなあ」などと言いあいながらオルガの背中からストンと飛び下りる。

　オルガが先に立ち、博雅王を抱き起こす。王は立ち上がった途端に満面の笑顔になり、椿姫と冬威に向かい堂々と胸を張った。

「悪かった。挨拶に来ないから気になって自分から来て、ついでにこっそり盗ぬすみ見た。邪じや魔まするつもりはなかった。でもわしの後ろからオルガがぐいぐい押してくるものだから」

「押してきたのは六花さんと雪花さんですよ。聞こえないとか見えないとか、もっと扉を大きく開けないととかやいやい言って。あんまり大きく開けたら気づかれますよってオルガえらいから忠告したのに、博雅王ときたら素す直なおで愛らしい王だから、たしかに見づらいと言って扉を開けてしまったから、それで……」

　互いに「どちらのせいで扉が開いたか」を押しつけあう、王と宰相である。

「いつから……？」

　どこから盗み見られていたのかと青ざめる椿姫だ。

「んー、そもそもの最初から。だって僕らが出たときねー、この王って人とオルガさんはもう廊ろう下かにいたのね。それで、いまからお母さんたちの様子を見るから、名前はそのあとでゆっくりつけるから黙って待てって言われてねー、だから僕、黙って待ってた。いい子？」

　美しい顔で、あどけなく魔物青年が告げ口をする。

　つまり最初からずっとみんなで見ていたのか。この人たちはと、椿姫の顔は青くなったあとで一気に赤くなる。このままどこかに走って逃げたくなるぐらいに恥ずかしい。

「ご、ごめんなさい。冬威さま。こんな……」

　振り返って冬威に無ぶ礼れいを謝罪しようとしたら──冬威は弾はじけるように爆笑した。腹のところで身体をふたつに折り、涙を流して笑っている。

「冬威さま？」

「あ……ああ。すまない。真雍の貴族は盗み聞きと盗み見るのが嗜たしなみだと宰相はずっと旅のあいだ主張されていたが、本当にそのようだ。王自らが、貴族の嗜みとはこういうものだと、至いたらぬ私に率そつ先せんしてその技を披ひ露ろうしてくださった。ご指導に感謝いたします」

　冬威はそう続け──真雍のしきたりどおりに両手を差しだし、くるくると旋せん回かいする。戦いの意志はないのだと空からの手を前に出し、武器を隠し持っていないことを見せるために右に左にとくるりと回ってからお辞じ儀ぎをするのが、真雍国で、位くらいの低い者が高い者へと見せる挨拶の礼儀である。

「そうですよ。よくわかってくださった。冬威王子、王とはこうあるものです。自分の身体を使ってオルガを助け、怪我をさせないように下になって転倒をしたり、そんな博雅王をオルガは愛してます。愛される王。それが博雅王！」

「オルガの愛はときどき重たいのだが」

　ぼそぼそと博雅王が突っこんでいる。オルガは「なんですって」と咎め、王は「なんでもないよ」と笑顔でごまかした。

「順番が前後するが、ようこそ冬威王子、真雍の国に来られた。冬威王子の訪問を我らは心から歓かん迎げいしよう。今こ宵よいは宴うたげだ。湯浴みの用意をするから、まずは旅の疲れを癒やされよ。火劉国にはあらためて使者を出し、王子が我が国に逗とう留りゆうされていることをお伝えしよう。使者になにか伝言は？」

　王の顔になって、博雅王が冬威へと両手を広げて話しだす。朗ろう朗ろうたる話しぶり。

「少しお時間をいただけたら文ふみを書きますので、それを持たせていただけますか」

「それでは、そのように。文を書く紙と筆も用意させよう。オルガ、冬威王子どのをお部屋にご案内さしあげるように」

　立ち直れないでいるのは椿姫だけだった。

　王をはじめとするみんなが、平然とよそ行きの顔を取り繕つくろって、何事もなかったかのように話しだすのを椿姫は呆あつ気けに取られて見つめていた。
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　猛たけ々だけしさを秘めた眸ひとみが、冬とう威いの顔を覗のぞきこむ。

　博はく雅が王おうは、真しん雍ように即位して後のちの行こう為いにより人びとに「冷れい血けつ王おう」ともささやかれている。自身の王位を脅おびやかす身分の者たちを次々と手にかけて粛しゆく正せいし、王となった。

　ただし王の位くらいについて以降は、国のために良政を行い、それゆえに真雍国は平和で豊かだ。民たちは博雅王を慕したっている。真雍に来てから、博雅王の悪い噂うわさは冬威の耳には入ってこなかった。遠い国こつ境きようの村人たちですら、博雅王はいい王だと、にこにこと笑っていた。

　それはなかなかできることではない。

「婚こん約やく者しやどの。父がこう言うのは親おや馬ば鹿かだが──うちの姫は見み目め麗うるわしい」

　火か劉りゆうの父王へと文ふみをしたためたと同時に、オルガが冬威の部屋を訪おとずれ、博雅王が話をしたいと言っていると呼び出された。

　盗ぬすみ見るのが真雍の貴族の嗜たしなみというのは、真実なのではと本気で思いはじめる冬威だ。なぜならあまりにも見み計はからったかのように、ちょうど筆をしまったときにオルガが部屋にやって来たから。

　オルガは頓とん狂きようなことばかり言う道化者と見えて、侮あなどれない。

　そして、そんなオルガを腹心の部下とし、傅かしずかせている博雅王はさらに底知れないと感じている。

「はい。おっしゃるとおりです。椿つばき姫ひめは美しい」

　二人きりの密室で、なにを言われるかと思いきや椿姫について。それは予想がつく範はん囲いのことだ。国同士が決めた結婚で、婚約者とはなったが、博雅王と冬威はまだきちんと話したことはない。

　むしろ腹の内側を開いて見せていいのかすら、見極められないでいる。

　愛する婚約者の父親だというのに──そうやって裏を探さぐろうとする自分のずる賢がしこさに、冬威は我ながら鼻はな白じろむしかない。

　椿姫のまっすぐで純じゆん粋すいな視線はまぶしく、ときに冬威の胸に刺ささることがある。

　無条件に人を信じることができない自分のことを、嫌いやな奴やつだと自認する。そんな自分でも椿姫は好きだと言ってくれた。

「だがあれは、その美しさに自覚がない。自分の価値の使い道を知らず、武芸の鍛たん錬れんばかりで、手を焼いていた」

「そこがいいのではないかと思います。少なくとも私は、私に戦いを挑いどんできた椿姫だからこそ、大切にしたいと思いました」

「──似た者同士か。婚約者どのも、王子としては少々、規き格かく外はずれだと聞いておる」

　鬚ひげを扱しごきながら、ずけずけとものを言う博雅王に冬威は苦笑を漏もらす。

「椿姫と私はさほど似ておりません。どちらかというと私と博雅王のほうが、似ているところが多いのではないかと思いますが？」

　同じようにずけずけと言い返したら、博雅王が冬威同様、苦笑を漏らした。

「なるほど。かもしれんな。だがわしは若い日には馬ば鹿かなふりができたし、弱い真ま似ねもした。周囲に馬鹿にされ、油断させて、一気に叩たたいて王位に就ついた。そうしないと途中でわしは誰かに暗殺され、いまごろここにいなかっただろう。城中で権けん威いに群むらがる貴族たちが策さく略りやくを練ねっていたから、こそこそと隠かくれて、生きのびた」

　そういう話を他国で聞いたことがある。博雅王は若いときは無能で知られていたのだと。

　王位につながる血筋を持つ者のなかで、一番愚ぐ図ずで馬鹿で弱かった。だからこの王子なら手玉に取れると、権力のある貴族が王子時代の博雅王の背はい後ごにまわり、策略を練って、博雅王の前に王位への道筋をつけた。

　博雅王以外の王子たちは、みな、原因不明の病やまいや事故で倒れ、成人した者はいなかった。

　まだ若いうちに王となった博雅王が最初に行ったのは、自分を王位に導いた貴族の斬ざん首しゆだったという。

　その貴族は、権力を手中にと望むがゆえに、博雅王の父王も毒殺し、王子たちをも亡なき者にしていた。王権争いの闇やみのなかで、多数の貴族たちの血が流されたのだ。

　博雅王が「冷血王」とささやかれるのは、その即位が血にまみれたものだったゆえ。

「婚約者どのの剣の強さは各国に知られ、変わり者だが、切れ者でもあると噂されておる。そこが違うな」

　指摘された台詞せりふがずしりと重く響ひびく。才さい覚かくを隠し、無能を振る舞うことなど冬威にはできなかった。いまもまだ若いが、さらにもっと若いときは心も態度も尖とがっていて、挑まれたら相手を叩きのめし、強さを誇こ示じすることで周囲を圧倒してきた。

「私は王よりもずっと頭が悪いので、挑ちよう発はつされたら、乗ってしまう質たちで」

「違うな。負けたくないんだろう。負けて、馬鹿にされるのが苦手で自じ尊そん心しんが強い。鼻持ちならぬ男だ」

　にこやかな顔でひどいことを平気で言う。だが、指摘されたことに覚えがあるので、反論もできない。

　たしかに自分は鼻持ちならない男なのだ。自覚もある。その自尊心の強さが──弱点のひとつだと、やっとここにきて悟さとりはじめたところだ。

　弱い部分を認めることができずにいた。心の内側にある脆もろい傷をさらすことを恥じてきた。自身のそんな弱さや醜みにくさを知り、認めてもいいかと思えたのは──椿姫との出会いと、ともに旅をしてからの変化だ。

　椿姫は冬威に比べればずっと弱いのに──不思議な強さを持っていた。

　椿姫は自分以外の誰かのためにのみ強く変わる。

　冬威のように、自身を大きく見せたいがための虚きよ栄えいを芯しんとした強さとは別物の強きよう靱じんさ。もしかしたらあれが母性というものなのかもしれない。

　言い返しはせず、黙だまって博雅王を見つめた。否ひ定ていはできないが、肯こう定ていもしない。

　博雅王と冬威はしばし互いの腹の内を探さぐりだすように見つめあった。

　と──王の部屋の扉とびらが叩かれる。

　王の誰すい何かの声に、

「失礼いたします。オルガでございます」

「さらに六りつ花かと雪せつ花かとその友だちでございます」

　三人の声が歌うように重なって凜りんと響く。

「入れ──」

　オルガの名前を聞いた途と端たん、博雅王の眉まゆ根ねがわずかに開く。博雅王はそれだけオルガを信頼しているのだろう。明るさが顔に灯ともり、口の端はしに笑えみが淡あわく刻きざまれる。

「それでは失礼いたします。此こ度たびは博雅王さまにお願いがございまして」

　三人がそれぞれにめまぐるしい速さでくるくると回転し、真雍の挨あい拶さつをして、告つげる。見ていると目がまわりそうだ。二人巫み女ことオルガの取り合わせは、無敵すぎる。

　呆あつ気けに取られて博雅王を見ると、王は微び笑しようを浮かべ、冬威に目め配くばせをよこす。

「……いつもあやつらはああなのだよ。三人揃そろったのは、はじめて見たが。ひとりひとりでも目がまわるものが、三人揃えば……。しかし、冬威どの、あの廊下で待つ者についてはどう思われる？」

　挨拶をまかせて、ぽつねんと扉の手前で部屋に入らず立っているのは──青い髪かみの魔ま物もの青年だ。ぞっとするような美び貌ぼうで、椿姫をやたら慕したって、べたべたする不快な魔物。

　魔物相手に嫉しつ妬とする自分もどうかと思うが──人間の男だけではなく、魔物の男まで手なずけてしまう椿姫もどうかと思わないでもない。椿姫はいつも冬威の想像の斜ななめ上のことをしでかす。

「彼は魔物ですが、友だちです」

「友だち、と。オルガからも報告は聞いている。そういえば名づけを頼まれたまま、つけそびれたな」

　博雅王の声が翳かげりを帯おびた。深い声こわ音ねの奥に憂ゆう慮りよがあるような気がして、ふとその顔を凝ぎよう視しする。

「盗み見したことを、椿姫にあとでこってり叱しかられる。あれは気が強い。あんな強い娘でも、いいのか？」

　冬威の視線を感じてか、博雅王がちいさく笑ってそう聞いてきた。

「ですから──その強いところに惚ほれました」

　きっぱりと言いきると「なるほど」と、博雅王が鬚を扱く。

　旋せん回かいした三名がぴたりと静止し、手のひらを差しだし頭を下げて、王の命令を待っている。

「面おもてを上げい」

　博雅王が言うと、オルガたちが一いつ斉せいに顔を上げた。

「そこにいるのが、オルガが言っていた魔物だな。先ほど対面は済ませたが──話が伝わらないのが難なん儀ぎだった。いや、伝わったのか。待っててくれというのは伝わったが、そちらの言葉がわしにはわからぬ」

　魔物がシューッと奇き怪かいな音を口から漏らす。

「姫が旅の途中で拾ったのだという魔物。人に育てられ、人の言葉を理解はするが、人の言葉を語ることはできない、一方通行の意い志し疎そ通つうしかできない魔物だな？」

「はい。そのとおりでございます。ついてはこの魔物、いまは仮に『友だち』と名づけられてはおりますが、真雍の国に縁えんづけられる正式な名前を博雅王さまから賜たまわりたく、お願い申し上げます」

「オルガ宰さい相しようにも同意をいただき、魔物当人も、真雍につながることを納なつ得とくしていると椿姫さまはおっしゃっています」

　六花と雪花はさすがは天人で、堂々としたものだ。

　王だろうが、宰相だろうが、誰の前だろうがいつも二人は無表情でかつ美しく、揺ゆるぎなく自信に満ちている。

「その者をこちらに。いま一度確認するが──椿姫が拾ったのだよな？」

「はい」

　六花が応じる。

「そして椿姫にだけはこの者の言葉が、わかる」

「はい。さようでございます」

　雪花が応じる。

　魔物青年は呼ばれると、素す直なおにしずしずと足を進めた。

「ふむ。人間離れした美しさだな。──澄すんだ湖や、川の流れのような美しさだ。この肌はだに、青い髪。さて……ところでおまえは育ての親が呪じゆ術じゆつ師しで、そのために魔物だが呪術の才を持っていると聞いている。わしの言葉がわかるならば、頭を縦に一度振れ」

　魔物の前に立ち、検けん分ぶんするように全身を眺ながめてから博雅王がそう言う。魔物は目を瞬しばたたかせ、こくりと縦に頭を振った。

「もしもわしの言うことが違っているときは、頭を左右に振れ。このように」

　自分で首を振る仕草を一度してみせてから、博雅王は魔物青年に質問しはじめる。

「姫が拾った星せい華か同様、もしやおまえも水すい妖ようか？」

　こくりと縦に頭が振られる。

「すべての水は最終的にはひとつの水すい脈みやくにつながると聞いている。だとしたら星華とおまえは兄弟姉妹のようなものになるのか？」

　これには魔物は首を傾かしげ、縦にも横にも振らなかった。

「魔物とはいえ、自身の成なり立ちや不ふ可か思し議ぎについてまでは、理解はしていないか。人がどうして自分が人であるのかがわからないように、おまえもどうして自分が魔物なのかがわからないのか？」

　縦に振る。

「自分がどこから来たのか、生まれた記き憶おくは持っていないんだな？」

　縦に振る。

「おまえの呪術は二人巫女を凌りよう駕がするか？」

　首を傾げて二人巫女を眺めてから、首を横に振る。

「巫女たちよ。魔物の呪術よりも腕うでは上だと、おまえたちもそう思っておるのか？　なにかあったときにこの魔物を捕とらえ、呪術を跳はね返すだけの自信はあるか？」

　今度は黙って成り行きを見ていた二人巫女に尋たずねた。

「魔物ゆえ人と違う匂においで、技を使いはしますが、そもそもがその魔物は生き物としての魂たましいがまだ幼おさなく、つまりは呪術師としてはひよっこと見ております。例外はまれにはありますが、呪術は魂の総そう量りように比例する」

「もしくは頭の重さに比例する。もとからの呪術力を持つ者か、頭がよくて飲みこみがはやく呪術のコツを習得できる者が、技能を伸ばしていくもの。人の身で呪術を習得していったとして、武芸と同じといえば同じで、鍛錬なくして天才にはなれない」

「なるほど。──では、もしも椿姫に危険が及およぶことになったら、わしはおまえを斬きるがそれでよいか？　もしくは二人巫女がおまえを呪術で封ふうじることになるかもしれない。わしはおまえを心底、信じぬが、それでもおまえは椿姫の側にいたいか？」

　巫女に確認を取ってから、博雅王が魔物に尋ねる。魔物は大きく縦にうなずく。

「なぜ、椿姫なんだ？」

　嚙かみしめるような言い方で、博雅王が魔物に問う。魔物は困った顔になり、首を傾げる。

　それは縦にも横にも首を動かしようのない複雑な質問。

「答えられぬか」

　博雅王の眸ひとみにチカリと乾かわいた絶望に似たものが宿った。けれどそれはすぐにかき消えたので、冬威の見間違いかもしれない。

「ならばいっそ椿姫ではなく、わしに憑つかんか？　名を授さずけるからわしの配下につけ。なに、別に難しいことはない。わしの側にいてオルガとともに遊んでいてくれればそれでいい」

　微笑を浮かべて、魔物に提案する。

　それを聞いたオルガが両手を合わせてパチンと叩き、くねくねと身体を揺らして「博雅王さま、最高です」と陶とう酔すいに満ちたまなざしで魔物を見やる。

　魔物はオルガを見て、王を見て、巫女たちを見てから首を横に振る。

「なぜ──────っ。オルガ優しいですよ。こんなオルガですが意外と家庭的でお母さん役も板を裂さいてますよ」

「オルガ。それは、板に付いているの間違いだな。板を裂いているというのは、意味がわからない」

「やだ、博雅王さまったら。みんなの前でオルガのちょっぴり可か愛わいらしい間違いを指し摘てきするなんて。実はオルガときたらときどきそそっかしいところを前面に押し出すので、オルガさんて完璧に見えてけっこう可愛いのねって好感度が増しますね。どうですか。魔物の友だち。こんなオルガと一緒に過ごしてみませんか」

　オルガがすりすりと滑すべるように前に進んで、魔物の前に立ち、その手を取った。魔物は眉み間けんにしわを寄せ、試すようにオルガの手を持ち上げて口元に持っていくと、ぺろりとオルガの手の甲を舐なめた。

　そして──「う」と低い声を出すと、オルガの手を振り払い、不ま味ずいものを口にしてしまったという顔になり、口を覆おおってむせこみはじめる。
















「……わかりやすい。いくら言葉がわからずとも、これはわしにもわかる。オルガは嫌われているようだ」

　博雅王がうなずくと、巫女たちも口々に続ける。

「不味いですからね」

「星華にも疎うとまれています。オルガ宰相の気はどうも魔物の口に合わぬらしい」

「なんでですかー。負の感情が好物と聞くのに、オルガってこんなに暗くて真っ黒で淀よどんだ気持ちに満ちているのにー」

「……つまり、オルガどのの感情は、暗くもなくて真っ黒でもなくて淀んでないのかもしれないな。案外といい人で気き性しようがまっすぐということなのかもしれない」

　思わず冬威が口を挟はさむと、オルガがきっと顔を上げ、断言する。

「嬉うれしくないっ。オルガは陰いん鬱うつでどろどろして恨うらみがましい人になって星華や魔物のお友だちに好かれたい！」

　博雅王がちいさく噴ふきだした。

「オルガは、わしのことを含ふくめて、変であれば変であるだけ、欠かけているなら欠けているだけ、その対象を愛するからなあ。せいぜい椿姫にもつきまとい、魔物たちを椿姫から奪うばい取れるよう努力するといい。わしが許す。頑がん張ばれ」

「頑張りますともっ」

　鼻息荒く背筋を伸ばしたオルガである。

「魔物の友だちよ──そなたに名前を授けよう。わしに名前を手渡されることで、そなたはわしと、真雍というこの国に縁えんの糸を結んでつながりを持つ。名を渡されることで、名に縛しばられる。それでもよいか？」

　今度は魔物が縦にうなずいた。

「ならば──そなたの名前は友だちの、友を用いて、わしの名前からも雅の文字を譲ゆずることにしよう。友ゆう雅がと名づける。名を受け取れ」

　魔物──友雅がこくりとまたうなずいた。友雅が笑顔になったのは、なにかしら喜びを感じているということか。魔物の感情なんて冬威にはわからない。

「その耳は、目に留とまる。その美貌で人目を惹ひき、次に気づくのは尖った耳だ。あきらかに人と違う生き物だと、見ただけでわかる。その見た目を放置して城に留め置くのは問題の種だ。六花どの、雪花どの、どうにかすることはできまいか？」

　言われた二人巫女が「耳を隠すことでしたら可能」と即答する。

「美しい顔ごと隠すのも可能ですが、我らの美意識に反する。せっかく美しいのだから鑑かん賞しようのために花の顔かんばせはそのままにしておきたい」

「天人は面食いだ。……まったく。真雍は、主義主張の多い家来たちばかりだ。王の命令など誰も聞かぬ。婿むこどのには恥ずかしい場面ばかり見られて、わしは立つ瀬がないのう」

　博雅王が冬威に笑ってみせた。

「それは大丈夫です。王になりかわり、冬威どのの恥ずかしい場面はこのオルガがたくさん見てきましたから、あとでゆっくり博雅王にご報告してさしあげますからね」

　オルガが白い歯をきらりと光らせて笑顔で言い放った。







　友雅の尖った耳を隠す術を施ほどこし、そのいちいちにオルガが興こう奮ふんし──そして面々は来たときと同じに賑にぎやかに去っていった。魔物が一番おとなしく、感じよさげに見えたのはどういうものかと、去っていく一行を見送って冬威は嘆たん息そくする。

「……よくぞまあ、一緒に旅をしてきたものだな。疲つかれたことだろう」

　ぎょっとしたのは──博雅王が冬威に気配を悟らせることなく、場所を移動していたからだ。すぐ隣となりにいたはずの王は、冬威が賑やかな一行に呆あきれているあいだに移動して、冬威の真後ろに立っていた。

　距きよ離りとしてはたいしたものではない。

　が、気づかぬうちに移動されたことに驚いた。博雅王が刺し客かくだったらこの一瞬の隙すきに冬威を傷つけることはたやすい。

　自分よりずっと手て練だれなのだと思い、ぞっとする。

　力技だけではなく、するりと忍ぶような動きもできる、武芸の達人。なんの気配も感じないことがかえって冬威を震しん撼かんさせた。無む我がの境きよう地ちで自然物のように動き、その手に刀を取られたら──相あい対たいする者は、たまらない。

　──たぶん、自分のいまの実力で博雅王と打ち合ったら負けるのでは。

　戦わないうちに敗北感を感じることなどいままでなかったのに、ほんの少しの動作だけで、冬威は博雅王の力量に心を軽く薙なぎ払われた気分になった。

　強い、と感じた。

　そしてそれは同時に、一度戦ってみたい相手だという思いにもつながる。

　冬威の胸中を推測したのか、博雅王がくすりと笑う。その手には杯さかずきがふたつと、ちいさな瓶びんがひとつ。

「いえ。旅はとても楽しゅうございました」

　力量の差を見せつけられ、それでも冬威は取り繕つくろって会話を続ける。

「楽しめたなら、それはよかった。ついでに、昔語りをさせてくれんか。そこに座って、わしの話を聞いてくれ」

　博雅王の声の調子はこれまでとはうってかわって、重たいものへと変わっていた。

「言うべきか、言わずにいるべきか迷まよっていたが──オルガは旅をともにして、冬威王子どのの人となりに太たい鼓こ判ばんを押した。その上で、きちんと話すべきことは話しておけとわしに助言をくれた。だから……」

　王は突然、自分自身の身体の重みに耐たえられなくなったかのような苦く渋じゆうに満ちた、疲ひ弊へいしきった様子になり、椅い子すにどしりと座りこむ。杯に瓶の中身を注そそぐ。

「まあ、旅の疲れを取るためにも、軽く一杯、天人水を飲むとよかろう」

　濃こい琥こ珀はく色いろの液体は、火酒に薬草と蜂はち蜜みつを仕込んだ一種の疲ひ労ろう回復剤とされている天人水。

　目でうながされ、部屋にあった椅子に冬威も腰掛けた。大きな机を挟んで向かい合う。

「火劉国の呪術師に、孔く雀じやく湖この湖水を調べるよう頼まれたとも聞いている。これから湖水を調べ、器うつわに入れて、火劉へと運ぶことになるのかな？」

「はい。そのための許可をいただきたく──」

　孔雀湖は真雍の国の、しかも城の側にある湖である。

　ただの旅人ならいざ知らず、火劉国の王子が勝手に調べ、勝手に湖水を持ち帰ったとあっては問題になる。手順を踏ふまなくてはならなかった。

「ああ、許可はする。ただし調べた結果はこちらにも知らせてもらいたい。真雍には二人巫女の他には、これといって力のある呪術師がいなくてのう。調べさせるにも人手不足だ」

「過去に呪術を否定して、呪術師たちを追い払った時代があったゆえと伺うかがっております」

　聞いていいのか、どうなのか。だがこれは避けられない真雍の歴史のひとつなので、触れるしかないだろう。

　表立って語られることはないが、真雍国の歴史や呪術について学んだ者は、その事実にぶち当たる。

「そうだ。呪術と信しん仰こうが人心をつかみ、民が王族に刃向かうのを厭いとうた過去の貴族たちが呪術師を追放し、呪術師たちが信じていた神とその社やしろを焼き払った。だから、真雍には呪術師がいない。真雍から逃のがれた力のある呪術師たちは、他国で勢力を伸ばしていった。火劉国の、隠れ里という呪術師の村も、おそらくは昔を辿れば、真雍国から逃れた呪術師の誰かと縁えん故こがあるに違いない」

「そうかもしれませんね」

「わしは呪術はさっぱりだ。刀を振り回して魔物を斬って歩いているぶんには、呪術など不要だと思いこんでいた。実際、それで事足りた。わしの前ではどれほど力がある巨大な魔物であろうと、刀の錆さびじゃ」

「……そうなのでしょうね」

「だがそんなわしでもたった一度だけ、圧倒的に負けてしまったことがある。それ以来、強いだけでは駄だ目めなのだと悟ったよ。王子は、そんな戦いをしたことがあるか？　刀を振ることすらできなかった。最初から最後まで負けっぱなしだった」

「それは……」

　博雅王にそこまでのことを言わせる相手の想像がつかない。

　諸しよ国こくを歩いて、腕自慢の猛も者さたちと戦ってきた冬威である。博雅王の力の程は、刀を手に取る前からおのずと測はかれる。本気にならずとも博雅王はすでに充分に強い。真剣になったときは推おして知るべし。

「孔雀湖の底には冥めい界かいがあるのだと、古い文ぶん献けんに記されている。オルガがあちこちを引っくり返しては調べている最中だ。真雍の王族に追放された呪術師たちが、王の一族を呪のろうために、その冥界への門を開いたとも文献にあるそうだよ」

「冥界の門が孔雀湖に？」

「そうだ。冥界がどんな世界かは知らないが、そこには魔族が住んでいる。魔物たちはみな、孔雀湖に開かれた冥界の門から、この地上へと溢れてくる。魔物の棲せい息そく分ぶん布ぷ図ずなるものをオルガが製作中だが、なるほど、真雍国は突出して魔物の数が多く、次が真雍の隣国、さらにどんどん遠ざかるにつれて、魔物の数が減少している」

　そういえば孔雀湖と魔物の関係が気になると、火劉の呪術師も言っていた。それで孔雀湖を調べたいと頼まれたのだ。

「だとしたら、どうして孔雀湖の畔ほとりになど城を建てたのですか？」

　冥界の門が開いているかどうかは、これからの調査によるものとして──そんな文献があるのなら、自身の城を、あえて因縁のある湖の側に建てる気持ちがよくわからない。かつてあった城を捨て置いて、新たに孔雀湖へと城を移したのは、博雅王の時代からのはず。

「さて──そこだ。王子は、我が身を犠ぎ牲せいに愛する者を守ろうとする男か？　それとも逆に守られる男か？」

　杯を一気に飲み干し、博雅王が真しん摯しな目をして聞いてくる。

　話が飛びすぎてついていけないが、目を白黒させつつも、冬威は真ま面じ目めに考える。流してはいけない重さが博雅王の言葉の奥に潜ひそんでいた。ずしりとした固くて痛々しい感情が、こちらを凝視する王の眸の底に沈しずんでいる。

　我が身を犠牲に愛する者を守る。冬威の普段の気持ちとしては、それだ。

　けれど椿姫と出会うことで、愛する者に守られたいとも願っている自分の弱さを見いだしたのも事実。

　状況に応じて──刀の前に立つ敵の姿と力に応じて、その意志は変化するとしか、いまは答えられそうにない。

　武力で勝てる相手になら自分が飛び出て姫を守ろう。

　けれど精神的な部分に関していうのなら、おそらく冬威よりも椿姫のほうが土ど壇たん場ばでは強きよう靱じんなのだとわかっている。

　椿姫こそは、常に、誰かを守るためだけに刀を振るう勇者。自身のためには闘たたかえない、誰かのためにしか闘わない。

　思いのほか深く熟じゆつ考こうしてしまい、冬威は黙りこんだ。

「わしは、魔物など蹴け散ちらせると信じていた。わしの力だけでどうにでもなると自惚うぬぼれていた。民たちを守るために、城を孔雀湖の畔に建て、わしひとりで魔物を討とう伐ばつしてみせようという勢いで──なのにその目もく論ろ見みはあっさり覆くつがえされたのだ」

「それほどに魔物は強かったのですか？　あるいは王おひとりで討伐するにはあまりにも多かったのですか？」

「雑ざ魚こはいい。有う象ぞう無む象ぞう相手にならいくらでも刀を振るうさ。最初はよかった。ただ──冥界にも、冥界なりのしきたりがあるらしい。そして冥界には女王がいる」

「女王？」

「それがまあ、目も覚めるような美人で──こう言うとなんだが椿姫に似ているな。うん。姫は顔だけはわしの最愛の妻に似ておってなあ、あれは本当に美しい女だった。あれ以上の女はわしは知らない。后きさきの葵あおいは、気性の優しさが顔に出て、はんなりとした色気があった」

「……はあ」

　なんでここで娘自慢と妻自慢になるのだと呆れたが、ニヤリと笑った博雅王がすぐに顔を引きしめるのに合わせ、冬威も居住まいを正して続きを聞くことにする。

「その后がな、冥界にさらわれた」

「え？」

「どうして后が魔に囚とらわれたかはわからない。あとになってオルガと調べに調べたが、その理由はさっぱりわからないのだ。しかし理由なんてわからなくても、事実は残る。わしの目の前で、葵は、冥界の女王を名乗る女にさらわれた。わしはその女に、刀の先を触れさせることすらできなかった。目が眩くらむような美貌でなあ──実際、なにをされたのかもわからぬうちに、一時的に視力を奪われ、気がついたら葵は女に囚われていた」

　遠い目をして博雅王が言う。語る王の眸は絶望で乾いている。

　なにもできなかったということと、敗北したということを、何度も何度も──何年もずっとひとりで嚙みしめてきた者の眸だった。

「わしが自惚れて孔雀湖の畔に城など建てなかったら、葵は、魔物に魅み入いられなかったんだろうか。悔くやんだり、理由を探したりしたが、そんなことをあとからやったところで葵は戻ってこない。ただ──わしはだらしない男でね、かといって、葵が沈んだ湖から遠く離れることもできず、ずっとその畔で暮らしつづけているのさ。いつか取り戻してみせようと、いまだにあがいている」

　后が──椿姫の母親が、魔物に囚われた？

　突然言われ、理解するまで時間がかかる。

　孔雀湖に沈んだ？

　冥界の女王にさらわれた？

　博雅王の后は、椿姫が生まれてすぐに亡くなったのではなかったのか？

「それを椿姫は知っているのでしょうか」

「知らせていない。葵がさらわれてその直後、わしは一時的に錯さく乱らんしていてね。──そして気がついたときには、椿姫には二人巫女が憑いていた。泣き女と笑い女という、特別な運命を持つ者にのみ降こう臨りんする天人が取り憑き、乳う母ばとなった。そういうことかと、思ったのだよ」

「そういうこととは？」

「わしの預あずかり知らぬどこか遠くで、運命というものがまわっている。その歯車になったのかと、泣き女と笑い女を見たときに、愕がく然ぜんとした。怒ったし、泣いたし、恨うらみもしたが──椿姫には罪つみはない。あの子は愛いとしいわしの娘だ。わしと葵の娘なのだ。あの子に酷ひどい運命をもたらすようなことがあれば、わしはたとえ天であろうと刀を向ける。葵は、あの子を頼むと言って……そう言って、湖に消えたんだ」

　伝えられた言葉を飲みこみきれず、整理するために、冬威は目の前にある杯を手に取った。のどを天人水で湿しめらせれば、なにかの光が見えるような気がした。けれど渇きは潤うるおったとしても、頭のなかに生じた理解不能の息苦しさは消えなかった。

　どこか遠くで運命がまわり──その回転の一いつ端たんに、椿姫が関わっているということ。

　茫ぼう漠ばくとして、得体の知れない恐怖が冬威の足あし下もとから這はい上がってくる。

　目の前にいる強い男──博雅王ですら、自分の妻を守れなかったのだという。自分はいざというその運命のときに、椿姫を守ることができるだろうか。

　冬威は闘いの場で自身の強さを疑ったことなどなかった。

　けれど──自分以外に守りたいものを得て、はじめて、守りきれなかったらどうしようという不安に心を砕くだかれる。

　自身のことさえ考えていればよかったときは強くいられたのに、椿姫を誰かに奪われるかもと感じた途端、震ふるえてくるこの弱さはなんだ。情けない。

「ただ、それでも怖かった。椿姫もまた魔物に囚われたらと思うと、怖かった。次こそは守ろうと鍛錬もしたが、自分の力を傲おごったせいで、后を守れなかったのはわしの罪だ。なのにあの子は、なんの因いん果がか、孔雀湖が好きでのう。近づけさせまいとしても、あの湖に行ってしまう。それでも巫女たちがいるし、悪い予よ言げんがなければ、当面は大丈夫なのだと自分の心をだまし続けていたが……」

　博雅が遠い目をする。

「……無理だった。孔雀湖の畔で魔物を拾ったと聞いた日に、ああもうわしはこの地に椿姫を置くことそのものが不安でならん、気が変になりそうだと──いつあの子も湖水にさらわれるかと思い、怖くなってしまった。また同じ轍てつは踏むまいと、とりあえず椿姫を湖から遠くへと手放そうとした。どこになりと嫁に行けと出したつもりが──あれは魔物をさらに拾って真雍に戻ってきた」

「魔物を……」

「そうだ。孔雀湖で魔物の子を拾ったときに、なにかがはじまるのだと覚かく悟ごした。覚悟して外に出した。戻ってこないでくれれば、遠くでも幸福になってくれればと願ったのに、魔物を増やして真雍に戻ってきてしまった」

　一気に年老いた顔になり、博雅が力なく笑う。すべての感情を使い果たしたときに、もう笑うしかないのだというときにのみ浮かぶ、疲れきった笑顔。幸福は欠片かけらもなく、疲弊と諦てい観かんが微笑に刻まれている。

「笑い女と泣き女が憑いている限り、泣き女が泣かない限り、あれは無事だ。わしはそれを支えにずっと椿姫の側にいた。この話を打ち明けることで、王子もまたわしと共闘することになる。引きずりこんで申し訳ないが──椿姫は、そういう娘だ。守ってやってくれ」

「はい」

　返事は自然と口をついて出る。

　守りたい。

　とても曖あい昧まい模も糊ことした大きな影に向かって、冬威は誓ちかう。全貌の見えない、運命などという抽ちゆう象しよう的てきで巨大なもの。その影に脅おびえず、椿姫を守る。

　いまだ実感の湧わかない、博雅王の昔語りについて思いを巡めぐらせる。

　真実なのか、どうなのか。

　けれど話し終えたあとの博雅王は、一度に十も二十も年老いたような疲労感を漂ただよわせている。

　これが噓うそや演技ならば、博雅王は天才役者だ。それにこのような噓をつく理由が見えない。

「わしのように傲るな、けれど脅えるな。わしもまだ、本当に負けたつもりはない。葵をいつか奪い返す。そのために、オルガとずっとここで暮らしているのだから」

　王もまた虚こ空くうに向かい決断するようにきっぱりと言いきり、空からになった杯に天人水を注いだ。
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「オルガ、冬とう威い王子はどこにいるのかしら」

　城に戻もどってきて七日ほど。宴うたげや、貴族たちとの顔合わせやら会合やらで冬威は忙しく、椿つばき姫ひめはなかなか二人きりになれないでいる。

　もとから二人きりで過ごすことなどないに等ひとしかったので、いつもどおりといえば、そうだが──なんとなくだが寂さびしい気持ちになる。

　旅のあいだは、だいたい目の届とどく範はん囲いに冬威がいたし、いないときでもどこにいるかがはっきりしていた。

　真しん雍ように来てからのほうが、冬威の所在を探すのに苦労している。

「さて？」

　オルガは両手いっぱいに書類の束たばを抱かかえ、執しつ務む室しつへと行く途中のようだ。傍かたわらには王に名前をもらった魔ま物ものの友ゆう雅が。こちらはどういうわけかオルガの弟で子し扱あつかいで城に登とう庸ようされ、オルガが常に貼はりついて仕事を「お願い」している。

「友雅、冬威どのをお見かけしましたか？」

　友雅が縦に首を振る。

　真雍に来てから、オルガは友雅との意い志し疎そ通つうの方法を編あみだしつつあるようで、うなずいたり、首を振ったりの他に、手を動かして形作ることで共通の単語を取り決めて、会話のように成り立たせている。

　廊ろう下かで呼びかけると、後頭部に視線を感じる。後ろを見ると、城中の召めし使つかいの女性が寄り添そって耳打ちしながら二人を見ている。

　耳の尖とがりを目隠しの呪まじないで消した友雅は、どこから見ても、怜れい悧りな美び貌ぼうの青年で──貴族の子女をはじめとし、城に出入りする女性たちがこぞって注目している。

　オルガも見た目だけなら美貌の主なので、そんな二人が連つれ立って歩いているさまは一いつ幅ぷくの絵のようでもある。

「どのへんでお見かけしましたか？」

　友雅がひらひらと手を振り、首を振り、足をすたたんと床ゆかに打ち下ろして鳴らす。手振り言葉のすべてがオルガの趣しゆ味みで統一されているので、会話すると踊おどっているようにしか見えない。派手好きのオルガは地味な手話などでは我が慢まんができないのだ。

　どうでもいいことを教えてくれるだけでも、一連の動作すべてが洗せん練れんされていて、美しい。

　しかし椿姫は、いちいち手振りで会話しなくても、友雅の言葉が理解できる。

「んーとねー、んーと、湖のほうにいたよー」

「孔く雀じやく湖こ？　そうなの」

　椿姫の声が沈しずんだものになる。

　孔雀湖の湖水を調べたいというのは、今回、真雍に来た目的のひとつでもある。だから冬威が湖水を調べるのは、おかしな話ではない。

　だが──問題は、冬威王子がそっけなくなったこと。

　ここのところ、避さけられているような気がしてならない。

　どこかに行くたびにいちいち椿姫のところに寄って、声をかけてほしいなんて、そんなことまでは言わないけれど──でも、冬威と話す機会が、ここにきてひどく減っている。

　孔雀湖を調べるときは一緒に行こうと言ってくれていたのに、ひとりで出かけてしまったのだろうか。







　椿姫は孔雀湖の方角に足をのばす。

「椿姫──。また城を抜け出すのですか。婚こん約やくまでしたというのに、いつまでそんなことを……」

　こっそりと抜け出そうとしたところを、幼おさななじみの雷らい牙がに見つかり叱しつ責せきされた。

「違うの。これは……」

「なにが違うんですか？　そもそも冬威王子はなんと言ってるんです？　あの王子は、椿姫を自由にさせすぎる。もう少し、しっかり見張らないとだめだって、火か劉りゆうの村の事件で肝きもに銘めいじてもよかったのに。なにも学んでないというのなら、ひとつ、俺が王子に意見しないと」

　漆しつ黒こくの切れ長の涼しい眸ひとみをつり上げて、雷牙は年長者ぶって説教をはじめる。

　小言を言われ、椿姫はハッとした。

　冬威が自分を自由にさせてくれることを好ましく感じていたはずなのに、いまとなってはずっと一緒にいられないことに不服を感じているのかと、自分の心の頼りなさを自覚する。

　自分は冬威に縛しばられたいのだろうか。雷牙が椿姫にするように、小言を言われ、指さし図ずされたいのだろうか。

　そういうわけでもないのだろうけれど──。

「……どうした？」

　雷牙の説教が途中で止まり、不ふ審しんそうな顔で覗のぞきこまれた。

　上うわの空で聞いていたのを咎とがめられるかと、きゅっと首をすくめたが──雷牙は目を細め、心配そうな表情になる。

「元気がないな」

「そんなこと……ないよ」

「そうかな。いつもだったら即座に言い返してくるし、睨にらみ返してくる。どうせ反省して黙って聞いてるってわけじゃないんだろう？　いまになって反省するぐらいなら、もっと前に反省してる。性格なんて変わらない。たとえ婚約したとしても──」

　雷牙が「婚約したとしても」という台詞せりふを嚙かみしめるように言う。椿姫の耳にも、その言葉は特別に重く響ひびく。

　──婚約して、幸せいっぱいな時期のはずなのに、どうしたのかしら私は。

「ひどい言い方。私だって自分が悪いことしてたら反省するよ」

　どんどん膨ふくらんでくる不安と不満を拭ぬぐい去りたくて、わざと口を尖らせてすねてみた。いつもの雷牙とのやり取りだ。兄代わりの幼なじみは説教が多く、やっといつものように椿姫はむっとして言い返す。

「そりゃそうだ。問題は、ひとりで孔雀湖や森に行くことを、椿姫は一度として悪いことだと感じたことがないっていう点だ。男おとこ勝まさりでじゃじゃ馬な姫さま──よろしければ俺を護ご衛えいにお申しつけください。せめて一緒に参まいりましょう」

　おどけた顔で雷牙が言う。雷牙と椿姫だから許される会話だ。礼儀や上下関係にうるさい大臣たちに聞かれたら、そんな口をきく雷牙のほうが叱しつ責せきされる。

　ことあるごとに椿姫に忠告をし、怒り──その小言のすべてが、雷牙の思いやりであり、椿姫への情愛の証あかしだと、いまや椿姫も心の底からわかっているのだ。

　だからこそ申し出が嬉うれしく、胸に染しみた。

「……警けい備びの仕事は？」

「いまは休きゆう憩けい時間だ。深夜番をして交こう替たいして仮眠を取って、家に帰るところ。別にさぼってるわけじゃないぞ」

「うん」

「どこに行くつもりだったんだ？」

　雷牙が先に歩きだす。ぶらりと、行き先も決めずにただ歩いているといった風ふ情ぜい。

「孔雀湖」

　答え、椿姫は雷牙の隣となりに並ぶ。

「あまりひとりでうろつくのはよくない。どうしても孔雀湖に行きたいのなら、誰かついていってもらうほうがいい。冬威王子が忙しいというのなら、俺を呼べばいい。巫み女こたちでもいい。オルガ宰さい相しようでも──」

「オルガは嫌いや」

　即答したら、雷牙がぷっと噴ふいた。椿姫も笑い、ふたりは顔を見合わせ──互いの笑顔につられたようになり、さらに笑いを深める。

　笑いを収おさめて歩きだすと──ちょうど戻ってくるところであろう冬威とばったりと遭そう遇ぐうする。遠くからでも赤い髪が目立つ。

　冬威だとわかった途と端たん、椿姫の心しん臓ぞうが跳はねた。

「噂うわさをすればというやつだな。もしなんだったら冬威どのに護衛を交替してもらうか」

　雷牙がそう言い、椿姫を横目でちらりと見る。

「……悔くやしいが、本当にわかりやすい。冬威王子のところに早く行きたいって顔をしながら、俺の歩調に合わせるなよ。いいよ。走って、とっとと王子に交こう渉しようしてこいっ」

　苦笑して言われ、椿姫は唇くちびるを引き結ぶ。そんなに表情に気持ちが出るのだろうか。

「あのなあ。『言われたら、走れない』って顔になられると、こっちも困る。面倒な姫君だなあ。まったく」

　雷牙が頭を搔かいてぼやき、椿姫より先に走りだした。

「え。待って」

「だったら早く走ってこい。競争だ。どうせ俺のほうが足は速いぞ」

「そんなことないっ。足だったら私のほうが……」

　慌あわてて駆かけていき、雷牙と並ぶ。なにをしているんだと、笑いがこみ上げてくる。

　冬威王子がすぐ目の前で──不ふ機き嫌げんな顔つきで腕うで組ぐみをして、走る二人を眺ながめていた。

「冬威王子」

　走り寄り、冬威の前に立つ。顔を窺うかがい、なにを考えているのかを見破ろうとする。

　雷牙が挨あい拶さつの礼をはじめ、冬威が「雷牙どの、お顔を上げよ」と声をかける。

「冬威王子どの。よいところでお会いできた。面倒でうるさい椿姫の護衛にいささか辟へき易えきしてました。護衛の交替をお願いできれば」

　顔を上げた途端、雷牙がしれっと言ってのける。
















「とても楽しげな様子に見えたのに、辟易したなどと、どの口がおっしゃるか」

　冬威の返答に、雷牙が微び笑しようする。

「失礼ながら、冬威王子どのが仏ぶつ頂ちよう面づらで俺たちが駆け寄ってくるところを待っていた様子が、大層楽しかったという、それだけです」

「……雷牙どのはいい性格だ」

「お褒ほめにあずかり光栄です。では──よろしくお願いします。じゃあな、椿姫」

「え、もう行っちゃうの？」

　雷牙はどこか清すが々すがしい顔つきで、さっと一礼し、きびすを返す。去っていく背中に椿姫は「ありがとう」と声をかける。

「まったく。そんな可か愛わいい顔して、別の男を見送るな」

　ぼんやりとしていたら、こほんと軽く咳せき払ばらいをした冬威にそう言われ、椿姫は赤面する。

「雷牙はそういうんじゃないのに」

「どういうのでも、他の男と一緒にいて楽しげな様子を見ると、私は嫉しつ妬とをするよ」

　まっすぐにそんなことを言われ、動どう揺ようする。

　本当はいろいろと聞きたいこと、言いたいことがあったのに──最近、避けられているような気がすると、不安と不満を訴うつたえようと思っていたのに、あからさまに「他の男といると嫉妬する」だなんて最初に言われてしまっては、不服が言いだせなくなってしまう。

　しかしそれもまた、絶妙な先制攻撃なのかもしれなかった。

　椿姫が言う予定だった文句を、事前に封ふうじてしまう台詞と態度。

「冬威王子、孔雀湖を調べてきたの？」

　どこからどう話の糸口をつかめばいいのか。

「いや。まだ調べてはいない」

　冬威は思考を隠かくすことが巧たくみで、顔色に感情が出ない。

「でも歩いてきた方向は孔雀湖よね？　調べてなくても孔雀湖を見てきたのよね」

　冬威の全身をくまなく点検する。湖の水を入れるようにと渡された器うつわを持ってはいないので、まだ調べていないというのは本当のような気もする。

　だとしたらなんのために、孔雀湖に行ったのだろう。

「ただの散歩だよ。もしよければ散歩につきあってくれるかな。雷牙どのとの散歩ほど、楽しいものにはならないかもしれないが？」

「そんなこと……」

「駆けっこで競争をしたりは、私はしないから、そこが問題なのかな。そういう楽しみも必要か？　ときには競いあうような仲でないと、椿姫は私に飽あきてしまうのだろうか」

「まさか」

　飽きたりなんて、しない。それだけは断言できるから、即座に応じた。すると冬威が嬉しそうな笑顔を浮かべる。お日様みたいに、まぶしい笑い方だ。

「では普通の散歩を楽しもうか。真雍の城を教えてくれ。緑と水が美しい国らしく、庭がことのほか自じ慢まんなのだと聞いている。私に真雍の花を教えてくれないか」

　さりげなく椿姫の手を取り、歩きだす。

　それは城へと戻る方角だ。冬威はひとりで孔雀湖に行き、ひとりで帰ってきた。そして行き会った椿姫を湖から遠ざけるように違う方角へと誘導する。

　──王子がそっけなくなったので寂しいの。

　そう言うことができれば、すべてはたやすいのだろうか。

　でもいまその台詞を言っては、こんなふうに手を取って「散歩につきあってくれ」と言っているのにと、呆あきれられそうだ。

　だっていまは、そっけなくなんてない。むしろ優しい。

　だんだんわからなくなってきた。避けられていると思ったのは、椿姫の勘かん違ちがいなのだろうか。

　いまも、会話をするときの様子は以前と同じだし、愛いとしげに見つめてもくれる。なのに冬威王子のどこに不安を感じているのかと、自分でも不ふ審しんを覚える。

「だったらついでですもの、このまま二人で孔雀湖まで散歩をしましょうよ。孔雀湖の畔ほとりも、緑がとても綺き麗れいよ」

「樹木ばかりだ」

　あっさりとひと言で切り捨て、冬威は椿姫の腕を引く。孔雀湖から遠ざけたいとでもいうような、有う無むを言わさぬ勢いだ。

「王子？」

　ふと見上げた横顔が強こわばって、いつになく厳しい顔つきになっていることに、椿姫はぎょっとする。魔物と闘たたかうときですらどこか楽しげで飄ひよう々ひようとした風情なのに、いまは、冷たく、凍こおりついたような顔つきになっている。

　なにかを恐おそれてでもいるかのような表情。

「でも……王子は……孔雀湖の湖水を調べなくちゃって……。頼まれて来たのですもの。行かなくちゃいけないのでしょう？　だったら一緒に……」

「だめだ」

　断たち切るような即答が返ってきた。

　椿姫の意見など聞く耳持たぬかのような、即決の否ひ定てい。

「どうして……ですか？　なにがだめなんですか？　孔雀湖の湖水を調べなくてはいけないのでしょう？」

「いや……そうなのだが。危ないから、椿姫は一緒に来なくてもいいと、そう言いたかった。きつい言い方をしてしまって、すまない」

　謝罪する冬威を、奇妙なものを見るような気分で凝ぎよう視しする。

　冬威は、女だからと、後ろで下がって男に守られていろと命じるような男ではなかったはずだ。

　どこにでも、ともに行こうと言ってくれた。背中を守ってくれとまで言った。ともに闘うことのできるのは、椿姫だけだと告つげてくれ──それがとても嬉しかったのだ。

　危ないから一緒に来なくてもいいだなんて、言うような人ではなかったのに。

　孔雀湖は、二人の出会いの場所でもあるのだ。さらには椿姫にとってはとても馴な染じみのある遊び場所のひとつでもあり、決して、危険な場所ではない。

「あそこは私にとっては遊び場だったのよ。危ないだなんて」

「それでも……だめだ。すまない」

　冬威がきっぱりと応じる。とりつく島のないその様子に、椿姫もそれ以上はなにも言えず、黙って唇を嚙みしめた。







　取り繕つくろうように、それからの冬威は饒じよう舌ぜつだった。からかうこともなく、実に紳しん士し的てきで優しく穏おだやかだった。庭の草木について椿姫にその名や特とく徴ちようを聞き、いちいち感心して、よく学んでいた。

　そのあとで冬威は、王に呼ばれて椿姫から離れた。

　博はく雅が王おうは冬威のことを気に入ったようで、頻ひん繁ぱんに呼び出している。たまにはオルガも交まじえて話しているが、二人きりで話すことが多いようだ。

　父と婿むことの仲が良いのはいいことのはずなのに、椿姫は自分が仲間外はずれになったような気がして、不満を抱いだいている。

　どうして自分も会話に入れてくれないのかと、不服を口にしたのは夕べのこと。

　王が椿姫の問いかけにまっとうに答えないのは、いつものことだ。オルガの返答はあまりにも斜ななめ上をいきすぎていて、椿姫の頭では理解できないので却きやつ下か。そして冬威は無言で目をそらした。

　──いつだって王子は、私の視線を真まっ向こうから受け止めてくれていたのに。

　衝しよう撃げきは、当日ではなく、明けて翌日から椿姫の胸にきた。そのときに受けた痛みより、時間をおいて反はん芻すうしてからの落らく胆たんのほうが、より重たく、悲しい。

　冬威を追いかけても、すげなく帰されてしまい、椿姫はどうしていいのかわからなくなる。

　まっすぐに自分を見てくれる冬威になら反論もできる。でも見返してくれない相手に、なにを言っても伝わるような気がしない。

「……あんな王子は王子じゃないのよ。だって私の言うことをいちいち感心して聞いて、花の名前になんて興味を持ってるふりをして……。あんなふうに人当たりがいい王子なんて、違う。私の冬威王子はもっと我わが儘ままで強引で、でも……」

　感じのいい冬威は冬威ではないとは、本人が聞いたら抗こう議ぎしてきそうなことを独白しながら、椿姫は孔雀湖へと歩く。

　でも椿姫が愛した冬威は、我が儘で強引で俺様で──それでいて魅み力りよく的てきだったのだ。誰のことも見ていないようでいて、周囲のみんなのことをよく見ていた。椿姫の心模も様ようや、女であることによる劣れつ等とう感かんや迷まよいにも気づいて、掬すくい上げてくれた。

　そういう人だから、ともに歩きたいと願った。

　なのに──。

「それに、隠しごとはしない人だと思ってた。……いいや、隠しごとをすることもあるかもしれないとは思っていたけど、でもこんなふうにはぐらかすなんて……」

　頭のなかが混乱している。

　冬威は椿姫と離れ、王と話したそのあとで──時間をおいてから、また、孔雀湖へと向かったのだ。

　それが悔しくて、頭にきて、冬威の様子を探さぐり、こそこそとあとをついてきた。

　冬威は火劉の隠れ里で呪じゆ術じゆつ師しに渡された筒つつを身につけている。今度こそ孔雀湖の湖水を手に入れるつもりなのだろう。

　冬威は気配を察知する能力に長たけている。あまり近づいてはすぐに見つかるからと、かなり遠巻きについていく。

　冬威に比べて椿姫のほうがこの土地に明るい。道になっていないような茂しげみを抜けて、孔雀湖へと先回りするのもお手のものだ。

　ひとりで抜け駆けなんてさせない。

　椿姫を置いて、孔雀湖の探たん索さくなんてさせたくない。

　もしもどうしても冬威がひとりでそうしたいというのなら、突然、椿姫をのけ者にしたその理由を教えてもらいたい。

　くるくると脳内でそんなことを思いながら、足音と気配をできるだけ消して歩いていく。

　が──ツン、と、誰かに着物の袖そでを引っ張られた。

　ぎょっとして後ろを見ると──星せい華かがあどけない顔で見上げていた。その頭には、子こ鹿じかの面を斜めに載のせている。城のなかの人目のある場所ではずっと子鹿面をつけられているかわいそうな星華だった。

「つ、ばきー」

　片言で椿姫の名を呼び、にっこりと笑う。

「……なんで」

　ついてきてはいけないと怒りたいが、あまりにも可愛らしい仕草に怒れない。なにより大声を出したら冬威に見つかってしまう。

　だがその後ろで星華をここまでつれてきたのだろう首しゆ謀ぼう者しや、二人巫女の六りつ花かと雪せつ花かがのほほんと立っているのを見て瞬時に頭に血を上のぼらせる。

「なんでついてくるのよっ」

　低い声でささやくと、六花が例によって無表情で応じる。

「そういうふうにできているので仕方ありません。見るのが仕事で憑つくのが仕事」

「しかも我らだけではなく、椿姫さまの行動に興味を抱だいて後ろをついてきているのが複数いるので、我らだけ怒るのは筋違い」

「え……複数って」

　思いもよらぬ言葉に慌てて周囲を見渡す。

　がさがさと茂みが揺ゆれ「ばれたかー。やだなー。怒られるのかなー」と、困ったような、嬉しいような不ふ可か思し議ぎな笑顔で顔を出したのが、魔物の友雅だ。

「ちょっと友雅まで、どうして」

「やだ。友雅さんが出たらオルガも出ないと、オルガの管理不行き届きみたいに思われちゃうじゃないですか。そんなの大変なのでオルガも出ます」

「……オルガまで」

　呆れてしまい、腰に手を当ててから嘆たん息そくすると──椿姫の前にずらりとみんなが勢せい揃ぞろいして横並びになった。

　相変わらず星華は友雅を見ると「シャーッ」と威い嚇かくしている。そんな星華を抱き上げて友雅から引き剝はがし、オルガに六花と雪花、友雅の顔をそれぞれに眺めて、またため息を漏もらす。

　こんなに引き連れていたら、ちっとも隠おん密みつじゃない。こっそり忍んで後をつけようとしても、絶対に見つかる。

　焦あせって、みんなを制止しようと星華を抱えたまま片手を上げ、それぞれの顔を睨みつけた。

　と──それを合図にしたように、みんなが一いつ斉せいに話しだす。

「んーとね、星華だけがついてっていいのは贔屓ひいきだと思うんだよー」

「オルガはただ己おのれの煩ぼん悩のうの赴おもむくままに、友雅と星華の匂いにつられた愛の蜜みつ蜂ばちなのですー」

「こそこそしながらもあまりにも露ろ骨こつに足音をさせていたので、おもしろそうだったから、やっぱり見なくてはと」

「我らは見るのが仕事ですから。でも星華をひとり置いていくのは不用心なので連れて参りましたし、なにより星華もずっと面を被かぶって過ごしているのが不ふ憫びんでしたので、人気のないところに連れ出したところちょうど姫様がいらっしゃって、ちょうど冬威王子のあとをつけまわしていらしたという……」

「違うの、違うのよ。これは──」

　さくっと「冬威をつけまわしていた」と言われ、椿姫は赤面して弁解する。

　そのとおりではあるが──それを肯こう定ていしてはいけないことぐらい、わかっている。冬威をつけまわしていただなんて、外がい聞ぶんが悪いにもほどがある。なにより冬威にそれを知られたら──もっと避けられてしまいそうだ。

「オルガが蜜蜂じゃなく蝶ちようのように美しいとおっしゃるんですねー。それはたしかにオルガは蜂より可か憐れんですが、そんなに力説されると照れる。やあ、もう、オルガは蝶～」

　途端、オルガがひらひらと両手をはためかせ、蝶のように舞いはじめた。

「誰もそんなことは言ってないわよっ」

　つい声の音量を上げてしまう椿姫だった。

　すると──当然だが、あまりにも賑にぎやかになってしまった椿姫たちに気づいた冬威が近づいてくる。

　がさがさと茂みと木々を揺らし、顔にかかる枝を持ち上げながら歩いてくる冬威の姿を見て、椿姫の心臓がぎゅっと縮ちぢこまる。

　見つけられたくなかったのに！

「なにをしているのかな」

　低く澄すんだ声で問われた。

「なにって……なんでもないわ」

　答えながら──この返答には無理があると思っている。みんなで勢揃いで孔雀湖までの茂みを散歩。ありそうで、ない。

「湖の周囲は魔物が多いと聞く。月の満ち欠かけに呼応して増減している気配もあるが、どちらにしろこのあたりは特に魔物が現れることが多いから気をつけないと……。と、言うのも変な話だな。君たちのうちの二人が魔物で、二人が天人で、人間は椿姫しかいない」

「オルガは？」

　椿姫が頭のなかで人数計算するより早く、オルガが突っこんだ。

「オルガどのは蝶のように華やかで美しい蝶人でしょうから」

　冬威が顔色を変えずに即答。オルガが「きゃ」と両手で頰ほおを挟はさみ、乙女おとめのように照れている。冬威はオルガの扱いにすっかり慣なれてしまったようだ。

　星華がふと身体からだを強ばらせ、じたばたと腕のなかで暴あばれだす。

　なんだろうと様子を見ると、しきりに頭ず上じようを気にして「あーあー」となにかを訴え、そして椿姫の腕から下りようとする。

「なんなの？」

　と、声をかけながらも星華を地面に下ろし、腰をかがめたところで冬威の声が上から降ってきた。

「さて──なんでもないと椿姫は言うが」

　冬威が鷹おう揚ようにそう告げて、椿姫へと視線を戻す。

　ゆっくりと背はい後ごに抱えた大おお太た刀ちへと手を伸ばし、すらりと鞘さやから抜き放って椿姫に切っ先を向ける。

「……冬威王子？」

　ハッとして立ち上がり、見上げた冬威の顔に怜悧な微笑が浮かぶ。

　赤い房ふさ飾りをつけた大太刀を身構えた冬威の姿は──陶とう酔すいを覚えるほどに美しかった。刃やいばが光を反射してぎらりと輝かがやく。まがまがしい輝きが、冬威の殺気とよく似合っている。

　冬威は、戦場に立つときに男ぶりの上がる男だ。波乱がわき起こるたびに、大だい胆たんな笑みを浮かべ、すべての災さい厄やくの根こん幹かんを破は天てん荒こうに叩たたき斬きっていく力のある男。

　自分が斬られるのではという恐怖は──微み塵じんも感じなかった。理由がないというのもあるが、それ以前に、いっそ冬威になら斬られてもいいとすら思えた。

「椿姫、そこを動くな」

　切り裂さくような鋭するどい声がして──そして、一いつ閃せん。

　軽くすがめたまなざしが椿姫のわずか後ろを睨ねめつける。前に軽く片足を踏ふみこんで、冬威が椿姫のすぐ後ろの空中を刀で払った。

　そこにはなにもないと見えていたのに、枝に沿うように這はっていた、枝に擬ぎ態たいした蛇へびに似た魔物が、ひと振りで払われて黒い粘ねん膜まくを切り口から逬ほとばしらせ、どうと落ちる。

　それを合図にしたように、周囲の枝から蛇に似た、細長くうねる魔物が一斉に襲おそいかかってきた。

「荒くれ王子どのめっ」

　雪花がちらりと赤い舌を覗かせ、懐ふところから出した小刀を持ち、魔物たちを切り刻きざむ。刻みながら、地面からふわりと飛び、星華を片手にかき抱き守護の姿勢。

「静かにしているようだったから放置しておいたものを、王子どのは波なみ風かぜを立ておるわ」

　六花もまた同じく小刀を両手に持ち、くるくると踊るように回かい旋せんして魔物たちを切る。

　臭しゆう気きがして黒い靄もやがあたりを覆おおい、切られた断片はのたうつようにうねりながら落下して──形を失い、消えていく。

「オルガときたら不覚。巫女どのや王子どのが気づいておられたのに、オルガは魔物の気配を察知できませんでした」

　オルガが脇わきに刺した刀を抜いて、やはり魔物たちを切る。

「仕方なかろう。星華と友雅とともに過ごしていたら嗅きゆう覚かくが鈍にぶる。彼らも魔物。こやつらも、また同じ魔物。同時に同じ地に立たれたときに、どの魔物がどの匂いか、どの魔物の気配が、どんなものかまで──そこまで察知できるのはよほどの武人」

「冬威どのはよほどの武人で、オルガどのは普通の武人であるというだけ」

「それは悔しい」

　普通の武人呼ばわりが悔しいのか、オルガがぼそりとつぶやいて──オルガらしからぬきりっとした顔になり、周囲の魔物たちを一いち網もう打だ尽じんに切り尽くす。

　切る。切る。切る。

　椿姫もまた腰から下げた刀を抜いて、みんなに加勢しようとした。

　が──二人巫女がオルガに投げかけた「星華や友雅も魔物。彼らもまた魔物。匂いも気配も同じ」という台詞が、椿姫の心に制御をかける。

　──同じ、なんだ。

　何度も感じた違い和わ感かん。

　友だちとして、あるいは子どものように育てている身近な魔物と、こうやって遭遇して襲いかかってくるから切り捨てる魔物とが、両方同じ魔物なのだということ。

　なのに星華のことは可愛がり──その他の魔物は問答無用で切って殺す。

　そもそも彼らは死ぬのだろうか。異臭をさせて消しよう滅めつする異形のものたち。彼らには死があるのか。彼らの生とはどういうものなのか。

　──一緒に過ごしているのに、なにも知らない。

　だから、殺せない。

　そのとき、自分に向かって飛びかかってくる蛇に似た魔物の、二つに割れた尖った舌を呆ぼう然ぜんと見つめる。足も手もないが、口には鋭い牙きばがあり、そして鱗うろこのひとつひとつも尖った凶器となっている。

　この世の理ことわりとは違う原理に成り立つ生き物たち。この世界のものにどこか似ているのに、もっとまがまがしく凶暴で、意思の疎通のできない生き物たち。

　魔物。

　椿姫は刀を手にしたまま、身動きがとれないでいた。

　頭のなかでは警報が鳴り響き、早く動いて、目の前の魔物を切り捨てろと命じている。なのに、心が制止を求める。ちょっと待て。待って考えろ。あの魔物とこの魔物との違いを、きちんと見極めろ。

　そうしないときっと、自分は悔やむ。

　──悔やむ？

　浮かんだ言葉の意味が、よくわからない。どうしてここで身体が心に縛りつけられるのかもわからない。

　ただ──椿姫の理性の力は、心の制御を超えられなかった。

　だから刀を構えたまま両足でしっかりと大地に立ち、飛んでくる魔物の蛇の尖った牙をのみ凝視していた。

　やられる!!

　それでも椿姫は目を閉じなかった。自分ののど元をめがけてまっすぐに飛びかかってきた魔物の牙に、嚙み切られる痛みを覚かく悟ごしたら、歯ががちりと鳴った。

「んー、そんなふうにしてたら食べられてしまうでしょー。お母さん食べられたら、僕怒るよ」

　立ちすくんでいた椿姫の前に、大きな背中が出現する。

　魔物と椿姫のあいだに割って入り、片手をさっと横に流して、飛来した魔物の蛇をわしづかんだのは──友雅だ。

「お母さん、優しいね。僕のときもそうだったけど、優しいんだね。お母さんのその刀は迷ってばかりだ。でもそこが好きだよ。だから僕はお母さんが好きだよ」

　言いながら友雅は椿姫を背中にかばい、飛ひ翔しようする魔物たちを片端からつかんでは握にぎりつぶす。友雅の手のなかで魔物たちはプシューッという音をさせ、黒い蒸じよう気きを上げて消滅していく。

「まずーい。まずーい。そりゃ星華が美お味いしいものしか食べたがらなくなるのわかるー。そのへんの魔物って、まず─────い。美味しくな──────い。でも仕方ないから、僕、いい魔物だから、お母さん助けるためにこれも食べる。好き嫌いは悪い子────」

　目の前でくり広げられているのは魔物との殺さつ戮りくと戦闘なのに、友雅の口く調ちようも内容ものほほんとしたものだった。脱力してしまいそうだ。

　気づいたときには──魔物たちはみんな消滅していた。

「……友雅」

　友雅が誇ほこらしげな顔をしてこちらを振り返る。

「僕がお母さん守ったのー。ねー？」

　母呼ばわりはやめて欲しいが、たしかにいま守られたのは事実で。

「うん。ありがとう。友雅」

　口の奥のあたりが変な感じに苦い。

　魔物が魔物を殺す。魔物が魔物を食べる。それは人の世界でもあることで──自分たちもまた、獣けものの肉を食べて生きているのだから、自然の摂せつ理りなのだと一度は理解していたはずなのに、それでもまだ心に苦いものが残っているのだ。

　もしかして食べないから、なのだろうか。

　魔物の友雅は魔物を食べてしまうが、椿姫は魔物を食べることがないから、それで無む益えきな殺生のように感じてしまうのか。

　いや、どちらかというと可愛い獣だけを殺さず愛めでている後ろめたさに近いのではと思い直す。野の兎うさぎは狩るのに、連れ帰って名前をつけて庭先で飼いはじめた兎の死には涙する人間の感情の傲ごう慢まんさと理り不ふ尽じんさ。

　それが胸に痛くて、苦くて、腑ふに落ちない。

　友雅とも仲が良くなってしまい、慕したわれたが故ゆえに、一度は納なつ得とくしたこの感情の理り屈くつづけがまたもや揺らいでしまったようだ。

　──でもいちいち自分が襲われてるときにそんなことを考えてたら、こっちが危ないっていうのに。

「はい」

　そんな場合ではないのにぼんやりとしていた椿姫の目の前に、友雅が頭を下げてみせる。

「なに？」

「撫なでて。星華にするみたいに頭撫でて、そしてぎゅっとするといいのね。僕がお母さんを助けたから、ぎゅっとしてください」

　それを聞いて、巫女に抱かれた星華がシャーっと言った。

　綺麗な顔に、はにかむような笑えみを載のせてこちらを見つめる友雅の様子に、椿姫は我知らず苦笑を漏らした。

　椿姫が益やく体たいもないことで悩んでいるのに、魔物である友雅にはなんの迷いもない。同族である魔物を殺し、食べる。そして異なる種族である椿姫のことを母と慕したい、守ってくれた上で、抱ほう擁ようをねだる。

　仕様のない考えならば捨て置くのがいいのかもしれない。星華にも迷いはない。友雅にも迷いはない。ならば椿姫も迷うべきではないのだ。たぶん。

　抜いたきり、使うことのなかった刀を鞘に戻し、ほおっと息を吐きだす。

　見渡せば、自分の大切なみんなが生きている。それが大切。

「……ありがとう」

　友雅の上うわ背ぜいのある身体に手を回し、ぎゅっと抱き寄せる。星華が「がるるるる」と鳴いている。いまにも飛びついて引っかきそうな顔になっていて、頭に半分載せている子鹿の面が落ちかかっている。

「なにをしているんだ」

「なにしてるんですか───！」

　同じ意味の、しかし異なる声が椿姫の左右から聞こえてきた。

　冬威とオルガである。

　冬威は太刀を背中の鞘に仕舞い、腰に手を当てて仁王立ちして椿姫を見ている。オルガもまた腰の鞘に刀を戻し両手を組んで揉もみ絞しぼり、うねうねと身体をくねらせている。

「あの……助けてくれたから、ありがとうの気持ちを」

「そのありがとうの気持ち、待った──────。椿姫さまだけずるいのです。みんなが助けあったということでいいじゃないですか。だからオルガも友雅と抱擁しますよ。まったく椿姫さまときたら、自分ばかり好き放題でこんこんちきで人の気持ちを察しない姫ですよこんにゃろうですよ。そんな姫は冬威王子と抱きあってればいいんですよ」

　こういうとき誰よりも素す早ばやく行動に移せるのがオルガである。

　一気にそれだけのことを言うと椿姫と友雅の抱擁のあいだに無理矢理割って入り、意地になったように友雅を抱きしめ、友雅を大いに困こん惑わくさせたのだった。







　椿姫は魔物たちのことを知らなくてはならないと、あらためて思った。このままでは知識がないばかりに、起こさなくてもいい厄やく災さいを引き起こしてしまいそうな気がしてならない。

　事前に防げる厄災はすべて防いでおきたい。そのために、魔物についてのきちんとした知識を学ばなくては。

　幸いなことに、魔物には二人も知り合いがいて──どちらも椿姫には友好的で、かつ意志の疎通がほぼできている。

「死んだ草の気と死んだ獣けものの気とが混じりあった食べ物～。みんな食べるから食べるけど、あんまり美味しくないし、栄養になんないんだよね～」

　とりあえず内輪だけで食事の場を設もうけてみた。

　不平を言いながらも、友雅はみんなと同じものを食べられる場が嬉しいようで、笑顔で食べ物を平らげている。星華も、習しゆう慣かんとしていつも椿姫たちと一緒に食卓を囲かこんでいるので、不ふ都つ合ごうなく同じ食物を食べている。

　本日の食卓に並ぶのは、真雍の郷土料理の数々。野兎の肉を香草と一緒に蒸むしたものに、川魚に塩を振って焼いたもの。茹ゆでた豆に野菜。芋や豆を甘く煮にたもの。主食は炊たいた米だ。

　城の宴のときのような贅ぜいを尽くした料理ではないが、素そ朴ぼくだが味わい深く、美味しい。町の人びとが、ちょっとした贅沢をする祝日に食べる料理の数々。

　冬威は物もの珍めずらしげに料理の皿を眺め、あれは食べたことがあるが、こちらははじめてだなどと楽しげに語っている。

　この場は、表向きは、冬威の内輪の歓かん迎げい会かいである。気取らない郷土料理を冬威王子に知ってもらうための身内のみの宴。

　無ぶ礼れい講こうということになり、いつもなら調理を運んだり、取り分けたりという仕事をする給仕たちはひとりとしていない。最初に大皿盛りの料理を運び入れ、以降は、一いつ切さいを場の者たちが執とり行うからと人払いを命じたのだ。

　もちろん冬威王子に真雍の料理を味わってもらいたい意い図ともあるが、別に、友雅や星華についてじっくり観察し、いろいろとみんなで聞きたいという意図もある。威い圧あつ的てきにならないように、団らんするような形で、疑問を解決できればいいというのが椿姫の願望。

　それに城のなかでは、友雅の正体についても極秘事項だが、星華にいたっては顔も隠しているので星華自身大変なのだ。知っている人たちだけの場では、仮面を外はずすことができるので、星華も嬉しそうである。

　と、そこまで考えてから、椿姫はふと思いつく。

「ねえ、どうして友雅の尖った耳も星華の尖った耳も目くらましの呪まじないで隠してしまえるのに、星華の顔については、仮面で隠さなくちゃならないの？」

「おお。そこに気がつかれましたか。子鹿の面が愛らしいとオルガ宰相がことの他お気に入りだったようなので、我らなりに気を利きかせて呪術を施ほどこすのはやめました」

　いつもの平へい坦たんな顔で六花が応こたえ、椿姫は口をへの字に曲まげた。

「その気の利かせ方、間違ってるから！　仮面なんてつけたら暑苦しいし、その顔を隠す目くらましの呪いを星華にもかけてあげて欲しいわ。仮面を外して歩けるほうが、窮きゆう屈くつじゃなくていいに決まってるじゃないの」

「愛らしいのにのう」

「いやいやいや。六花さん、雪花さん、そのご親切は大変嬉しゅうございましたが、オルガ、星華の顔ももちろんとても大好きなので、子鹿の面がなくなっても泣いたりしないですよ」

「オルガ……きっぱりと胸を張りながら、涙声で主張するのはどうかと思う」

　椿姫は呆れて突っこむ。

「オルガは愛らしいものが好きないたいけな宰相なんですから仕方ないです。弱いものいじめ反対！」

　どこをどう見てもオルガは弱くないというのにと、椿姫は目をくるりと回してみせてから、博雅王を見る。博雅王はここにいる誰よりもオルガとのつきあいが長いのだから、どうにかしてくれるだろう。

「じゃあ、その子鹿の面はわしがつけて過ごそう。オルガの大好きなわしが、オルガの大好きな子鹿の面をつければ、それでオルガも、もう泣かないな」

「ありがたき幸せ」

　はっと頭を下げるオルガと、それに鷹おう揚ようにうなずいて手を差しだして子鹿の面を取った博雅王の姿に、今度は椿姫が泣きそうになった。どんな主従関係なのだ。そして父王のこんな姿は知りたくなかった。

「食べるときは邪じや魔まなので、あとでつけるから、それでよいな」

　博雅王が再びオルガに問い、オルガは満面の笑みでうなずいている。

「ではオルガは、博雅王仕様にこの面の様相を少し変えますので、できあがったらお持ちしますね」

　うきうきとした言い方でオルガが博雅王から面を受け取り、懐に戻す。子鹿面博雅王仕様。どんな面にするつもりなのか。

「……そんな顔をするな。あの二人は本当の意味でとても気があっている。いいことじゃないか。王と宰相の息がぴたりとあっているのだから」

　落胆が顔に出ていたのか、隣に座っている冬威がぼそりと、椿姫にだけ聞こえるような小声でそう告げた。

「そうだけど、でもあれはどうかと……。あ、友雅、器ごと食べないで」

　がっくりとうなだれて冬威を見返した椿姫は、冬威の横に座っている友雅が料理だけではなく器までガリガリと嚙み砕くだいて咀そ嚼しやくしているのを見つけ、慌てる。

　立ち上がって友雅の横から手を出し、食べかけの器を取り上げる。

「器は食べてはいけないのよ」

　どうしてこんな席順になったのかと思い起こせば──椿姫の隣になりたいとごねた友雅を冬威が真顔で阻そ止しし、横に座ったのだった。長い卓──反対隣には、博雅王が座っている。椿姫の隣の座を争うならば、父としてここに座る権利があるのだと高らかに宣言し、それで終了。ゆえに、通常、位くらいの高い者が座る位置は空席だ。

　対面には星華と六花と雪花、そしてオルガが座っている。

「そうか。骨と同じで硬かたい歯ごたえのものは残していいんだね」

　友雅が合が点てんがいったように大声でそう言った。ただしその言葉が伝わっているのは椿姫だけなので、言ったあとで、オルガが作り上げた謎なぞの舞ぶ踊ようで同じことを伝えている。

　対してオルガや巫女たちも、会話と称して、嬉き々きとして同じ舞踊で返しているので、食べたり話したり踊ったり、せわしない。

　外聞の問題で、この姿はあまり人目に触ふれさせてはいけない光景かもしれない。

「そうですか。魔物は歯ごたえが嫌いだから人を食べたときに骨を残すんだ。オルガそんなこと知らなかったのです。気を食べるというのに、肉体も食べてしまうのがいままで腑に落ちませんでしたが、骨が残っていることに関しては特に考えたことがなかった！」

「むしろ、硬くても残さず食べるべきなのではないだろうか。それは偏ヘん食しよくというものではなかろうか」

　博雅王がとてつもなく深刻な顔でそう言った。

「さすが博雅王。たしかに偏食ですな」

「偏食は真雍では子どものうちに直されて、好き嫌いなくなんでも食べるようにと躾しつけられるのが常。ということは骨も残さず食べなさいと、友雅にも星華にも躾けたほうがいいのかもしれん。器も食べさせるべきか」

「我が君、その躾けの前に、魔物に『人は食べるな』という徹底的な躾けをしなくては我らと共存できませんので、偏食問題はここは置いておきましょう。椿姫さま、骨も含ふくめて肉も皮も、人という生き物をすべて食べないでくれるようにと星華と友雅にきっちりと教えておいてください。オルガもオルガで、我が命に代えてもしっかり教える意欲満々ですが！」

「う……ん」

　椿姫はうつろな気持ちで相づちを打つ。

　至し極ごく真っ当なことを言っているのにオルガがきらきらと瞳を輝かせて力説すると、間違ったことを言っているようにも聞こえるのはどういうわけだ。話の軸じくになっている部分が微妙にずれていて、博雅王がそのずれをさらに拡大している。

「そういえば……そう。話を戻すけど、どうして気を食べるのに、肉体までも食べるのかしら。肉も食べる生き物だからこそ、こんなふうに私たちと同じ食事も食べられるということなんだろうけど……わからないことが多すぎるわ。どうして気だけ食べて、それで終わりにしないの？　そうしてくれたら、たぶん私たちは共存できるのに」

　魔物は、陰いん鬱うつな気や負ふの感情を食べて生きると聞いている。

「気」だけを食べ「器である肉体」を食べないでいるならば、もしかしたら魔物と人間は共生できるのではないだろうか。

「無茶をおっしゃる。気のなくなった人は、もはや人ではなく、生きる屍しかばね。精気がないとか覇は気きがないとかいう言葉もある。気を食べ尽くされた人はその後、生きてはいけぬもの」

「でも負の感情と陰鬱な気を食べるというなら、覇気や精気は食べないんじゃないの？　恐怖や苦痛や恨うらみのような感情をのみ食べていくのでしょう？」

「そういう感情のすべてを失った人は、もはや人ではなくなるのですよ。おそらくそのことは、そこの友雅がよく知ってることだろうよ。──友雅を育てたその人は、最さい期ごの最期に、人ではない生き物になって、すべてを友雅に託たくして死んでいった。それは天人やら神やら仏やらの領域に近い。汚れが微み塵じんもなくなったとき、人は現世で生きてはいけまいて」

　六花の言うことを一度受け入れてから検討することにする。妙みように深く聞こえることを言うのは天人の常。まわりくどくて説教がましいともいう。

「友雅を育ててくれた人はどんな人だったの？」

　これは何度か聞いたこと。友雅は、育ててくれた呪術師の男のことを、とても大切そうに、優しい感情を絞りだすように語ってくれる。

　親に死なれた子どもの悲ひ哀あいと同じだ。自分を置いて去ってしまった養い人の不在が寂しくてたまらないと、口で語らずとも瞳が語る。聞いていると胸が痛くなる。

　だから最期はどんなふうだったのかとは──いまはまだ聞けないでいる椿姫だ。

　それを聞いてみろと言ってのけるのは、巫女たちが天人であり、人とは違う感情で生きている種族ゆえ。

「呪術師で僕に顔が似ててあまり怒らない人。んーと、気もねー、そんなに美味しいわけじゃなかったのねー。でも美味しいものじゃなくても一緒にいたいから、いたの。人ではない生き物っていったら、おしまいはそうだったのかもしれないなー。村の人たちにね、僕のことかくまってるのがわかって──魔物を育ててるなんて悪い呪術師に違いないって、それで殺されたの。僕のいないところで刀で刺さされて、それでもひとりでお外で死んだら、僕が待ってて寂しがるからって、痛いのにうちまで帰ってきてくれたのね」

　でも魔物は──語るのだ。六花に言われた台詞を真に受けて、きちんと痛い過去を語ってくれるのだ。

　大人の大きさに育っているのに、魔物の内面はいまだあどけない幼児のままで、言われたことを素直に信じ、こなす。

　魔物が悪いものだとは──椿姫にはもう断言できなくなっている。

「お父さんは、『私が死んだら私の魂たましいを食べなさい』って言ったのね。そしたらずっとお父さんの魂が僕のなかに残る。ずっとずっと一緒にいられるよって。だからお父さんが死んだとき、お父さんのこと食べたのね。でもね、寂しいのはなくならなかったの。お父さんは死ぬ前の、その一回だけ、僕に噓うそをついたんだ。魂を食べても一緒になんてなれないの。僕のなかにはお父さんの魂があるのに、僕のなかの魂に話しかけても、お父さんはなにも答えてくれない。ぎゅっとしてもくれないの」

　話しているうちに思いだして切なくなったのか、友雅はしゅんとうなだれる。それまで威勢よく、器までもモリモリと食べていたのに、箸はしを持つ手を止めてうつむいてしまう。

　だから椿姫は友雅の後ろに行き、その肩に手を回しぎゅっと抱きしめる。

　いたいけで傷ついた友雅を見ていたら、自然と手が友雅の身体に触れていた。座る友雅の後頭部に顔を押しつけ、頰をすり寄せる。

「でもあなたのなかに、あなたのお父さんの魂はきっといるのよ。寂しくても、それでもきっといるのよ」

「いつか、お父さん、また僕に答えてくれる？　なんでも教えてくれる、とても頭のいい人だったの」

「いつか答えてくれる日がくるかは、私にはわからない。それでもお父さんはあなたのなかに絶対にいるから。──私はあなたのお父さんと違って頭もよくないし、あなたの聞くことすべてに答えられない。ごめんね」

「でも、お母さんはぎゅっとしてくれるね」

「それしかできなくて、ごめんね」

　応じたら、友雅はくすんと鼻を鳴らして笑った。友雅はときどきとても人間くさい仕草をする。長いこと人に育てられた魔物は、どんどん人に似ていくそうだ。

「それをしてくれれば、それだけでいいんだよー。お母さん大好きー」

　ツンと指でつつかれたような、ささやかな刺激。椿姫の胸のなかに、温あたたかなものがこみ上げてくる。

「友雅さんっ。ちゃんとオルガたちにもわかるように伝えてくれるといいのです。仲間外れでがっかりですよ。椿姫さまも通訳するがいいのです。年も合わないし、似てるわけでもないのに、そうやっていると友雅の母のように見えるのが悔しい。オルガも明日から母になる。女装します。オルガ美しいから似合うに決まってます。それで星華も友雅もオルガに抱きつくといいのですっ」

　どんっと卓を叩いてオルガが吠ほえた。

「女装した宰相が城内をうろつき、王が子鹿の面を被っているというのは、どういうものだろうな。──わしは気にしないが、大臣たちは気にすると思う。オルガはそれでいいのか？」

　博雅王が重々しく尋たずねた。

「む。仕方ないから子鹿の面だけで我慢します」

　オルガが引いたので、博雅が「ん」と軽くうなずいた。

「王の子鹿の面はアリなんだ……」

　つぶやいた椿姫の独白が室内にぼんやりと漂ただよって、消えた。

「おまえの母が亡なくなったときしばらくは──なにも見たくないし、誰にも会いたくなかったので、仮面を被せてオルガにわしの代役をしてもらった時期もある。そのときは大臣たちは、目のところにちいさな穴の開いた奇態な布袋をかぶったオルガを、わしだと信じて過ごしていたものだ。たまに子鹿になったところで、また王が奇妙なことをはじめたと、陰かげ口ぐちを叩かれる程度だ。それもまた楽しい」

「楽しいの？」

　優しい父としての姿と、さらには凜り々りしく猛たけ々だけしい王としての部分しか記憶にない椿姫は、ここに来て、はじめて見る父の新たな側面に目を見張るばかりだ。さすがオルガを側近として引き立てた器と感心するべきなのか。

　オルガは何度も父のことを「変態」だの「変人」だのと評していた。それを聞かないふりをしてきたが──一面で、事実だったのかもしれない。

　オルガといるとき、博雅王はある意味、生き生きとしている。

　呆れかえって嘆息すると、友雅が、離れていく椿姫の腕を引き留とめるようにつかむ。それを見た冬威の眸ひとみが強く光る。

「椿姫──真雍では、食事の最中にそうやって無む駄だに立ち上がったり、触れあったりするのが礼儀なのかな。だとしたら私もその礼儀に倣ならうとしよう」

　きっぱりと言い、立ち上がると、椿姫の腰に手をまわし抱き寄せた。からめとるように引き寄せられ、椿姫の身体はくるりと反転する。あ、と思ったときには冬威の腕のなかにしっかり抱きとめられていた。

「あら、お熱い」

「いま冬威どのの嫉妬を見たな」

「見ましたな」

　気の乗らない、いつもの言い方で、冷静に二人巫女がそう述べあい──感情のこもらない声だからこそ、かえって恥ずかしい。

「な……冬威さま。友雅とはだからそういうんじゃなくって……誤解なの」

「母としてだとしても──あなたは魔物に近づきすぎる。野を荒らすそのへんの魔物ですら斬り捨てられない優しさを持ったまま、そんなふうにしてくれるな。胸が痛い」

　赤面した椿姫の耳じ朶だに唇を寄せ──冬威がちいさくささやいた。他の誰かに聞こえただろうか。地じ獄ごく耳みみの二人巫女には聞こえただろう。オルガにも。

　甘やかな睦むつ言ごとではなく、冷静さと不可思議な哀あい切せつさを感じさせる声でそう言われ、椿姫は動揺した。

　と──それまでにも唐とう突とつにときおり威嚇音を発していたが、それでもきちんと椅子に座っていた星華が、椅子から飛び下りて駆けてくる。

　走ってくるのは──椿姫のところかと思いきや、どういうわけか博雅王の膝ひざに手を当て、必死の顔つきで、その膝によじ登って、無理にちょこんと座りこんだ。

「──星華？」

　予想外の出来事に、みんなが呆然と星華と博雅王を見る。

　博雅王も、自身の膝の上に勝手に座りこんでしまった星華に、目を瞬しばたたかせていた。星華が後ろにのけぞるように顔を上げ、博雅王の顔を見上げると、にぱーっと笑う。博雅王の鬚ひげをつかみ、軽く引いてさらにまた、にぱーっと笑う。

　無む邪じや気きで屈くつ託たくのない、無心な笑みだ。

　魔物であろうと、人であろうと、獣であろうと──ひとりで生きてはいけない幼おさなき生き物は、周囲の助力にすがって育つ。それゆえに、ひとり立ちできないほど幼い生き物は、どの種族であろうと、等しくけなげで愛らしい見た目を持つ。

　そういうふうに自然はできている。

　星華もまた、魔物であっても、まだ自立はできず、庇ひ護ごを求める生き物だ。

「魔物なのにのう。幼いときの椿姫にそっくりだ」

　博雅王が感じ入ったようにつぶやき、自分の鬚を引っ張る星華の指を握り返した。あやすように膝を揺らし、そっと抱擁する。

「可愛いと感じてしまうのが不思議でならん。愛しいものの姿に似ているというそれだけで、魔物だとわかっているのに、愛らしく思えてしまう」

　そして、小声で、ひそっと告げた。

「悔しくて……ならんよ」

　星華は、ただ、笑っている。

　星華がなにを考えているのかは誰にもわからない。この行動が計算なのか、本能なのか、それもまたわからない。

　奇妙な静せい寂じやくの空気を破ったのは、オルガの叫さけびだった。

「博雅王さまも椿姫さまと同じで根暗ですからね。そうやって星華を美味しい根暗な気でつり上げて、さぞや嬉しいことでしょう。オルガがこんなに嫉妬で苛いら立だっていても、誰も寄りついてこないっ」

　星華と博雅王を見ていたみんなの視線が、今度はオルガに集まる。

「だってみんなそれぞれ仲良くしてて、六花さんと雪花さんもいつも仲良しなのに、オルガだけ寂しいじゃないですか。冬威どのも椿姫といちゃいちゃして、友雅も椿姫といちゃいちゃして、博雅王まで星華といちゃいちゃして。みんなオルガをもっと愛しなさい。オルガこのままだと泣いたり怒ったり踊ったり歌ったり手品したりしますよ！」

「──じゃあ手品が見たい」

　博雅王が星華をあやしたまま、平然とそう言い放った。

　椿姫を抱きしめていた冬威の肩かたがちいさく震ふるえた。様子を窺うかがうと、嚙み殺しきれない笑いが、冬威の口元をゆるませている。

「……ごめんなさい。あの……こんな……人たちで」

　なにをどうしたらいいのか困惑し、椿姫は、無意味に謝罪する。冬威が椿姫の顔を覗きこみ、微笑して応じた。

「あやまることはない。素晴らしい二人だ。王と宰相の境きよう地ちには私はまだしばらく達することができないと思うよ」

「あの境地にいかなくていいと思うの」

　ぼそぼそとつぶやいた椿姫を、冬威がさらに強く抱きしめたので──椿姫はぼおっとなって、オルガの手品を見るどころではなくなってしまったのだった。







　翌朝である。

　いつものように目覚めた椿姫は、いつもと違う感かん触しよくに、寝ぼけたまま眉まゆ根ねを寄せた。

　違和感。妙に寝ね床どこが狭せまい。

　誰かが椿姫の足に、足をからめている。そして誰かが椿姫に後ろから抱きつくような姿勢で、腕をからめて寝ている。

　トクンと胸が鳴った。

　──まさか、冬威王子？

　目を閉じたまま深呼吸をひとつする。変なふうに息が上がる。

　耳を澄ますと、すやすやと、気持ちのいい寝息が聞こえてくる。

　もしも冬威だったら、どうしたらいいのか。どんな顔をして冬威を見ればいいのか。

　なによりそうだとしたら、冬威はどうやってこの部屋に入ってきたのか。

　熟じゆく睡すいしてしまっていたから気配に気づかないのはあるかもしれないが、隣室には二人巫女がいて、常に「見て」いる。

　天人に気配を気取られずに忍んで来られるものだろうか。

　──って、私、考えすぎよね。

　まず、目を開けようと勇気をふるって──ゆっくりと目を開いた。

　自分の身体にからみつくのは──細くしなやかな、白い腕。

「え？」

　華きや奢しやな手首を凝視する。これは冬威のものではない。

　思わず椿姫はがばりと身体を起こし、振り返った。

「……誰？」

　そこに眠っているのは、ひとりの少女だった。

　十六歳かそのあたり。つまり椿姫と同じぐらいの年齢の──椿姫と同じ顔つきをした少女が、すやすやと眠っている。その肢し体たいにまとわりついた着物の端切れに見覚えがある。寝る前に星華に着せた着物だ。

「星華？　星華が……」

　また成長したのだ。

　以前に同じように、ひと晩で大きくなったのを経験しているので、さすがに今回はすぐにわかった。

　しかも今度は、一気に椿姫の年代にまで育ってしまった。

「……つばき？」

　ふわんと目を開いて、星華がたどたどしく椿姫の名前を呼ぶ。

　いままでは幼児だったからいいが、自分とあまりにもそっくりな同年代の少女に対しては、どう応じていいのかとまどう椿姫だ。

「おきる？」

　それでも、同じ顔をしていても、表情がやはり椿姫とは違う。幼い中身が、とろんとした目元と、微笑ほほえみに滲にじみ出ている。

　ふわーっと大きな欠伸あくびをする様子に、椿姫は自然と笑みを返していた。

「いいえ。まだ寝てていいわ」

「ん」

　応え、星華は目を閉じた。すぐに規則正しい寝息が聞こえだす。

　──さて、どうしたらいいのかしら。

　ひとりで考えあぐねていても仕方ない。

　椿姫は隣室の二人巫女に知恵をもらおうと、寝床から、そっと抜け出たのだった。







　そして──一いつ刻こくの後。

　椿姫の寝床で心地よさげに眠りこんでいる星華を起こさないようにしながら、巫女と椿姫と、さらに呼んでもいないのにオルガが、星華の周囲を取り囲んでいた。

　寝る前に着せていた着物は、成長とともにはだけ、あられもない格好になっていたので、慌てて布ふ団とんをかけて全身を隠してやる。

　どこでなにを嗅かぎつけて、駆けつけてきたのかが謎だ。オルガの嗅覚の凄すさまじさは、ただごとではない。

「なんと美しいのでしょう。私の星華。こんなに育って」

「オルガのじゃないからっ」

　幼女に対してうっとりとつぶやいていたオルガも問題だったが、育ってしまったいまの星華はなまじ実際に結婚もできそうな外見なので、気が気ではない。

「それに星華、どう見ても私に似てるから」

　星華が美しいというのなら、椿姫だって美しいということになる。別にオルガに対して美を認めて欲しいわけではなく、ただ、冷静になってもらいたくて、椿姫と星華との外見の相そう似じを指摘する。

「どう見ても椿姫さまより高貴で上品です」

　うふふと笑い声をあげて、オルガが巫女たちに同意を求める。

「ですよね？」

「まあ、椿姫さまの気を食べて育ったのだから、高貴にもなろうな」

　珍しいことに六花が椿姫を褒めてくれる。高貴になる気？

「悪い気や負の感情の気を食べて育つのが魔物。椿姫さまに上質の負の感情をのみ食べさせていただいている星華の舌は肥こえておるし、中身もなかなかだろう。どろどろで、真っ黒で、救いようのないような負の気持ち……陰鬱な感情が雨のようにしとしとと降ってくるような、椿姫さまの日々を糧かてにしているのだから」

「美しくもなろう。翳かげりを帯おびるということは、外見に特殊な陰影を与えるもの。椿姫さま本体よりも、星華のほうが神秘的に見えるのは、いたしかたない」

「それって複雑な気持ちになるんですけど」

　椿姫は頭を抱えた。

　いい気になるんじゃなかった。ちっとも褒められていない。

　椿姫がどれだけ根暗だという話だ。

　毎日、暗いことばかり考えて、自分の至いたらなさに反省ばかりして過ごしている部分はたしかにあるが──そこだけが突出しているわけではない。

　楽しいこともあるし、笑いもする。幸福を感じているのに。

「なにより夕べ、博雅王の気も食べた。あれでまたちょっとなにかが変わったのだろう」

「椿姫さま以上の高貴で根暗で複雑な気を得て、星華がひと晩で育ったのだろうな」

「え……。父君のせいで育ったの？」

「なるほど。博雅王さまはさすがいい仕事をなさる」

　ふふふ、とオルガが笑っている。半月のように細められた目が、若じやつ干かん、怖い。柔にゆう和わな笑顔なのに、なにか企たくらんでいるように見えて、怖い。

　すると──。

「あ」

　と、二人の巫女が同時に顔を見合わせた。

　泣き女の雪花が、花びらがぽとりと落ちるように涙の滴しずくを頰に落とす。

　笑い女の六花が、花が咲くようにふわりと笑みを唇の端から頰へと広げていく。
















「椿姫さまは母を得て、そしてまた失われることでしょう。その喪そう失しつは完全であり、けれど不完全。これからも何度も何度も椿姫さまは母ぼ后こうと巡めぐり会い、そして失い続けましょう」

　巫女の声が重なり、同じ予言を告げる。

　雪花は言い終えると声をあげて慟どう哭こくし、六花は高く澄んだ笑い声を室内に響かせたのだった。
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　冬とう威いは、自分の振る舞いに椿つばき姫ひめが不安を感じていることを察していた。それをうやむやにごまかして、きちんと説明できないでいることが心苦しい。

　けれど──どうしようもなかったのだ。

　博はく雅が王おうは強い。その強い博雅王が、圧倒的な差異を見せつけられたのだと、敗北者の顔で絶望して語る相手が──もしかしたら敵になるのかもしれない。

　いや、敵なのかどうかすら不明だ。

　湖水の上を滑すべるように歩く魔ま物ものの女が、椿姫の母をさらっていったという告白は、冬威の心に暗黒の不安の滴しずくを落とした。

　椿姫がどうして魔物たちと会話ができるのか。魔物たちに慕したわれるのか。その要よう因いんもまた、さらわれた母という過去の事実に端たんを発している気がしてならない。さらに言えば、孔く雀じやく湖こに椿姫を近づけることで、椿姫までもが魔物の国へと連つれ去られるのではという恐きよう怖ふを、冬威も感じている。

　──冥めい界かいのことなど、自分はなにも知らない。

　知りたいと思ったこともない。が、知らないでいることが、余計な不安を呼びこんでいる。

　そこがどんな世界で、なんの理由があって魔物の女が椿姫の母を連れていったのかを知ることができたら、いざというときに椿姫を守れるのだろうか。

「……王は、強いな」

　魔物の子──星せい華かを膝ひざに載のせ、オルガと戯ざれ言ごとで場を紛まぎらわせた博雅王の振る舞い。あれは自分にはできないものだ。どこか達たつ観かんした、枯かれた境きよう地ち。だからこそ、胸に沁しみた。

　博雅王は王おう妃ひを連れ去られたことを、ずっと悔くやんでいると言っていた。

　もしその立場になったら、自分も悔やむだろうし、怒るだろうし、悲しむだろうし──なにより絶望するだろう。それでもまだ自分が博雅王のように飄ひよう々ひようとして、笑えるかというと、無理だと思う。

　思いを巡めぐらせながら──冬威は孔雀湖に小舟を出した。

　昨夜は遅くまで賑にぎやかにみんなで過ごした。今朝、椿姫の部屋の付近を遠目で見たら、オルガが椿姫の部屋へと勢いよく飛びこんでいったのをちょうど見かけた。

　オルガが関わったなら、たいてい、時間が長引く。オルガの暴走を止められるのは博雅王しかいない。なのでしばらく椿姫は、部屋に足止めされることだろう。

　あとをつけられることはないだろうと判断し、火か劉りゆうで預あずけられた容器を持ち出し、湖水を調べることにした。

「このへんでいいかな」

　できるだけ中央へと船を漕こぎ出す。考えごとをしながらも、手だけはしっかりと動いていた。

　魔物と椿姫との関係性について思うと、背筋がざわりと粟あわ立だつ。

　──椿姫が、我が刃やいばの前に立ちはだかったときの、あの顔が。

　ぼんやりと反はん芻すうしたのは、昨日の昼の出来事。

　森のなかで椿姫が魔物に襲おそわれかけて、冬威が魔物に向かって刀を抜いた瞬間、椿姫が自分を仰あおぎ見たときの表情。

　あれは恐怖を感じる者の顔ではなかった。

「あの顔はいけない。あんな顔をされたら力に溺おぼれた男なら誘ゆう惑わくされる」

　ふと、つぶやく。

　刃の閃ひらめきに陶とう酔すいし、斬きってみよとけしかけるような顔だった。

　斬れるものなら斬ってみよとそそのかすような、こちらの力を試すような顔をして冬威の刃の前に立つ。

　そういえば、最初に立ち会ったときからずっとそうだった──あれはただ、闘うことそのものが楽しいのだと、きかん気で、力を試したいからなのだと思っていたが……。

　もしくは、冬威が椿姫という女性に魅み入いられてしまったから、そう感じるのか。

　冬威は、はじめて、自分の力が怖いと思えた。

　そしてまた、椿姫を、怖いとも感じていた。

　なにが怖いのか──その存在感や魂たましいに引き寄せられることが、怖い。椿姫は、どこまで自分を吸引するのか。本質を知りたいが、知れば知るだけ、遠ざかっていくような気にもなり、打ちのめされる。

　陶酔するような顔で、刃を抜いた冬威の前で微び動どうだにしない女。冬威の強さを知っていて、それを恐怖しない女。むしろ楽しげな目をして、冬威の刀の光を透すかし見る。そしてその表情は陶とう然ぜんとして、蠱こ惑わく的てきだ。

　あの表情の意味はわからない。

　女とはただ謎なぞめいた生き物──男にとってみれば、そういうことなのか。逆にまた、自分の存在が、椿姫にとって不ふ可か思し議ぎで理り不ふ尽じんで誘惑的に思えることもあるのだろうか。

　わからない。

　──これが、恋なのか。

　他の男の恋は知らない。だが、冬威にとっての恋愛の発ほつ端たんは、そういうものらしい。

　刀を打ち合わせ、精せい一いつ杯ぱいの力で自分に挑いどんだ椿姫の強きよう靱じんさと、しなやかさに恋をした。さらに昨日は、信じきった目をして、打ち下ろされる刀の真下に立ち、冬威を見返した強い瞳に、苦しさを覚えた。椿姫になら背中を預あずけてともに闘えると告つげた台詞せりふに、噓うそはない。

　日が重なるにつれ、恋の重さが増し、制御できなくなりそうだ。

　持てあますほどに椿姫が好きだ。

　だからこそ、椿姫を失うのではと想像しただけで、胃の内側が冷たくなっていく。

　冬威の強さの裏側にある弱さを、椿姫は、無意識に暴あばき立てる。冬威の強さが完全ではないことを知っているのだと、言葉ではなく、まなざしと表情で知らしめる。それを憎にくいと感じずに、愛いとしいと思える自身の心こころ模も様ようは──結局それこそが、恋に落ちたということなのだと、結論づけるしかない。

「失いたくない。それが……怖い」

　知らず、ひとりごち、湖の中央付近で船を停める。波に船の行方ゆくえをまかせ、湖水の表面を撫なで上げる風を頰ほおで感じる。

　孔雀湖は水が綺き麗れいで透明度が高い。深い場所でも、かなり奥まで湖水を覗のぞきこむことができた。

　綺麗な水なのに、孔雀湖には、あまり魚がいないのだと聞く。

　まったくいないわけではないが、ちいさな魚がまれに釣つれるぐらいのものだとか。なので漁りよう師したちは、この湖を好まない。漁はできないわ、魔物には襲われるわで、この付近を訪おとずれるのは椿姫のような変わり者ばかりだ。

　大きな魚がいない理由は、餌えさになる小魚がいないからだと聞いている。小魚が少ない理由は、湖水がいつでも冷たいからだと聞いている。

　美しいけれど冷たい湖水。

　冥界がこの湖水の底にあるのだろうかと、思う。

　ゆらゆらと揺ゆれる船に身をまかせ、船の縁ふちに両手をついて身体からだを乗りだす。水みな底そこを透かし見ようと目を細める。

　孔雀湖は、魔物が多く出現する場所のひとつだ。むしろ孔雀湖の湖水から、水すい妖ようたちが多く生まれているのだと呪じゆ術じゆつ師したちが語っていたことがある。気を抜くことはできない、いつでも刀を鞘さやから抜けるようにと、気配を探さぐることだけはやめない。

　ひとしきり覗いてみたが──なにも見えない。

　そもそも冬威は、呪術はからきしだ。真剣に湖を探ってみようとしても、これといって気づけることは、いままでひとつとしてなかった。

　つめていた息を吐き、持ってきた容器を取り出す。筒状になった容器の蓋ふたを取る。凹おう凸とつのある瓢ひよう簞たんの中身をくりぬき、乾かん燥そうさせたものに蓋がついているのだ。くびれた部分に紐ひもが特殊な縛しばり方でくくりつけられ、外はずれないようになっている。

　そろそろとその瓢簞の容器を湖に落とした。水音がして、するすると容器が湖水へと沈しずんでいく。とりつけられた紐はかなりの長さだ。ずっと紐を伸ばし、下ろしていく。できるだけ深い場所の湖水を取ろうと決めていた。

　湖の水の深さで、なにも変わらないとしても──なんとなくの素人しろうと考えだ。

　湖底に冥界の城があるというなら、湖の水も、深ければ深い場所のもののほうが、なにか手がかりを知らせてくれるような気がした。

　嫌いやになるぐらい周囲は静かだ。

　波音だけが聞こえる。遠くに、森の緑がかすむ。空はどこまでも青く、白い雲が、草を食はむ羊のように空のなかを暢のん気きに歩いている。

　ざ──と、風が吹いた。

　風に合わせ、湖の面おもてが波打つ。尖とがった先せん端たんを突き立て、空に白い波を噴ふき上げる。

　視線を波に向けた途と端たん、湖のなかを大きな影が横切っていくのが見えた。巨大な魚か。冬威の乗った船の底をくぐり抜け、消えていく。

　思わず立ち上がりかけた冬威の手のなかで──それまで確かに感じていた、紐につながった容器の重量が消失した。

「え──？」

　慌あわてて引き上げる。本当ならばあるはずの重みがなく、手て応ごたえのないまま紐だけが手元にたぐり寄せられる。

　途中で、紐がぶつりと切断されていた。

「魚？　あるいは──」

　魔物、か。

　孔雀湖には大きな魚はいないはずなのだ。

　引き寄せた紐を放り捨て、いつも背負っている大おお太た刀ちを鞘から抜いた。揺れる船の上で身構える。不安定だが、仕方がない。

　気づけば船は流されて、当初の場所から、さらに湖の中央へと位置を変えていた。岸辺は遙はるか、遠い。

　不用心過ぎた。が、無む謀ぼうにも、ひとりきりで孔雀湖の中央まで船を漕いで来たのは、自分らしさの現れでもあった。

　椿姫同様、冬威もまた、待つのが苦手なのだ。

　短気で、短たん慮りよ。

　椿姫を失うやもしれない恐怖と戦い、じっと熟じゆつ考こうし、呪術師たちの出す結論を待つのは性しように合わず、もしも冥界とやらがこの湖水の底にあるのならば、いっそそこに乗りこんで、己おのれの目で知りたいと心の奥底で感じていた。

　──椿姫のことを責せめられる自分ではないな。

　苦笑がつかの間、唇くちびるの端に浮かぶ。

　船の縁が、黒い手のような、鰭ひれのようなものにぬたりとつかまれた。

　やはり魔物だ。うなじの産うぶ毛げがざわっと立ち上がる。腰を低くし、構えた。

　魔物がぐらぐらと船を揺らす。なにがしたいのか。このままでは船が横転する。

　片手で太刀を持ち、もう片方の手で懐ふところを探る。先が尖った釘くぎ状じようの、飛ばして使う武器を指先から放はなつ。黒い鰭に当たり、体液が飛び散る。ぬるり、と、鰭が、つかんでいた船を放し、消えていく。

　無音に、なった。

　それまでは聞こえていた、遠くのほうでの鳥の囀さえずりも消え、風ですら消失する。

　大きく傾かしいだ船が、左右の揺れの幅を鎮しずめていく。転ころばないようにと下半身に重心を置き、呼吸を整える。鋭えい敏びんになった感覚で、魔物の行き先を辿たどる。

　心が震ふるえている。

　魔物と、あるいは大きな肉食獣と対たい峙じするとき、冬威は高こう揚ようするのだ。

　冬威のなかにも魔物がいる。それは刀を持つと暴あばれだす。力を見せつけたくて、なにかを斬りつけたくて、暴走する。

　冬威は、人だ。野生の獣けものが喰くうために牙を剝むくようには、生きられない。理由あっての暴走のみが許される。

　ゆえに冬威は、魔物に刀を向ける。血が沸わき立つような衝しよう動どうと、よくわからない憐れん憫びんと。どちらが強いかを知りたいという子どものような負けん気と。

　あのとき、椿姫は──。

　思考が、そこで途と切ぎれる。

　ふと過よぎった感かん慨がいがきちんとした形を成す前に、湖水が内側から弾はじけて、膨ふくれた。ぶくぶくと泡あわを吹き、水が、そそり立つ。

　上へと吹き上がる水の壁が割れ、魔物がその全ぜん貌ぼうを現した。

　太い腕うでに似た鰭を持つ漆しつ黒こくの魚体。鰭の先にはまがいもののような太い指がついている。ぎょろりと突き出た目は、頭であろう部分の真ん中にひとつだけだ。まぶたのないその目が、冬威を睨にらみつけている。

　まなざしには知性が感じられず、ただ、目の前になにかがいるから襲って喰らうだけという、潔いさぎよいほどの野生の闘志だけが漲みなぎっていた。

　魚類には見られる鱗うろこがなく、ぬめぬめとした黒い皮ひ膚ふに似たものが全身を覆おおっている。

　まずいなと、頭の隅すみでちらりと考える。水の上を立って走ることができるわけでなし、船が転てん覆ぷくしたらそれまでだ。一気に片をつけてしまわないと、水底にでも引きずりこまれたら、息が続かない。

　まず一いつ閃せん。

　閃いた刃にはたしかな手応えがあった。斬ざん撃げきが魔物を切り裂さく。璋しよう気きが立ち、まっぷたつになった魔物の肉が、嫌な臭においを撒まき散らして湖水へと落ちる。

　と──。

　落ちていく寸前に、大きな鰭が、船の縁をつかみ取り──冬威を乗せたまま船が湖面で反転し、あっと思う間もなく、冬威もまた魔物に続いて水の底へと落下した。

　最後の力を振り絞しぼって船を沈没させたのか、魔物の巨大な肉は水のなかで大量の泡を噴きだして溶とけていく。消しよう滅めつした肉は、魔物にとっては死のしるし。

　冬威は安あん堵どし、片手に刀を持ったまま浮上しようとする。大太刀もだが、その他にも身につけたものが重く、衣類は水を吸い取って身体に貼はりつき、身動きが難しい。

　必死に水をかいて上がろうとする。

　上にある丸い光が、太陽なのだと気づく。

　日輪が水面越しにゆらゆらと淡あわく揺れている。そこを目がけて、両手をかいて進む。

「────っ」

　足をなにものかにつかまれた。

　口から大量の泡が零こぼれる。

　見み下おろすと──今度は別な魔物だ。その真下にさらに別の魔物。水のなか深く、翻ひるがえっては蠢うごめく、魚ぎよ影えいの群むれに似た魔物の群ぐん舞ぶ。

　太刀を振るって、足に手をかけた魔物を斬る。鈍にぶい感触。

　──息が、続かない。

　この程度の魔物の群れになら、やられる気はしない。いままでにも、ひとりで魔物の群れを討とう伐ばつしたことがある。が、それは陸地でのこと。魔物たちは水中でも息をしているが、冬威は水中で呼吸ができない。

　とにかく急いで水面に上がらなくてはと、足を蹴けりだして一気に進むと──すぐ目の前に、いままではなかった、水の色の違う流れが生じている。白い細かな気き泡ほうが、水の流れをせき止め、幅のある道のようなものが水中にできている。

　慌てたが、すでに身体はそこにめがけて進んでいて、止めようと思うまもなく冬威の顔がその気泡の道のただなかに突入した。

　緊張が全身に走ったが──これという衝撃はなく、するりと気泡の壁を突き抜ける。

「……え？　なんだ、これは」

　しかも、息ができる。

　おまけに、水中を泳ぐ心こころ許もとない動きではなく、きちんと両足を下にして立つことができるのだ。

　ぎょっとして周囲を見渡す。

　冬威が立っていたのは、水のなかにできた、透明な筒形の空くう洞どうである。人がまっすぐに背を伸ばして歩いていける洞どう窟くつのようなものが、突然湖のなかに出現し、ずっと遠くの底まで続いている。

　山のなかに自然にできた洞窟と似た形状で、うねうねとうねった道が、ときには広くなったり、狭せまくなったりしながら、先まで伸びている。山の洞窟と違うのは、その道筋が、遙か遠くまで見渡せることだった。

　ちょうど山頂から、山肌に沿そってできた道の在処ありかを探れるように、いまいる冬威の立ち位置からは、湖の底にまでくるくると続く水泡の洞窟の形が見てとれる。

　壁となっているのは白い気泡の連つらなりで、水のなかで口から零れた息の泡が積み重なったようにも見える。

　想定外の出来事すぎて、呆ぼう然ぜんとして、先につながる道の行方ゆくえをしばし見つめていた。

　視線の先に見知った形の容器が転がっているのを見つけ、歩いていってそれを手に取った。湖水に沈めた瓢簞筒である。紐がちぎれた断面は、無理に引きちぎったような跡あと。きっと魔物が嚙かみ切ったのだろう。

「こんなところに……」

　これを幸さい先さきがいいととらえるべきか──あるいは凶きよう兆ちようととらえてここから引き返すべきか。

　手にした容器の中身は空で、もう一度、水を汲くんで満たさなくてはならないことだけは、はっきりしている。

　容器を懐にしまうと同時に、背はい後ごに気配を感じ、振り返りざまに忍び寄ってきたちいさな魔物を叩たたき切る。

　水泡の壁を冬威が突き抜けてきたように、魔物たちもまた、この壁を抜けて水泡洞窟に入りこむことが可能なようだ。泡を積んだ壁のなかから、魔物たちが、滲にじみ出るようにこちらへと侵入する。

　斬り捨てて──さて、どちらに進むべきかと、最初の一歩をためらった。

　上に行くべきか。あるいは、下か。

　地上に戻り出直すべきか。それともこのまま冥界の謎を探るために、一気に湖の底まで駆かけ抜けるべきか。

　こんな道があるなどと、誰にも告げられたことはない。ということは、冬威がはじめて、この水泡の洞窟を目にしたのだろう。もしくは水泡の洞窟を突き抜けて、生きて地上に戻って報告できた者が、まだいないのかもしれない。

「なるほど──運命が前もって告げられるのならば、こういうときに迷まよいはないな」

　椿姫には、生まれたときから二人の巫み女こが憑ついている。凶事と吉きち事じをそれぞれに告げる巫女たちにより、あらかじめ運命を知らされて生きてきた椿姫が、ときどきとても無む鉄てつ砲ぽうになる理由がわかる気がした。

　そしてまた、どこかで苛いら立だっているようにも見えた理由も──わかる気がした。

　もしも冬威が巫女に運命を事前に告げられる立場なら、運命という大きなものに、からめ取られ、縛りつけられているような気がすることだろう。運命の糸に操あやつられた、操り人形のような空むなしい気持ちになるだろう。自分の意志で生きていたいと強く願えば願うだけ、いざというときに吉凶を告げられ、未来を知らされることで、焦しよう燥そうにかられるだろう。

　そしてそこから逃のがれようとあがき、より一いつ層そう、無茶な生き方をしてしまうことだろう。

　──似た者同士だ。

　こんなときだというのに、冬威は微笑ほほえむ。どことも知れない場所で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうし、魔物を討伐しなければならないというのに、椿姫のことを思い、椿姫がどうして椿姫なのかということについて思い至いたるたびに、幸福になる。

「あの姫ならば、進むだろうよ。そしてあとで私は姫を怒るんだ。ひとりで行くなと、一緒に敵と向き合おうと説教をする」

　考えをまとめるために独白を漏もらす。誰に聞かせるでもない独り言は、白い泡の洞窟のなかに溶けていく。

　横から湧わき出た魔物を斬る。意識せずとも気配を察知した身体が、勝手に魔物を斬りつけて消滅させる。洞窟のなかでゆっくりと旋せん回かいし、滲むように出没する雑ざ魚この魔物たちを斬りながら、頭はまったく別なことを考えている。

「巫女のいない私は、では、私自身を賭かけてみるか。姫と一緒に踏み出す未来を手に入れるために、私は冥界とやらの謎を探りに行くか？」

　前に──奥に──それとも底に、だろうか。

　それでも一瞬だけ、振り返った。

　迷いがないわけではないのだ。不安がないわけではないのだ。

　が──背後にあったはずの水泡の洞窟の道が、壁で遮さえぎられ、とざされてしまっていた。水面みなもまで続いていたはずの道は消失し、分断されたその先には、当たり前の水だけが広がっている。しかも自覚はしていなかったが、魔物を斬り捨てながら、ずいぶんと進んでしまっていたようで、水面が想定したより高い位置にあった。

　うようよと泳ぎまわる魔物たちを斬りながら、あの水面まで泳いで上がれるかは、この先の水泡洞窟を進んでいくのと同じ割合で、困難そうに思える。

　白い水泡の壁を凝ぎよう視しする。

　一度決めたことは覆くつがえしてはいけないのだと、そう運命にささやかれてでもいるようだ。

　冬威は再び、湖水の底を見み据すえる。一歩進めた足を、またさらに二歩、三歩と踏みだす。

　近いところにある水泡洞窟は、洞窟の中も透けて見える。遠くにいくにつれ曖あい昧まいになり、白い道筋だけは見えるが、その中身までは見えない。

「無謀か？」

　見上げると、ずっと高くにきらきらと光を反射する水面が見えた。そのさらに向こうに広がる空の青を映うつしだし、幻想的な美しさだ。浮き沈みし、楕だ円えんに広がってはきらきらと瞬またたく光はとらえどころがなく、崇すう高こうささえ感じさせる。

　大小取り混ぜた白い泡が水面間近から、ふっくらと頭ず上じようへとのぼっていく様子が見えた。

「無謀だ。──きっとあとで姫は私を怒ることだろう」

　椿姫が怒いかりで目をつり上げて、口を尖らせるところを想像する。たやすく思い浮かべることができる。椿姫は、感情の起伏がすぐ顔に出る。

「傲おごりだろうか」

　自分の強さを過信して、傲っているのかと、心に描えがいた椿姫に問いかけた。椿姫は怒った顔のまま「傲りだ」とうなずいている。

「もしも側に姫がいたら──向かう敵が圧倒的に強大で、無理だと絶望するような戦いでは、きっと私は踏ふみとどまれない。姫を連れ去られたら、私は、博雅王と同じに絶望するだろう。それが私の強さで、弱さだ」

　椿姫の強さは、守るべきものが身近にあるときにこそ発はつ揮きされる。

　けれど冬威の強さはまったく違う。守るべきものに危機が迫せまって、それを自力ではいかようにもできないと悟さとったとき──冬威の強さは粉々に砕くだけるだろう。

「椿姫はきっとわかってはくれまいが──いや、いつかわかってくれるか。私の強さと、私の弱さを」

　考えながらも、出現する魔物を斬って、倒す。

　先は長い。道がどこまで続くのか、わからない。それでも、続く道があり、歩く足があり、闘える手があるから、冬威は進む。

「わかってくれるときまで──長生きして、添そい遂とげたいものだなあ」

　心底、椿姫の側にいたいと感じた。椿姫と一緒に長い人生をおもしろおかしく、ときどきは苦労をして生きていきたい。

「私に姫が守れるか？」

　答えはない。

　まだ、博雅王が出会ったという、謎の女にも巡り会えていない。

　答えは、自分の手でつかむしかないようだ。もう賽さいは投げられた。冬威は用心しながらも足早に、水泡の洞窟を、先へ、先へと、歩き続ける。

　どれぐらい進んだのだろうか──。

　歩いていくと、冬威の後ろで道が分断され、進めば進むだけ、後戻りができなくなっていた。少し進むと、進んだ分だけ冬威の背後の道が途切れて、ただの水となる。どういう理屈のものかはわからないが、呪術的な道であることだけは間違いなかった。

　そういうものだと理解してからは、ときどき後ろを振り返るに留とどめ、ひたすら前へと進んでいった。

　迷ったところでもう後ろに道はないのだ。先へと──底へと、下りていくしかない。

「城が」

　洞窟の道の果はて──城に似た建物が、遠くにあった。

　自分の歩く水泡の洞窟は、その城の門へとつながっている。歩いていけば、どうしてもその城のなかに入りこむことになる。

　あれが冥界の城なのかと、立ち止まって、遠目で眺めた。

　どことなく真しん雍ようの城に似ている。

　そして──城の前にはたくさんの魔物が冬威を待ち構えている。

　大きなものから、ちいさなものまで──地上の生物に似て見えるものから、まったく似ていない独特の形状のものまで──。

　ここまで来たら、進むだけだ。

　いっそ清すが々すがしささえ覚え、冬威は軽かろやかに前へと踏みだし、壁のように行く手に立ちはだかる魔物の群れへと向かい、走りだす。

　手当たりしだいに斬っているうちに、雑魚の魔物たちがちりぢりに散っていった。冬威の視線を怖おそれるかのように、力のない魔物たちは、冬威の目の前からざわざわと逃にげていく。

　走りついて、目前に、門を仰ぎ見る。

　冥界の城の門は漆黒。どういう拍ひよう子しにか、蜃しん気き楼ろうのように揺らめいて、形が定まらない。海底の海草のように、波に押されて、門もん扉ぴがくたくたと揺れている。

　かといって柔やわらかいわけでもないらしく、門につながる砦とりでの壁は、冬威が飛ばした矢を弾き返す。

　魔物の雑兵たちを叩きつぶしたそのあとで──冬威の前にうっそり現れたのは、それまでとはまったく違う気を放つ、人型の魔物だった。

　しかも、大きい。

　冬威の縦も横も三倍ぐらい大きくした魔物が一体。そいつは、金色のくるくると渦うず巻まく長い巻き毛を背中で束たばねた洒しや落れ者ものだった。

「ギンよ、おもしろいのが来たね」

　傍かたわらに立つ、二回りちいさい身体で銀色の髪の、別の魔物にそう呼びかける。言いながら、変わった形に曲まがった刀をふた振り、それぞれに両手に構えてシャリンと鳴らす。

「だねえ。キンよ。うちの可か愛わいい部下たちが、たったひとりにやられちまった。どうするよ」

　答えた魔物の言葉も、わかる。キンとギン。つまりはおそらく──金と銀という名前の二体は、大きさだけは大きいが、人と同じ造形で、同じ言葉を発している。

　というより──真雍の言葉で語っている。

　耳に馴な染じんだその言語を聞くことで、冬威の動きが停止する。まさか冥界で、真雍国の言葉を聞くことになるとは。

　冥界の入り口だか出口だかが真雍につながっているからだとしても、妙みような話だ。

　魔物や冥界と真雍国との関わりは、太い縁えにしの糸でつながっているに違いない。

「人の匂いを嗅かぐのは久しいな。半分魔物ってわけじゃなし、あんたは混じりけなしの人だねえ」

　鼻を鳴らして金が言う。

　猫科の動物のような表情を見て、金色の鬣たてがみの獅し子しと、人が合体したら、こんな風ふ情ぜいになるに違いないと思う。獅子と人の気を喰らって育った魔物なのだろうか。

「そういうおまえたちは、混じりけなしの魔物なのか？」

　刀を両手で持ち、どこから襲いかかられても対応できるようにと足を踏ん張る。ピンと神経を張りつめて、空気の流れを読む。水の底のはずなのに、どうして空気があるのかと不思議にも思う。

　わかるのは──冥界というものが、冬威の常識では理解し得ない場だということと、目の前にいる二体の魔物が強いということ。

　途端、銀がげらげらと笑いだした。形のいい唇が開かれ、白い牙きばが覗く。銀のほうは、よく見てみれば顔立ちも整っていて、美しい。

「魔物はみんな混じりもんさ」

「混じりものか」

「そう。魔物として生まれ、そのへんにある気を食べて育っていくうちに、食べた相手のすべてを次々と受け継ついで混じっていく。純血の、魔物らしい魔物なんてのは、冥界女王さまただひとりだ」

「冥界女王？」

　金が二本の刀の刃やいばを交差させて、シャリシャリ音を鳴らしながら、じりじりと横へと移動する。呼応するように銀もまた、青せい竜りゆう刀とうを冬威に向けてかざしたまま、金と逆方向へと動いていく。

　二体で冬威を挟はさみ撃うちし、一気に片をつけようと間合いを計はかっているのだろう。

　相手の呼吸と同じになってしまうより、戦いの空気をこちらのものに変えておきたい。冬威は金の隙すきを突いて走り寄る。力では負けそうだが、速さはこちらのほうが速い。

　金は、邪じや魔まな虫を払うように冬威を払いのけようとしたが、刀がこちらに振り下ろされたときには、そこに冬威はもういない。

　身軽に身を翻し、下ろした刀と別方向へと飛び退すさって、金の背中に回る。いまだと、斬ざんっと金の無防備な背中に刀を突き出したら──人ではあり得ない形に金が後ろへと身体をひねり、左手に持つ刀で冬威の刃を受けて、弾く。

　獅子のごとき敏びん捷しようさと身のこなし。やはりこいつは獅子と人の合いの子か。

「その素す早ばやさが、いい。これは楽しめそうだ」

　舌なめずりをして金が言う。瞬く金色の眸ひとみに、愉ゆ悦えつを見いだす。これは、闘うことに興じる者の眸だ。

「楽しませてやる褒ほう美びが欲しいな。私と刀を交かわすごとに、私の質問に答えてくれる気はないか？」

　こういう顔つきで闘う相手ならば、乗ってくるかとそう提案してみた。

「それも一興」

「──金、油断はするな」

　銀のほうはもう少し慎しん重ちような質たちらしく、冬威に乗せられた金に忠告の声をかける。

「大丈夫だ。いまで二対一。もしも俺がこいつに斬られたとしても、銀がいる。それに俺はやすやす斬られやしないし」

「二対一か」

　嘆たん息そくすると同時に、銀の青竜刀が降りかかる。受けて、流す。金の刀に比べると軽いが、動きが流りゆう麗れいで速い。

　続けざまに今度は金が。そして銀が。三本の刀と一本の大太刀。語る間もなく、ただ刀の打ち合う音だけが鳴り響く。

　一対一の真剣勝負でというのは、武士道の世界が重んじられる場面でのみだ。人に似た生き物だが、人のような誇ほこり高く、差しで勝負だという心構えは持たないらしい。

「冥界女王とは、誰で、どこにいる？」

「打ち合うごとに質問と答えか。──よし、では答えよう」

　冬威の赤い髪かみのひと束が青竜刀で切断される。舞い散った髪が視界を遮る瞬間を狙ねらう二体の、刀の届く範囲から離脱するために、飛ぶ。

　ひと振りでは届かない場に逃げ、そこで再び、間合いを計る。

「女王は、女王さ。冥界の創世のときよりたったひとりで母となり、たったひとりで魔物の子らを生み続け、送り出し、冥界を魔物で満たしたその人さ」

「冥界女王は、女王蜂ばちやら女王蟻ありとやらが、種族を生んで増やすように、我らを生みだし、育て、冥界を魔物で埋うめた。弱い魔物も、強い魔物、賢かしこい魔物も、そうじゃない魔物も──等しく、我らは冥界女王の腹から生まれ──」

「ゆえに我らは冥界女王にのみ忠ちゆう誠せいを誓ちかう」

　相手が動けば、冬威もまた動く。三者の距きよ離りは、変わらない。

「女王蜂やら女王蟻やら。人の世界に詳くわしいらしいな。──なぜ真雍の言葉を話す？」

「習ならったからさ」

「誰から？」

　真雍の誰から習ったのか。問うことに集中すると刀がおろそかになる。雑魚たちならば考えることもなく、反射的にただ打ち払うだけで討伐できたが、この二体の魔物はそれぞれに強く、集中が必要だった。

　──それでも、圧倒的な強さとは言い難がたい。

　博雅王ですら敵かなわなかったという相手のことが、脳のう裏りを過よぎる。どれほどの相手なのか。それが冥界女王と呼ばれる魔物なのか。

　と──金と銀が守護する門のあちら側に、漆黒の影が揺れた。

　あたかも唐とう突とつに、夜の帳とばりがそこだけに下ろされたかのようだった。闇が蠢うごめき、その圧力がどうっとこちらへと流れてくる。

　冬威だけではなく、金と銀もその力を感じるようで、流されるようにたたらを踏んで前へとつんのめる。

　刹せつ那な、視界が奪われた。

　あっというまに目の前が暗くなり、なにも見えなくなる。

「人よ、待て」

　女の声がする。闇空に浮かぶ月のように、暗闇のなかに交まじる銀ぎん粉ぷんめいた声。美しいけれど、どこかまがまがしさを帯おびている。

　──これが、冥界女王か？

　聞かずともわかった。

　圧倒的な力を感じる。殺気の総量が桁けた違ちがいだ。

　声を聞いただけで、冬威の全身の産毛が立ち上がる。鳥とり肌はだが立つ。尻尾しつぽがあれば、後ろ足のあいだに挟んで震えながら逃げ帰ってしまいたいぐらいだ。本能的な恐怖に支配され、刀を持つ両手がわなわなと震えた。

　おまえの弱さを知っていると、暗黒に言われた気がした。

　誰よりも強くあろうとし、研けん鑽さんを重ね、刀の腕を磨みがいてきた。けれどまだまだ弱いのだと、閉じたまぶたの奥の暗闇がささやく。

　それは外からの声ではなく、冬威の内側から噴ふん出しゆつする声だ。

　大切なものを守りきれるほどの強さを持たぬ人の子よ、脆ぜい弱じやくな人の子よ、かわいそうにと、暗黒が言う。

　おまえの心はまだまだ弱い。自身の暗闇から逃れきれぬほど弱い。そういう人の子の相手は、私は得意なのだよと、銀粉をまぶした女の声が甘く蕩とろける。

　自じ滅めつする弱さを持つ、強い男よ。強ければ強いほど、おまえの内側は、引きずり出されることで弱く、脆もろくなる。強くあろうと見栄を貼りつけた厚い心の皮を、私という、冥界の闇が剝はぎ取ってしまおう。皮に包まれたおまえの中身は果実より脆弱。ひと握にぎりでつぶれる。

　怖さも──弱さも──自分の心の奥にある、暗い闇が映しだす真実。

　強くあろうと努力すればするだけ、負けるかもしれない何者かへの妄もう想そうが膨れ、心の内側でひび割れが生じてくる。

　冥界女王の攻撃は、物理的なものではなく、内面へと向かっている。

　鋭するどく伸びた黒い爪つめが、冬威の、ひび割れた心のその割れ目にぐさりと刺ささる。引き剝がされる。

　見栄や、過去の弱かった頃の記憶。失われた母への慕ぼ情じようという弱み。幼おさなき日に自己防衛のために虚きよ栄えいで固め、その後の鍛たん錬れんと知力と経験で武装した、その心の鎧よろいが剝がされる。

「待てない」

　つぶやきが自然と、のどから零こぼれる。
















「ああ、うるさい。待てというのに」

　言葉と同時に女王の位置から力が放たれる。

　途端、冬威は後ろへと跳はね返され、転倒した。刀を振る暇ひまもない。巨大な壁がこちらへと向かってぶつかってきて、身体を押しのけたような衝撃。

　──刀すら振るえないというのなら。

　これが、博雅王が敵わなかった唯一無二の存在。

　刀を振りかざすことすらできなかった相手。

　それでも冬威は必死で立ち向かう。懐に手を入れ、鉄の礫つぶてを取りだして、女王の殺気がある方向へと集中して投げつける。

　はじき返された礫の音から、いくつかは女王に当たったのだと見当づける。

「本当にうるさい。待てと言っているっ」

　女王の声に苛立ちが含まれた。その声に金と銀の台詞がかぶる。

「女王。ここは我らにおまかせを」

「おまえたちに、なにを、どうまかせろと申すのか？」

　凜りんとした冷たい声。

　それでも女王の意識は、話しかけられたことで冬威からそれたようだ。

　身体が、動く。手放されてはじめて、強い力のようなもので全身を縛られていたことを自覚する。

　漆黒だった目の前に、薄い光が、ゆっくりと戻もどりはじめる。視界はまだほんやりとしている。薄い灰色の靄もやがかかった視界のなかに、美しい女が立っている。

　目に映る女の姿は美しいのに、気配で察知するその女の姿はただただ巨大な暗黒の壁としか感じられない。

　なにもかもを拒絶する、違う倫りん理りにのっとった大きな生き物。

　いましかないと、冬威の本能が告げた。

　見えた。だから刀を振るうならばいまこの瞬間しかない。

　刀を手にして、女王目がけて走りこむ。刀を振るう人の意識を捨て、むしろ自分自身がひとつの武器となる。

　刀と一体化し、その先端の刃に渾こん身しんの一撃をこめて、駆けた。女王の懐へと入りこみ、その胸に刃を突き立てる。

　人ならば──肉を断ち切り心臓を切り裂く一撃。

　だが、冬威の刀は女王の胸に触れさえもせず、なにかの力に遮られ──同じだけの力をもって弾き返された。すべてを叩きつけようとした勢いが、丸ごと冬威へと戻ってくる。

　刀が途中で真っぷたつに折れ、弧こを描いて宙を飛んだ。

　同時に、冬威の身体もまた、折れた刀を手にしたまま後ろへと投げ飛ばされた。灼しやく熱ねつを腹に感じる。雷いかづちを身の内側に落とされたような苦痛が冬威を襲う。

「待てと言った」

　女の静かな声がこだました刹那、冬威の口から血の塊かたまりが零れる。

　冥界女王の胸の周囲に、黒い靄が渦巻いている。靄はちいさな黒い竜りゆうの形を作り、ゆらゆらとうねりながら銀色の瞳で冬威を睨みつけ、ぷしゅうと音をさせて女王の胸元へと吸いこまれていく。

　──圧倒的な力。

　女王の背後に、巨大な黒竜の幻影が見えるような気がした。

　手も足も出ない。歯が立たない。

　その身体に刃を触れさせる前に、刃のほうが折れてしまう。

　それでも──地に手足を貼りつけて、女王のなすがままになるのはご免だった。

　冬威は、折れた刀を杖つえにしてよろよろと立ち上がりかけて、崩くずれ落ちる。

　立てないほどに全身が痛い。見下ろせば、いつどうなったのか、あちこちに傷を負い、服は破け、血まみれだ。

　それでも冬威は、冥界女王──黒い竜の女を睨み返した。
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　泣き女の慟どう哭こくと、笑い女の微笑ほほえみが、ひとつの運命を同時に告つげた。

　災さい難なんと幸福がひとつの出来事によってもたらされるという意味なのだろうか。

　こんなことはいままでには一度としてなく、椿つばき姫ひめは、どう受け止めていいのか動どう揺ようし、目を瞬しばたたいて巫み女こたちを凝ぎよう視ししていた。

　固まってしまった空気のなか、オルガがさっと抜け駆がけし、眠りつづける星せい華かの額ひたいに指を当てて、言った。

　巫女たちの台詞せりふなど気にも止めない傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶり。空気を読めないオルガの本ほん領りよう発はつ揮きである。

「星華～。オルガですよ。オルガの目覚めの指パッチンですよ～」

　すやすやと心地よさげに眠る星華の額を、いきなり指で弾はじく。

「……痛いっ」

　パンっと響ひびいた衝しよう撃げきに目を開き、星華が額を手で押さえてころりと反転する。動いた拍ひよう子しに、かけていた布ふ団とんがめくれ、椿姫は慌あわてて全身を覆おおうように布団をかけ直してから、抱だきしめて星華の頭を撫なでる。

「……オルガっ。なんてことするのっ」

「目覚めのくちづけをしたら怒るでしょう？　だから目覚めの指パッチンですよ」

「くちづけしたら怒るに決まってるじゃないの。でも指で叩くのも怒るわよ。普通、そんな起こし方しないでしょう」

　オルガを怒ど鳴なりつけたら、オルガがしゅんとうなだれる。

「親愛の情ですよ～。博はく雅が王おうさまはよくオルガをこうやって起こしてくださるのに～」

「父君とオルガは全体になにかが間違ってるのよっ」

　父の悪口は言いたくないが、オルガと父王との間柄についてはいろいろと疑問を感じざるを得ない椿姫だった。オルガが関わらない博雅王は至し極ごく真っ当に見えるので、すべてはオルガが悪いことにする。オルガにかかると、誰も彼もが変態になっていく。

　自分もオルガ色に染そまらないように気をつけなくては。

　布団のなかで星華がもぞもぞと蠢うごめき、目に涙をいっぱいに溜ためて、椿姫を見上げた。椿姫の膝ひざに頰ほおずりし、すんすんと、泣き声で言う。

「つばき～。痛い～」

「うん。痛かったよね。あんな起こし方ないよね。ひどいね。ごめんね」

　と、答えてから──星華が当たり前のように自分と話していることに気づき、驚いて息を飲んだ。

「星華、話せるんだ……」

「いままでも、話してたよ～？」

　いまひとつ理解していないような、たどたどしい口く調ちようで星華が応じる。きょとんと目を丸くして椿姫を見てから、さらに周囲を見渡し、じっと考えこんで、続ける。

「……話してた、つもりだったけど、通じてなかったよね。あれ？　ねえ、つばき、ちいさくなった？」

　椿姫の手と、膝を見てから、あらためて自分の手を眺ながめる。

「つばきとわたしの手の大きさ、同じ？」

「私はちいさくなってないの。星華が大きくなったのよ」

　どう説明していいのかと、眉まゆをひそめ、助力を求めて二人巫女を見る。泣き女の涙はすでに乾かわき、笑い女の微笑みはもうとっくに消えている。平静な硬かたい表情になった美しい巫女たちは、黙だまって、椿姫を見返す。

「──まずは着替えを用意してさしあげるべきだと思いますよ～。オルガは部屋の外に出てますから、準備が整ったら呼んでくださいね。博雅王と友ゆう雅がと冬とう威いどのもお呼びしたほうがいいんじゃないかとオルガは思いますよ。友雅と星華のあいだが変化するかもしれないし？」

「……そ、そうね。まず着替えをさせるわ。オルガ、出ていって」

　こういうときに、一番まともなことをいち早く言うのもオルガなので、困る。変態なのに、理性的。

　椿姫の返答にオルガが軽くうなずき「オルガは星華が育ってしあわせ～」という謎なぞの即そつ興きよう歌かを歌いながら、部屋を出ていった。







　突然の成長に一番戸と惑まどっているのは、星華自身のようだった。

　立ち上がると椿姫とほぼ同じ目線であることに困こん惑わくし、自分の手足を眺め、身体からだをあらためて見み下おろし、不ふ審しんそうに眉をひそめて首を傾かしげる。

「育っただけのこと。なに、星華、それは気にするな」

　六りつ花かが星華の洗顔の手伝いをしながら、よしよしと頭を撫でて宥なだめる。表情も声こわ音ねも変わらないが、星華を思いやっているのだと、長いつきあいの椿姫には伝わる。

　天人の巫女は、人に似た感情の起伏は持たないが、優しさはきちんと所持している。

「美しゅう育ったよ。椿姫さまと同じお顔だが、椿姫さまより気品がある。物腰のひとつひとつが優ゆう雅がじゃのう。できればそのまま大きくおなり」

　雪せつ花かが星華の髪を梳すき、着替えの衣装を手渡して続ける。

「……みんなして」

　オルガだけではなく巫女たちまでもが「椿姫に似ているがもっと高貴」と星華を褒ほめる。どうせ椿姫は、一国の姫のわりにはお転てん婆ばで気品がない。

　心の隅すみには、先刻の巫女たちの予よ言げんが引っかかっている。

　が、どうせ「どういうことか」と尋たずねたところで、巫女たちからの答えはないのだ。予言はするが、それだけだ。細かいところまでを巫女たちは知らないし、感じたものを伝えたきりで、それ以上どうこうと注意を勧かん告こくしてくれるわけではない。

「椿姫さまとはまた微び妙みように雰ふん囲い気きが違う。これはこれで髪を結ゆうのも楽しみじゃ」

「椿姫さまははっきりとした色の衣装がお似合い。なのに同じ顔をしているようでいて、星華はもう少し淡あわい色のほうが肌はだに映はえるようじゃのう」

　椿姫の衣装をあれこれと持ってきては、星華の肩かたに布地をあて──ああだこうだと衣装の選せん択たくをはじめる二人だ。

「どらちがよいと思われる？」

　裾すそにいくにつれ色目が濃こく出る紫のぼかしに、色とりどりの小花が飛んでいる着物と、菫すみれ色いろのなかに星と月の刺し繡しゆうが縫ぬい取られた着物とを右と左の肩にかけ──六花と雪花が同時に椿姫へとそう尋ねた。

「菫色」

「ふむ。やはりそうか。藍あい色いろや菫や紫がよう似合う」

　菫の着物を取り上げて、てきぱきと星華に着付けていく。帯おびは銀刺繡の星の川。半はん襟えりにも銀の星。高く結い上げた髪には、銀の鈴を幾いく重えにも結んだ飾り櫛ぐし。

「椿姫さま、気にかけているのなら聞けばよかろう。答えはなくとも、話しあうことはできる」

　手を忙しく動かしながら、黙って見ているばかりだった椿姫に六花が言う。

　予言を気にかけているのは、もちろんお見通しということだ。

「いいことなの、悪いことなの？」

「吉きち事じゆえに笑い申した」

「凶きよう事じゆえに泣き申した」

　六花と雪花が同時に正反対のことを言う。

「つまり、ひとつの出来事だけど、いいことでもあり悪いことでもあるのね？」

「そのようにご判断いただければよろしかろうと……」

「ひとつの出来事に裏と表があって、よくもとらえられるし、悪くもとらえられるということは、多々あること」

　補足的に説明されても、具体的にいままでにそんな出来事があった試ためしがないので、ピンとこない。

「たとえば我らが椿姫さまに憑ついていること。そのことそのものが吉事でありながら、考えようによっては凶事でもあろう。椿姫さまは我らの予言であらかじめ未来の出来事と未来の自分の心こころ模も様ようを知るが──我らの予言に縛しばられる」

「それをいいことととらえることもあり、悪いことで不幸だと、そう感じたことも過去にはあったでしょうに？　幸不幸は、気持ちひとつで翻ひるがえる」

　自分たちのことを喩たとえに出し、淡々と巫女たちが説明する。

　それは椿姫にとってはたしかに馴な染じみのある幸運と不運であり、悩みでもあった。

　──運命に縛られている。

　人はみな、運命という大きなものに縛られて生きているのかもしれない。けれど他の人びとは、椿姫ほど常時、それを意識して生きてはいないようにも思う。

　こういう未来があり、そのために椿姫が悲しむ。あるいは喜ぶ。

　事前に巫女たちに告げられるのは安心の材料でもあり、不安の材料でもある。

「運命からは逃のがれられないものなの？」

　それでも椿姫なりに──決断のときに、自分の思う道を選択してきている。そのつもりだ。

　たとえば、言われるがままに婚こん約やくを決めたわけではなく、自分の意志で冬威王子を選んだ。笑い女の六花に「椿姫さまは夫を持つ」と告げられ、結婚が幸福のしるしだとわかっていた。が、実際に冬威と出会い、自分が冬威の隣となりに立つことが幸福だと実感できたからこそ、結婚を決めた。

　選択したのは椿姫の意志だ。

　しかし──いまだかつて、巫女たちに告げられた未来と違う結果になったことは一度としてない。

　だとしたらこれは椿姫の意志ではなく、ただ運命に流されているだけなのか？

「さて──いまだ人の子で、運命から外はずれた者は見たことがないが……」

「だからといって、我らが見たことがないというそれだけを理由にして、逃れられぬと断言はできないような気もしてきた。それは我らにすら不明のこと」

　巫女たちとのらりくらりとした会話を続けながら、着付けをしていると──星華が唐とう突とつに口を開いた。

「……つばき、逃にげたいの？」

「え」

　星華に、ずばりと心の真ん中を射い貫ぬかれた気がした。

　運命から逃げたいのだろうか。自問する。

　逃げたいような気もするが、そもそもの自分の運命の形をすべて見切っているわけではないからこそ、きちんと運命を全まつとうし、見み届とどけたいという希望もある。

「つばきが逃げたいのなら、逃がしてあげる」

　答えられずに口ごもった椿姫をまっすぐに見つめ、星華が天てん真しん爛らん漫まんな笑えみを浮かべる。顔立ちは大人のものになっても、表情は童どう女じよのままだ。それがえもいわれぬ不ふ思し議ぎな色香を生んでいて、同性で、かつ「同じ顔」だというのに、椿姫は思わず星華に見とれた。

「なるほど。魔ま物ものは……人の世の理ことわりから外れている。天人もまた現世に縛られているが、魔物を縛るのは冥めい界かいの掟おきて」

「ほう……そうか。星華ならば、椿姫さまの運命の流れを、変えたいときに変えられるやも？」

　六花と雪花がポンと両手を軽く叩き「できました」と着付けと髪結いを終えると、まったくどうでもいい口調で、ものすごく重大なことを告げた。

「……そうか。そうなの？　星華が？　私の運命を？　それは……」

　ぽろぽろと口から言葉が断片的に零こぼれるが、思考はまったくまとまらない。

「星華、つばきが好きだから、つばきが幸せなように、する」

　当惑し目を白黒させている椿姫を尻目に、星華がきっぱりと言いきった。

「これは美しい上に素す直なお。椿姫さまの気で育ったとは思えぬ優しさよ」

　六花が言う。

「まったくじゃ。これはこれで困る。星華よ──おまえはおまえが思うておるより美しい。これはなによりオルガさまに気をつけなくてはなるまいなあ」

「オルガさまは美び醜しゆうにこだわりがあるようでいて、ないようでいて──あるのかもしれんし」

「ないのかもしれないし？」

　目め配くばせしあう巫女たちは、どちらがどうとも断言できず、言葉を止める。

　大事なことを考えたいのに──つきつめるまで思考を巡めぐらせる余裕を、周囲の者たちみんなで椿姫から奪うばっていく。しかしそれもまた、いつものことだ。

　──いいや、昔は違ったわ。

　嘆たん息そくした椿姫は、ふとそう思い直した。

　巫女たちや幼おさななじみの雷らい牙がやオルガと旅に出る前は、ここまで賑にぎやかな毎日ではなかった。むしろいつでもひとりきりで、時間を持てあまし、なにかをしたくてたまらなく──けれどなにをするという目的もなく、ただ、ただ、焦じれて、すねていた。

　学ぶべきことを学びもせず、不幸ではないけれど、その幸福さがひたすらに退屈で、日々の生活に飽あきていた。

　賑やかで、ひとり物思いに耽ふける暇ひまもない「いま」のなんて尊とうといことか。

　好きだと思える相手がたくさんいて、その相手からもこうして「好きだ」と声に出して告げてもらえる。

　胸がじんと痺しびれるような、温あたたかい思いに満たされる。

　魔物の子を拾ってよかったと、そう感じている。拾ったそのときは、こんな日が来るなんて思いもしなかった。

　予言で告げられたからいまが幸福なわけではなく、自分が決めて、星華を拾って育てたから、こうして星華の笑顔に、同じように笑い返せる幸せを得たのだ。

　だったらそれでいいと思えた。この先になにが起きたとしても、いまの幸せは、この瞬間のものだ。

　たとえばもしかしたら、魔物の星華は、いつか椿姫を食べてしまうかもしれない。魔物を育てると、養い親は最後には育てた魔物に食べられて生しよう涯がいを終えるものだと、そう巫女たちも言っていた。

　そのときになれば、星華を得たことを不運と感じるのだとしても──この瞬間、椿姫は幸福だった。

　そういうことなのかもしれない。

　ひとつの出来事の幸不幸。吉事と凶事の背中合わせ。

　つかの間の幸福を、退屈と変換せずに、いいものだと受け止められるようになったことそのものが、椿姫にとっては吉事のひとつだ。過去には気づけなかった、愛いとおしい瞬間を、手元にたぐり寄せて愛めでることができる。

　自分が少しだけ大人になったのだと、わかった。

　わかって、嬉うれしくなった。

「──どっちなのよ。まあいいわ。オルガには気をつけて」

　椿姫がそう結論づけて星華の前に立つと、星華は神妙な顔で「はい」と首しゆ肯こうした。







　着替えを終えて、六花が「用意ができました」と部屋の外にオルガを呼びに行く。

　オルガがいるものだと思っていたのに、そこにいたのは博雅王と友雅だけだった。

　王がいるとなると、挨あい拶さつからはじめなくてはならず──六花は両手を差しだしてくるくると回る。

「──楽にしろ。みな、挨拶は略してかまわぬ。実は……」

　たたみかけるようにそう言い、室内に入ってきた博雅王の足が唐突に止まる。

「──葵あおい？」

　葵というのは椿姫の母の名だ。椿姫は母によく似ているらしいが、椿姫には母の記憶はまったくない。姿絵の類たぐいを垣かい間ま見みると、たしかに黒髪で黒い瞳ひとみで、目鼻立ちは似ているようだ。だが、微妙ななにかが、決定的に違う。

　椿姫のなかにある炎のような勢いは、母の葵の絵姿には見つけられず──母は、たおやかで、儚はかなげで、美しかった。

　いまさら娘のどこに、母の姿を見つけたのかと、不審に博雅王を見返す。しかし博雅王の視線は椿姫ではなく、別な方向に向けられていた。

　視線を追いかけた先にいるのは──星華だ。

「いや、まさか。違う……歳が……」

　引き寄せられるようにして博雅王が星華に歩み寄り、星華の手を取る。

「父君──お父さま。その子は、星華よ。育ったの」

「星華？」

　博雅王はぼんやりとした声でそうつぶやき、椿姫へと視線を移した。

「オルガに聞かなかった？　──星華がどういうわけか、ひと晩で育ってしまったの」

「そ……うか」

　博雅王の声からは、夢を見るような色合いが滲にじんでいる。星華を見て、椿姫を見て──さらにもう一度、星華を見つめる。

「昨日までは椿姫にそっくりだったのに、今け朝さになったら葵にうりふたつだ。これはどういうことだ？」

「なるほど。顔は椿姫さまなのに、なにかが違うと思っていたが──椿姫さまの母君のお顔に似ているのですか」

「似ているけれど、どこかがたしかに違う。どこでどうして、そのようなことになったのかはわからねど……」

「……おもしろいですのう」

　六花と雪花が交互につぶやく。

「星華は私じゃなくて母上似？」

　あらためて星華を眺め──巫女の予言を思いだす。

　──母を得て、そしてまた失われることでしょう、という台詞。

　星華のなかに母の姿を見いだすことと、なにかの関係があるのだろうか。

「星華は、つばきに似てるはずなのに」

　自分の周囲で、あれこれとみんなが言うことを聞き咎とがめ、星華がむうっと口を尖とがらせる。その表情は子どもっぽく、儚げに見えた印象がかき消える。

「……なるほど。そういう顔をすると椿姫に似ている……。見た目はどうあれ、中身は葵ではないのが、はっきりわかるよ。魔物がどういうものなのか、育てることでどうなるかが、わしにはさっぱりわからない。六花、雪花、今後さらに星華は育つのか？　椿姫の見た目の年齢を超えて、先駆けて育つのか？」

　博雅王が夢から覚めたようなハッとした顔になり、巫女たちに尋ねる。

　星華から視線をそらすとき、博雅王の眸ひとみに痛々しい翳かげりが見えたのは、気のせいか。父王はまだ、后きさきのことを愛し続けているのだなと、その様子で椿姫は悟さとる。最愛の相手を失ったときの喪そう失しつ感かんが、いまの椿姫には理解できる。

　父を──肉親を失う痛みとはまた別の、生しよう涯がいをともに過ごしたいと決めた伴はん侶りよに先立たれたときの痛み。想像するだけで、胸が引き絞しぼられる。

「父君」

　気づけば、椿姫は、博雅王の側に立ち、その手にそっと触ふれていた。自分はずっと至いたらぬ娘だった。そんな娘を、父は優しく見守り、ここまで育ててくれた。

　触れるだけで、なにが伝わるわけでもないのに──博雅王は椿姫の手に、自らの手を重ねて静かに笑ってくれた。

「どうした？」

「ううん。なんでもないの」

　胸にたくさん言葉がつまって、結局、なにひとつ話せない。

　首をかすかに横に振ると、博雅王が目を細め、懐なつかしいものを見るようにして椿姫を見つめる。

「おかしいな。そうしていると、椿姫も、いつになく葵に似て見える。──今日はいったいどういう日なんだ」

　苦笑を浮かべ、博雅王がつかの間、目を伏せる。瞬間、父王の姿は、少しだけ老おいたように見えた。

　けれど、すぐに視線を上げた博雅王は、いつもと同じ傲ごう岸がんさを秘めた無敵の王だ。何ごとにも自信に溢あふれ、飄ひよう々ひようとして、好きなように生きている強い男。

　記憶にない母のことを知りたいと、心底思う。博雅王の愛した、ただひとりの妻。母は、どんな女性だったのか。

「とにかく──その姿で城をうろつかれるのは困る。椿姫がふたりいる。あるいは、葵が生き返ったかという噂うわさが立つ。いっそ、椿姫の影かげ武む者しやを雇やとい入れたと触れてまわるのも、ありか……。どうせ誰かに似て育つというのなら、わしに似てくれれば、影武者として重用したものを」

「そうね。次に魔物の子どもを拾ったら、父君に育ててもらうことにしましょうか」

「よしてくれ。まだ魔物を拾う気か？」

　ひらひらと片手を振り、もう片方の手で額を押さえて、うんざりと言う。

「父君は嬉しくないかもしれないけど、きっとオルガは喜んでくれ……」

　と、そこまで言ってから、博雅王の後ろを覗のぞきこむ。そういえば、あのうるさいオルガがいない。

　王の後ろに、ぽつんと立っているのは友雅だけ。

「オルガはどうしたの？」

「んーとね、お母さんのお父さんに言われて、仕事しに行ったのー」

　博雅王より先に友雅が答える。友雅も友雅で、星華の成長が気になるようだ。じっくりと検分するように星華を眺める友雅に、星華がつんと顎あごを上げて冷たい一いち瞥べつを返す。

　育っても、友雅嫌いなところは変わらないようだ。

「……魔物同士、仲良くなれないものなの？　まあ、たいがいにおいて凶きよう暴ぼうで強い生き物って、群むれないで生きてるから、友雅ぐらい強くなると他の魔物とひとつの領りよう域いきで共生はしなさそうだけど」

　成長した星華が、友雅と仲良くなってくれたら楽なのにと思い、ぼやきを交まじえて友雅に聞いてしまう椿姫である。

「僕は喧けん嘩かしたいわけじゃないんだよー？　星華は、お母さんのこと取られそうだから、嫌いやがってるだけだと思う。そういうの、僕も昔、育ててくれたお父さんに感じたことがあるから、なんとなくわかるよ」

　オルガが不在でも、友雅はご丁てい寧ねいに舞ぶ踊ようつきで語ってくれるので、博雅王たちにも内容は伝わる。

「お母さんを取らないって言って、仲良くしてよ……」

「取らないわけにはいかないから、無理だよー。側にいるだけで、やっぱり、その人の気を食べてしまうものねー。僕がいると、星華の食べるお母さんの気を取られちゃうでしょ？　どうしようもないよ。だから怒って、僕を遠ざけようとする」

「……食料的な問題なのかしら。なんだかもう」

　愛情のしるしの嫉しつ妬とだと思うと嬉しいが、食べる気の量が減るからという説明には落らく胆たんするしかない。

「だって、もしも僕がもっとちいさな子どもの身体だったとしたら、お母さんひとりで、僕と星華は養えないのね、きっとね。そうすると星華が僕のこと追い出したい気持ち、わかるよね？　僕は、ここに来てから、ちっちゃな魔物を森とか湖とかに狩りにいってるから空腹じゃないけど、星華は、そういうのしてないでしょ？　仕方ないよね」

「狩り？　そうか。私たちが小動物や果実を狩ったり、取ったりして食べていくのと同じように、あなたたちも魔物のちいさなのを狩っていけばいいのか」

　弱肉強食。その世界構造を思うとくらくらと目め眩まいもするが──生きていくために必ひつ須すのこと。すべての生き物は、なにかを食べねば生きていけないのだ。

「それでいくと、魔物の出しゆつ没ぼつで困っている村や町に、友雅を連つれていけばいいということか。いままでは被害が出て困っていた集落に、討とう伐ばつ部隊を編成して出していたが……」

　博雅王は目を見開き、そう言う。

「星華も、連れてってあげるといいと思うよー。そのうち、お母さんの気だけじゃ足りなくて、飢うえてしまうと思うの」

　友雅は頰に指を当てて、綺き麗れいな笑顔を浮かべながら、物ぶつ騒そうなことを言う。

「ええと……ちょっと待ってくれる？　教えて。つまり魔物は、魔物を食べることで、人を襲おそわなくなる？」

「飢えてなかったら襲わないよー。襲うには襲うなりの理由があるの。人間だって、動物だって、お腹空いたらなにか食べるでしょ？」

「でも魔物たちは、いままで問答無用で人を襲ってきていたわよ。しかもみんな凶悪で、強かった」

　ただし──人間の形をした魔物は、いまのところ、星華と友雅のふたりしか知らない。他はみな、大きさは違えど、恐ろしい獣けものの形をしていた。ちいさな魔物たちは群れて人や獣を襲い、大きな魔物は単体で人や獣を襲ってきた。

「それは前にもオルガさんともお話ししたのねー。僕は、自分のことしかわかんないの。お母さんにも何度か聞かれて答えたけど、やっぱり僕は自分がどうかしか教えられないのね？　だから星華にも、これからいろいろと聞くといいと思う。ただー、オルガさんと話せるようになってから考えたんだけど、魔物って、きっと、人間以上に個体差のある生き物なんじゃないのかなー」

「個体差？」

「気をくれる相手が親になるから、なにを宿主として育つかで、知性とか、いろいろと違っちゃうんだよねー。人間は、誰が親でも人間であることは変わらないみたいだけど、僕たちは、生まれたときに最初に栄養をくれた相手の形に添そって生きてくから、全然違うものになるみたい？」

「人に育てられたら、人に似た魔物になるってことよね。星華とか友雅みたいに」

　魔物を育てようと思う人間自体が、そもそもいままでほとんどいなかったので、魔物と意志疎そ通つうする方式も編あみ出せなかったわけで。

　そう思うと、たとえどれほどひらひらくねくねした会話方式であっても、友雅とのあいだに手話のようなものを成立させようと努力したオルガは、えらい。

　ただしこれがすべての魔物との会話の基き礎そになることだけは、やめてもらいたいとも思うが。

　いちいち踊おどっているふうにしか見えない会話は──美しいけれど、やっぱり妙だ。

　しかしそれがオルガの趣しゆ味みだ。これを星華にも適用させようとしたら、断固として固こ辞じしなくてはと椿姫は心に誓ちかう。

「持って生まれたものってわけでもないみたい。よくわかんないけどさー。人間だって、自分たちがどうして人間で、どんなふうに育ってくのかなんてわかんないでしょ。兎うさぎと鳥と自分とが、どうして、どこで違ったのかは──親が違うからって、そういうことでしょ」

「前に聞いたときは、そんな答えじゃなかったけど……」

　旅のなかでオルガたちと、友雅にはたくさん質問をした。返ってくる答えはいつも不ふ明めい瞭りようなもので、なんの結論も導かず、どこまでいっても魔物の生態は謎のままだった。

「んーとね。お母さんのお父さんと話してたら、なんだかわかったの。お母さんのお父さんが同じようなこと言ってて、ああそうだなーって」

「父君が？」

　博雅王を見ると「そんなことを言ったか」と顎あご鬚ひげを撫でながら、首を傾げている。

「まあ、きっと言ったのだろうな。わしはいつでも素す晴ばらしいからな」

　オルガのようなことを言い、胸を張って笑う。

「生き物すべてがどうしてこうなのかというのは──天人にもわからないことですからのう」

　雪花が言う。

「それを、わかりたいと思って探るのが、きっと人間という生き物の業ごうなのよね」

　椿姫がなんとなくつぶやいた台詞に、六花が「オルガさまなら、そう言うことでしょうなあ」と同意した。

「オルガと一緒にされるのは不本意なんだけど……」

「なに。椿姫さまは一生かかっても、あの領域には到達できますまいよ。あれはまた特とく殊しゆなお方……」

「む。オルガの人気には嫉妬せざるを得ないのう。わしよりオルガのほうが巫女たちにも評価が高いとは」

　博雅王が呵か々かと笑う。

「六花と雪花のそれって、高い評価なのかしら……」

　椿姫は小声でささやく。言われて嬉しいかは微妙に聞こえたが。

　気を取り直して、さらに友雅と会話を続けようとしたが、ずっと無言で友雅を睨にらみつけている星華とも、もちろん話がしたい。友雅がいるうちはツンケンしたままなのだろうか。

「星華？　あなたには友雅の言っていることが伝わっているの？」

「……はい」

「そうなんだ。じゃあ、友雅も星華とは会話ができたわけなのね」

「星華がその気にさえなってくれれば」

　友雅が答える。

「星華は、そんな変なふうにくねくねしたくないから、友雅と話すの、嫌」

　即座に星華がそう言う。

「これは友雅のせいじゃなく、オルガのせいなの。オルガが身振り手振りで会話が通じるように手話みたいなものを作って、そしたら、こんなくねくねしたものになって……。だからそんな言い方しないであげて」

　兄妹喧嘩の仲ちゆう裁さいをする母の気持ちになり、それぞれの顔を見やって意見する。

「でも、嫌」

　星華は折れずに、あくまでもツンとしたままだ。

「仕方ないよ。別に無理に仲良くしなくても、食べたりしないし、大丈夫。好き嫌いってあるからねー」

「魔物にも好き嫌いがあるの？　食べ物の好みという意味での好き嫌いじゃなく、人の好き嫌いよ？」

「うん。お母さんのお父さん、わりと好きかな。あのねー、僕だけじゃないかもしれないし、僕だけかもしれないけど、パッと見て、好きになれる人と、なれない人っているのね。お母さんのことは最初からなんだか好きだったの。特別。巫女の人たちはね、人じゃないなあってのもわかったのね。好き嫌いじゃなく。で、お母さんのお父さんは、好きな人」

　それもまた初耳だ。

「あとねー、その気を食べるから、それでハッとなにかがわかることがあるの。もやもやってすることもあるし、ピカンって目の前が明るくなることもあるの。お母さんのお父さんとか、あと冬威王子？　王子はねー、ピカンてなる。ちょっと辛からい感じだけで、頭がスッとするの。お母さんは懐かしい感じになるの。オルガさんはねー、変な味ー」

「変な……」

　これはオルガに聞かせられない話だと、思わず周囲を見渡した。

　巫女たちが「オルガさまは変な味」「やはり」「変な味」と、交互にうなずき、くり返している。

　と──。

　扉とびらを叩く音がして、応じる前にオルガが部屋へと入ってくる。

「失礼いたします。急ぎの報告ゆえに略式で──」

　両手を突き出し一回転してから、博雅王の前へと歩み寄る。真顔のオルガの後ろで束たばねた金髪が跳はねる。

「……誰もオルガのことなんて話してないからっ」

　盗ぬすみ聞き、あるいは覗き見していて「変な味」についてひと言言うために乱入したのかと、椿姫は、聞かれてもいないのに弁解をはじめた。

「なに言ってるんですか椿姫。むしろ話しなさい。オルガがいないときにでも、みんなオルガについて考えて、語り続けるといいと思います。みんなの胸と頭をオルガで満たせば世界は平和です。──それはそれとして、博雅王、冬威王子がいらっしゃいません」

「え？」

「星華が育った件について、王子にも報告をと思ったのですが、お部屋には不在だったというのは──博雅王にもお伝えしたとおりです。王に冬威王子を探すようにと命じられ、あちこちを探してまわりました結果──小舟を借りだして孔雀湖に向かったところまでは足取りをつかめましたが、それ以降、王子の姿を見た者がおりません」

「船を借りだしてからの時間はどれだけ経たっておる？」

　博雅王の眉み間けんにしわが寄る。

「一いつ刻こくのあいだぐらいでしょうか」

「それならば……」

　博雅王の険けわしい顔が少し緩ゆるんだ。

「その程度の時間の行方ゆくえ不ふ明めいであれば、わざわざこちらにまでお知らせには参まいりませんでした。問題なのは孔く雀じやく湖この畔ほとりに、冬威王子が借りたものとおぼしき船の櫓ろと、かつ、かつては船だったはずの木ぎれと思われる断片が流れついているのを見つけたことです」

「発見者は？」

「孔雀湖に王子を探しにいったオルガが、先刻、見つけました。貸したという城の者に櫓を見せたところ、自分のもののような気もするが、そうかどうかはわからないと……。ただしそもそも孔雀湖に船を出すような頓とん狂きような人間は、そうそういるとも思えません。オルガが知っている範囲では、この何年もそんな人間はおりません」

「おらんな……。魚は捕とれない、魔物は出るで──あの湖に遊びに行くような変わり者の命知らずは、椿姫ぐらいのもののはず」

　博雅王がちらりと椿姫を見て、顎に手を当て、つぶやいた。

「王子の可能性が高いでしょう。だとしたら至急、孔雀湖に人を出さねばなりません」

「四し境きよう警けい備び隊たいの城中の隊長に連絡し、ただちに捜そう索さくのための隊を編成させて孔雀湖に出せ。わしも行く」

　すっと歩みだした博雅王を、オルガが身体を前に出して、止めた。

「なりません。王は城で、待機を願います。孔雀湖にて指し揮きを取るのは、椿姫さまにお願いしたい」

　オルガがきっぱりと言い、博雅王が目を見開く。

　耳で聞いている報告のすべてが、うまく椿姫の頭に入ってこなかった。

　冬威王子が孔雀湖に船を出し、そこで行方不明になったかもしれない。

　孔雀湖の湖水に落ちてしまったか。あるいは魔物と遭そう遇ぐうし、なにか大変なことが起きたのか。

　渦うず巻まくのは得体の知れない恐怖の想像で、自然と全身に力が入り、ぎゅっとこぶしを握にぎりしめていた。爪つめが手のひらに食いこむ感触。

「オルガ……私が？」

　自分の名前を呼ばれ、椿姫はオルガを見る。

　オルガは青い眸をきらめかせ、射貫くように椿姫を凝視した。

「こんなときのために椿姫さまがいるのでしょう。婚約者でしょうに。真しん雍ようの城で冬威王子が行方不明になったのかもしれないなら──椿姫さまが探し、連れ戻すべきなのです。椿姫さまの指揮にまかせましょう。隊の編成はどうされます？　誰を長として配置する？　もしくは誰も配置せず、少人数でのみ探索を行いますか？」

「オルガ!?　なにをたわけたことを言っているのだ」

　博雅王がオルガの肩をつかみ、がくがくと揺さぶって怒鳴った。オルガはそのまま博雅王に揺さぶられるのにまかせ、王に負けじと声を張りあげて言い返した。

　凜りんとした、よく通る声が室内に響き渡る。

「我が王よ。真雍の城のなかで、火か劉りゆうの王子が行方不明になったのです。すでに火劉に、冬威王子逗とう留りゆうの報しらせは放っている。いなかったことにはできません。ですから全力で、王子を探さねばならないのです。それは王ならば、わかるはず」

「わからいでか。ならば、わしが──」

「我が君──あなたには、これは、できないことです」

　オルガが自身の肩に乗った博雅王の手に、手を重ねる。低く、静かな声なのに、その言葉はその場にいる全員の耳に届いた。

　言い聞かせるような、落ち着いた声。

「博雅王に見える椿姫の姿ではなく、オルガの心と目を通じて見た椿姫の姿を信じてください。冬威王子はまだどこかで生きていらっしゃる。なぜなら泣き女は、王子の死の予言をいまだくだしておりません。椿姫さまは、冬威王子さまが亡くなられたら泣くでしょう。その予言は、ない」

　言われた言葉が椿姫の心に落ちてくる。

　そうだ。冬威はまだ生きている。巫女たちは、王子の死は予言していないのだ。

　真っ暗になった心のなかに、淡い光が灯ともったような心地ここちになる。冬威が行方不明になったとしても、希望は、まだ、ある。

「森のなかに紛まぎれて行方不明になったまま戻もどれずにいる可能性。もしくは孔雀湖に昔から言い伝えられている、冥界という場所に囚とらわれた可能性。いま調べるのはそのふたつかと思います。孔雀湖に沈しずんでいるという可能性は、現段階では、考慮しなくていいかと思われます。理由は、先ほどのものと同じ。泣き女が泣いていないから。人は、水の中で長い時間を生きてはいけない。冬威王子が湖水に沈んだとしたら、すでに、雪花さんは泣いているはず」

「そうだわ。冬威王子は──生きている。生きて、私の助けをきっと待ってる」

　自身に言い聞かせるように椿姫が補足する。オルガが椿姫に、うなずき返してくれる。

「椿姫は、冬威王子を連れ戻してくれるとオルガは信じている。その力があり、その勇気があり、そしておそらくそれが運命。ですから椿姫さまにまかせましょう」

「なぜそれを運命とオルガが断定できる」

　博雅王が厳しく問うた。

「笑い女が笑い、泣き女が泣きました。オルガはその場におりました。椿姫さまは、母君と巡めぐり会えると、そう巫女が告げた。ならば孔雀湖に行くのはおそらく椿姫さまの運命」

　博雅王が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「なんと。そうなのか？　六花。雪花」

「は」

　六花と雪花が博雅王の前に揃そろってうなだれて同意する。

　切り揃えられた黒い直毛が、ゆらゆらと揺れるさまを、椿姫は、不思議なものを見るような心地で眺めている。

「泣いたのか？　笑ったのか？」

　引き絞って無理に出すような声で、博雅王が尋ねた。

「その両方でございます」

「両方、とは──」

　博雅王が目を閉じ、天を仰あおいだ。

「椿姫さま、参りましょう。早ければ早いほど、見つかる確率が高まります」

　オルガが椿姫の手を取り、部屋を出る。巫女と星華と友雅がついてくる。博雅王が我に返ったように飛び出てきて「待て」と椿姫の腕うでをつかもうとした。

　オルガがその手を跳ねのけた。

「ご無礼をお許しください。我が君よ」

　いまでなければ見とれてしまうような艶えん然ぜんとした笑みを浮かべ、懐ふところから取りだした子こ鹿じかの仮面を王の顔に突きつける。

「な……」

「皆の者。ちん入者です。ちん入者です。博雅王のふりをした変な仮面の男が、椿姫の部屋に現れて、ふらちな行いを……」

　叫さけび回りながら椿姫の手を引き、駆けていく。声を聞きつけて警備隊の者たちが、子鹿面の王を取り囲かこむ。

「……わしはっ、本物の王だっ」

「だったらその子鹿の面を取ってみるといいっ」

「ぬ。取れば──なぜ取れぬっ？」

　振り返ると、子鹿の面を必死で取ろうとあがく博雅王の姿が遠ざかる。

「あの仮面、王にお渡しする前に、取れぬように呪まじないを施ほどこせと言われたときは、オルガさまらしく物騒なことよと思うたが」

「オルガさまは博雅王に子鹿の面をよほどつけさせたかったのか」

「我ら、いい呪いをした」

「うむ。よき呪じゆ術じゆつじゃったのう。王はしばらく子鹿王じゃのう」

　走りながら、巫女たちがささやきを交かわしている。

「オルガ……ひどい……。父君になんてこと」

「こんなふうに使う予定ではなかったんですが、まあいいじゃないですか。それとも椿姫さまは城で待機していたいのですか？　冬威王子の身の上になにかが起こっているのかもと脅おびえながら、部屋で待てと言われたとして──どうせ待てないのですから、だったら早く探しにいきましょう」

　オルガは、どこまでいってもオルガだった。そしてオルガの提案は、椿姫にはなによりのものだった。

　椿姫は母に出会い、また失うと、その予言とともに吉きつ凶きようが同時に宣告され──そして運命はまわりだす。







　船の用意をし、湖水をさらう準備も整える。オルガとの相談で、雷牙にも来てもらい、小隊を編成して孔雀湖の周囲の森の探索を命じた。

　孔雀湖には冥界への入り口があるのだと、火劉の呪術師も語り、オルガも過去の文ぶん献けんでその記述を見たと言う。孔雀湖を調べているうちに、冬威がその冥界へと迷まよいこんだ可能性もあると、オルガとあらためて話を詰めて、椿姫は納なつ得とくした。

　自分が行くべきなのは冥界の探索のほうだと、巫女や友雅とも話してそう結論づけた椿姫である。

「──父君に、私に指示をさせるように言ってくれて、ありがとう」

　取り急ぎの指示を出してから、孔雀湖の畔で椿姫がオルガに言う。黙って待っているだなんてできそうになかった。なにもしないでいたら気が変になる。

　オルガは、小隊とは別に、椿姫自身が湖水へと船で乗りだし探したいと言いだしてもそれを止めたりしなかった。

「ああ言わねばならなかったから、そうしただけです。王子をこの城のなかで失うわけにはいかない。そして博雅王を、王子探しに駆り出すわけにもいかない。王は、真雍の頭かしら。博雅王という頭がいるからこそ、オルガは手足として生きている」

　オルガが淡々と言う。オルガの青い目は、ときどきとても冷たく見えることがある。馬ば鹿かげた振る舞いが多かろうと、彼は宰さい相しようであり、年かさの男だ。感情より計算を優先させることも多いだろう。

　宰相として、博雅王を失うよりは、椿姫を失ったほうが損失が少ないと計算して、椿姫が探索するようにと提案したのだ。それならそれで、いい。理由はどうであれ、椿姫にとってはありがたい提案だ。

「もし私が失敗したとしても、むしろそのほうが火劉に言い訳ができるということね」

　王子ひとりが真雍の城で消えるより、婚約者の姫とふたりで消えたほうがまだしも。

　痛み分けと言ってしまうには無茶だが、真雍も真雍で、犠ぎ牲せいを払ったのだという形を示さねばならない。

「もし私が帰れなかったら……」

　畔に持ってきた小舟を眺める。冬威が漕こぎだした船も、これと同じ大きさの船だったという。

「帰さねばならないからこそ、オルガもまた船に乗る。雷牙さんや部隊長にこの場を押しつけて、冥界の入り口探しに行くのは、いざとなったらオルガが身を挺ていしてお助けしましょうという意味です。帰れないなんてことは、ない。ついでに言うとオルガも絶対に戻ってきます。椿姫さまにはまだ教えるべきことが山のように残っていますし」

「あっさり言ってのけるのね」

　笑ってしまった。

「椿姫さまには無む駄だな勇気と、いざというときの運と力があるのは本当です。椿姫さまの運にオルガは賭かけてます。まったく勝算がなければ、ああまで言いきりはしない。それに椿姫さまが戻らず、オルガだけ戻るのはあり得ない。そんなことがあれば、オルガは自分の首で、無む謀ぼうな提案をしたことに対する片をつけなくてはなりません」

「え……？」

「他国の王子と自国の姫を失った場合、計画を練ねった宰相がおめおめ生き残れますか。それでも生き残るのなら、報告のために誰かが戻らねばならない。それがオルガしかいなければ、最後の報せを届けるために生き残りますが、戻ってから死にますよ？」

「やだ。私になにが起きてもオルガは生きてよ」

「まさか。今後のこの国のために、オルガは博雅王の刀に斬きられます。それは博雅王もご承しよう知ちのことでしょう。あの方は『冷れい血けつ王おう』と呼ばれる方です。必要なときに、情に流されぬ必要な判断をくだせる方だ」

「そ……んな」

　自分の命と冬威の命だけではなく──オルガの命までも、自身が握っているということか。絶句していたら、オルガが笑った。

「だって、椿姫さま、オルガのこと好きでしょう？　さすがにオルガも首と胴体がばらばらになったら生きていけないと思うんですよ。それは困るので、きっと、大好きなオルガのために椿姫はものすごく頑がん張ばってくれるはず！」

「オルガさまは首と胴体が離れても生きておられるかもしれません。場合によってはそのように呪いをかけておきましょうかのう」

「善意で」

「我らの善意で」

　黙って聞いていた巫女が、うなずきあって、ひらひらと手を動かす。

「六花さんと雪花さんは優しいですねえ。オルガぐらい素す敵てきで可か愛わいいと、首と胴体が離れてても魅み力りよく倍増かもしれないですね」

　胸を張ったオルガをうなだれさせたのは、星華のひと言である。

「……首離れたオルガ、嫌」

「…………というわけなので、椿姫さま、オルガの首と胴体をよろしくつなげる旅に、さあ、出るといいのですーっ」

　星華の台詞を聞いて涙目になったオルガが、ぐいぐいと椿姫に詰め寄り──椿姫は船に乗って孔雀湖へと漕ぎだした。椿姫の船には友雅と六花が、そしてもう一いつ艘そう、同じ形の船に雪花と星華とオルガが乗る。

　二艘の船が湖水へと浮かび、滑すべるように進んでいった。







　勝算がまったくなかったわけではないのだ。巫女たちの予言以外に、椿姫が頼みとするのは、友雅と星華の存在だった。

「冥界への道は、本当にわかるのよね？」

　小隊を編成し、計画を練っていたときに友雅が「冥界の入り口ならわかると思う」と言いだしたのだ。

「うん。冥界の入り口はだいたいわかるしー、異変は自然とわかるよー。しかもこんなに近い位置なんだからー。魔物の故こ郷きようだもん」

　自信満々で友雅が応じる。

「でもそこに冬威王子がいるかはー、わかんないよー？」

「王子は生きてるはずなのよ。だから森にいるか、冥界にいるか、どちらかだと思う」

「ふーん」

　友雅は暢のん気きな声をあげ、船に揺られている。

「お母さんの役に立つのは嬉しいな。頑張るね」

　櫓を漕ぎながら、風の匂いを嗅かぐように鼻を鳴らして、目を細めた。

「──真ん中のほう。もっと、もっと、真ん中のあたり。この世界と違う水の匂いがする」

「水の匂いが違うのね」

「そう。匂いで、わかるの。ちゃんとお母さんのこと、冥界に連れてくからねー」

　椿姫は必死で、友雅の言う方向へと船を漕ぐ。

　しばらく漕いでいくと、湖水の色が変わる場所に辿たどりついた。

「──水の色が違う。……というか、城が？」

　船を停めて覗きこんだ湖に、幻影のように、城の形が映りこんでいる。湖の表面を地面として、逆さまに建設されたような城の影。船の縁に身をもたせ、さらによく見ようとする。湖は鏡のようになり、椿姫の姿をとらえる。

　そしてその奥に──やはり、城の影が見えるのだ。

　どことなく真雍の城に似たその建物は、波が立つのに合わせ、消えたり、形を取り戻したりをくり返している。

「ああ。匂いが違うね。じゃあお母さん、ちょっと僕が先に見てくるから」

　言い放ち、友雅が船から湖水へとひらりと身体を躍おどらせて──消えた。







　すぐに友雅が浮かんでくる。

「道があるよ。ところどころ分断されているけどー、道の名残なごりがあるからー、僕でも呪術でつなげられるー」

　言われたことが理解できず「道？」と首を傾げていたら、友雅が「見たほうが早いかなー」と告げ、椿姫の手を引いて湖水へと落とした。

「な……に」

　慌てたが──引かれて泳いだ先には、足のつく、奇き妙みような洞どう窟くつのようなものがあり──呼吸ができる。

　椿姫たちを追って、巫女やオルガや星華たちが次々と飛びこんでくる。

「おや。ここは──呪術の匂いと魔物の匂いが混じりあい、人の匂いも……」

　六花がくんと鼻を鳴らして雪花を見やる。

「いままで気にしたことはなかったが、すべての生き物の匂いを混ぜあわせると、椿姫さまの匂いに似ておりますのう」

「似ておりますのう。椿姫さまは、つまり……」

「我らが見届ける運命とは、すべてが混じりあう世界を作るということか？」

　二人の視線が椿姫に集まる。

　けれどいまは「椿姫は何者で、どんなことを成なし遂とげるのか」を語る時間はないのだ。冬威を見つけなくては。

「そのへんのことはあとで聞くわ、いまは──」

「うん。つばき、走る。私は、つばきを守るから」

　星華が椿姫の側に寄り添い、告げる。そうしてみんなで水みな底そこを目がけて、歩きだす。

　途と切ぎれた道の補修は友雅と巫女たちが行い、ときおり迷いこむ魔物たちはオルガと星華と椿姫とで滅めつ却きやくした。自然と互いの役割が決まり、心をひとつにして、ひたすらに先へ、底へと、歩いていった。

　そうやってどれだけ歩いたものか。

　真雍の城に似たものが見えた。さらに行くと門が。

「──あれは」

　遠くに赤い色しき彩さいを見つけ、椿姫は目を細める。紛まぎれもない、冬威の赤い髪かみ。ただの赤ではなく、朱金とも思えるまぶしい赤だ。

「冬威王子──」

　呼びかける声が口から零れたと同時に、椿姫は走りだした。まっすぐに冬威めがけて駆けていく。駆けていく途中で、状況を少しずつ把は握あくしていく。

　冬威は、城の門を前にして、崩くずれるように倒れている。向かいあうようにして魔物がいる。刀を手にして冬威を見下ろしている。

　それから──漆しつ黒こくの女が立っている。

　──冬威？　怪け我がを？

　心しん臓ぞうが強く握られたように痛んだ。近づいていくと、冬威の着物がぼろぼろに破けているのがわかった。手や足に切り傷ができて、血が流れている。

　冬威が闘いで膝をつく姿をはじめて見た。その背中を見ているだけで、泣きそうになった。

「待て──」

　誰を制したものなのか、待機の命令を黒い女が叫さけぶ。命じることしか知らない者が発する、威い圧あつ的てきな音ね色いろが耳に響ひびく。

　その声に怯ひるんだのか──星華と友雅とオルガが後ろへと足を引いた。椿姫もまた、物理的な壁にぶつかったかのような圧力を感じ、後ずさる。

「む。なんでしょうかのう。なにかに遮さえぎられる。強い力が……」

「天人たちの主あるじと同等の力じゃ。我らの足も、そのひと言で止めることができる。だが、この力は、黒い」

「黒いのう」

　いつもどおりの巫女たちの暢気なやり取りを耳が拾い──途と端たん、椿姫の胸に熱い怒いかりの炎が湧わき上がった。

　──嫌よ。待ってなんていられない。だって、あそこに冬威が！

　天人たちの主と同等の黒い力。そんな力を持つ者と冬威が闘っている。そして血を流し、倒れている。見たことのない弱々しい冬威の背中に、削そがれてしまった戦意を感じ、椿姫は奮ふん起きする。

　──私が冬威王子の背中を守ると約束したの。

　怒りが椿姫の足を動かした。

　最初の一歩を前に出す。足の裏が地に縫いつけられているかのような感触。それを振りほどき、前に進める。反動がついて、すぐに、重たかった椿姫の足が自由に動きはじめる。

　少しでも早く。気が急せいて──動かない足を必死で動かして、走ろうとする。

　弓を手にし、矢を射いた。冬威の前に立つ金色の髪の魔物に向けて、放はなつ。

　金色の魔物が、狙ねらいをつけて飛んできた矢を青せい竜りゆう刀とうで薙なぎ払う。折れた矢がぱらぱらと下に落ち、冬威の頭が、矢の形と羽根を確認するように下を向く。

「冬威さま──」

　背中に触れられる距きよ離りまでやっと到達し、名前を呼んだ。

「なぜ来たんだ」

　冬威が振り返らずに答えた。そして冬威は、ついていた膝を上げ、立ち上がった。

　杖つえのようにして使っているものが、折れた刀だと気づき、椿姫は息を飲む。いつも身体の一部のように自在に振り回していた大おお太た刀ちが折れるような相手と闘っていたのか。

「約束したでしょう。あなたの背中を守りに来たわ」

「待っていて欲しかったのに」

　よろよろと立った冬威が、ちらりと椿姫を振り返る。白い歯が見えた。笑っている。

　こんなときなのに、椿姫は、冬威の笑顔に心が跳ねた。いや、こんなときだからこそ、心が跳ねた。

　膝をつき、血まみれになって、刀を折られても──冬威はまだ笑っている。

　ならば大丈夫だと思えた。ここから先は、冬威だけじゃない。椿姫も、いる。

　だから椿姫も笑顔を返す。

「そう思われてたとしても、黙って待ってなんていられなかった。あなたになにかがあったら、私は……」

　笑ってみせたつもりなのに、泣きそうにもなる。冬威の眸の奥に、信頼と愛情が見えた気がした。困ったような、微び笑しよう。

「誰かを守るためにだけ、椿姫は強くなる。私を守るために来たのだな。そういうやんちゃで無む鉄てつ砲ぽうなところが心配なんだが……」

「知ってるわ。それが私なの。だからずっと困ってて。でも──信じて。そして、後ろを守らせて」

　椿姫は冬威の背中に、自身の背中を貼はり合わせるように寄り添って──ふたりを挟はさんで眺める金と銀とに刀を向けた。背中がほのかに熱くなる。

「なるほど。私は──椿姫を信じることができる。あなたのことだけは、信じられるよ」

　なによりも欲しかった台詞を冬威が口にして──椿姫の胸がさらに熱くなる。

　金と銀が互いに顔を見合わせている。冬威と椿姫という、二人に増えた敵を、どうやって倒すべきかの計略でも練っているのか。目配せし、じりじりと、冬威たちへと間合いを詰める。

　金と銀の動きにあわせ、背中を添わせたまま、椿姫と冬威もくるりと回る。

「椿姫」

「はい」

「悪かった。あなたを──あなたの強さを信じなかった私を許してくれ。すまなかった。もう二度と、約束を違たがえるような行動は取らない。私はあなたを守る。あなたは私を守ってくれ。そうやって、二人でともに支えあい──生きていこう」

「……はい」

　気き迫はくが満ちていく。背中越しに冬威の闘志も伝わってくる。

　二人でこうやっていたら、負ける気がしなかった。

「──おまえは？」

　金色の魔物がひくひくと鼻を蠢かし、鼻の上にしわを作る。視線は椿姫にまっすぐに向けられている。

「同類の匂いが少しだけするな」

「魔物と冥界の匂いだな。いや、そっちのは……葵さまと同じ匂いにも……」

「……というより同じ顔、だ」

　金色と銀色の語らいが耳に入ってくる。

　葵さまと言っている。椿姫の母と同じ名前だ。

　椿姫に遅れ──友雅や巫女やオルガたちが走ってくるのも見える。

「椿姫──金色のと銀色の、どちらが好みだ？」

「好みって……そうね。銀色のほう？」

「面食いだな」

　つぶやかれ、椿姫はちいさく笑った。自分が面食いだなんて考えたこともないのに、この期ごに及およんで、そんなことを言う冬威の余裕がおかしく思えた。

「では銀のは椿姫にまかせた。行くぞ」

　背中合わせでさらにまた反転すると、金と銀のさらに後ろから、しずしずと近づいてくる女の姿が視界に入る。

　その一挙一動が、波動となって、空気を振るわせる。女が視線を巡らせただけで、緊張が走り抜ける。見られたと感じると、全身が総毛立つ。

　白くちいさな顔を縁ふち取どる、漆黒の長い髪が滝たきとなって足あし下もとへと雪な崩だれ落ちている。

　誰もが見とれる美び貌ぼうの主だ。

「おそらくあれが冥界の女王だ。──誰か、刀をくれないか？」

　最初の台詞は椿姫に聞かせるようなささやき。次ついで、大声で、オルガたちに呼びかける。

　六花が懐から刀を取りだし「そうれ」と声をかけて冬威へと放り投げた。空中でそれを取り上げた冬威が、鞘さやを抜き捨て、金色の魔物めがけて駆けていく。

　声を放ち、冬威は金へと飛びかかる。椿姫もまた銀色の魔物に挑いどむ。銀色の魔物はよく見れば手負いだった。

　斬りかかり、刀ががちりと組みあう。力まかせの打ち合いではかなわない。傷を負った箇所に攻撃を集中する。斬ざん撃げきが跳ね返される。オルガたちもやっと到着し、椿姫に加勢した。

　そうしているうちにも暗黒の女がするすると忍び寄る。

「人の子よ。待てというのにっ」

　罵ば声せいが脳内に直じかに響く。きんと耳鳴りがする。

　女が制止を求めるように片手を上げ、こちらを睨み据すえる。

　女の命令は絶対のようで、銀の動きがぴたりと止まった。敵に待てと言われて、待てるものか。金の動きも止まっている。

　ここで勢いをつけて魔物たちを斬り捨てて女へと走るべきだと息を詰め──けれど、女のさらに後ろから息をきらして走ってきた別の女性の姿を見た途端、オルガが声をあげる。

「葵さま──。お后ではないですかっ」

　オルガの叫びに、椿姫の動きが止まる。つまりあれは──母君？

「待って。待ってください。女王」

　穏おだやかだけれど通る声だ。

　そこにいる女性は、まさしく、椿姫が育ったらこうなるだろう似姿だった。

　黒く長い髪を高く結い上げ、銀色の櫛くしで飾っている。椿姫のように脇わきをはだけて裂さいたのではない、当たり前の、楚そ々そとした着物姿。嫁とついだことを示す小振りの短い袖そでを揺らし、必死の顔で駆けつけて──椿姫そっくりの女は、女王の着物の長い袖を引いた。

「うむ。待とう。──葵がこの者を助けるために、わざわざ冥界までの救いの道を作って案内をしたことは、私もわかっている。いままで葵は、間違って冥界に落ちてきた人の子たちを、助けて、もとの世界に押し戻すことはあっても、ここまで案内をしたことなどなかった。ということは、理由があるのだろう」

「はい。理由はございます。この者は、私の娘の夫となる者」

　そう言って女が──母が椿姫をじっと見つめる。ぽかんと口を開け、椿姫は黙って見つめ返した。椿姫と同じ顔だ。星華とも、同じ顔だ。

「葵は、娘の成長と夫の姿を、ときおり現世の様子を映うつせる呪い鏡で垣間見てはため息をついていたからね。里心がついているのだろうとは思うていたが……」

「けれど約束ですから、私は一度として、戻ろうとはしなかった。女王も私がここに留とどまる限り、女王を手助けする限り、娘に手出しはしないと誓ってくださいましたし」

　語る二人の言葉が、うまく頭に入ってこない。

　そうしているうちに、手負いの銀が女王と葵の側に走り寄る。金もまた、女王の足下に跪ひざまずく。冬威があっけにとられたように女王と葵とを凝視している。

「火劉の王子、冬威どの。椿姫。泣き女と笑い女の二人巫女。そして──星華に、友雅。オルガさま」

「ああ。葵さま──なんということだ。まったく変わらない。葵さまだ。優しいお顔立ちでいて、眸の底には意地の悪さが垣間見える。この登場の仕方も葵さまだ。ここぞというときに突然とんでもないことをやってのける」

　さすがのオルガも仰ぎよう天てんし、目を丸くしている。そういえばここにいる者たちのなかで、后の葵を知る者は、オルガただひとりだけなのだった。

　そのオルガが呆ぼう然ぜんとして告げた台詞が、その場にいるみんなの頭に染しみとおるまで、少しの時間が必要だった。

　そうか。ここにいるこの人は──椿姫の母、葵なのか、と。

　でも、亡なくなったのではなかったのか？　どうしていまここにいる？　椿姫の頭には疑問が渦巻いている。

「オルガさまは少しお年を召めされましたね。私の代わりに博雅王さまのお世話をしてくださり、ありがとうございます。私の博雅王が元気で過ごしていられるのも、オルガさまのおかげ──呪術の鏡で様子を覗き見ては、いつも、感謝しておりました」

「葵さまの博雅王じゃなく、博雅王はみんなのものだと何度も言ってますけどねっ」

　オルガがむっとして応じているのを見て──少しずつ、固まってしまった頭の中身が動きはじめる。

　口元を押さえて微笑する葵は大層美しく──しかし、父の語る母の姿とはまたちょっと違って見える。だいたい、オルガとのやり取りに、微少な火花が散っているような気がするが？　母は、しとやかで儚げな女性だったのでは？

「冬威どの、はじめてお目にかかります。私は椿姫の母──博雅王の妻、葵」

　落ち着いた、優しい葵の声が響き渡り──みんなはあらためて呆然として、互いの顔を見合わせる。

　葵は周囲をぐるりと見回してから、椿姫のところで再びぴたりと目を止める。思わずといったふうに手を差し伸ばし、吸い寄せられるように椿姫へと近づいていく。

「椿姫──。こんなに大きく育って。美しくなって」

　感極まった声を出し、震える手で、椿姫の髪を撫でた。椿姫に触れると、それだけで椿姫が壊れて、かき消えてしまうとでもいうように、怖がるようにそっと触れる。二度、三度と撫でられて、椿姫はやっと口を開いた。

「お母さま？　母君なの？」

　椿姫は半信半疑といった声で問いかける。

「そうよ。椿姫──そうよ」
















　葵が椿姫の肩をかき抱いだき、抱きしめる。

「生きていたの？」

「そうよ。あなたのお母さんよ。椿姫──椿姫──」

　葵の瞳に涙が溢れ、椿姫も、その泣き声につられるようにして、涙を流す。

　二人はあっという間に顔をくしゃくしゃにして、泣きながら、互いの名を確認するように呼びあって、抱きしめあったのだった。
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　冥めい界かいの城──謁えつ見けんの間に、わけがわからないまま連つれられてきた椿つばき姫ひめたちが並ぶ。

　中央にある玉座に、冥界女王が座っている。その脇わきに立つのは椿姫の母、葵あおい。

　冥界の女王には名はなく、ただ女王とのみ呼ばれているという。

「あるいは黒の女とか、魔ま物ものの女とか、魔女とか──まあそんなことはどうでもいい。私自身もどうして自分が生まれたのかすらわからないが、気がついたとき、私はここにいて、そして力を持っていた」

　人間も、ひとりひとりが「どうして」「どこから」人という種族が成り立つようになったのかを明確には理解できていないように、冥界の女王もまた、自分の成り立ちを知らないという。気づいたら、いた。ひとりで、いた。力を持っていたから、世界を創つくり、仲間を育てた。

「ひとりで世界を創ったはいいが、私ひとりでなにもかもをまとめるのは忙しすぎる。こやつら、産んだあとしばらくあちこちに捨て置いたら、勝手に育つのはいいことなのだが、育つ環かん境きように応じて中身が違いすぎて………。そんなつもりで創った世界じゃなかったのに、ひとりきりでなにからなにまでやると、過重労働で疲つかれて仕方ないのよ」

　招まねかれた冥界の城の様相は、やはりどことなく真しん雍ようの城に似ている。もとから似ていたのか、ここに連れ去られて住むことになった葵が真雍を偲しのび、似た内装にしていったのかは定かではないが。

「女王……」

　情けない顔をしてその足下にひれ伏すのは銀だった。

　他にも大広間にずらりと並んで女王に仕つかえるのは金銀を含ふくめ、十二体の魔物たち。色とりどりの髪や髭ひげを持ち、人の形に見えるものもいれば、鳥のようだったり、獣けものめいた姿のものもいる。

「少しは使えるように育った奴やつらをどうにか鍛きたえて、冥界を仕切るようにと任務につかせても──こいつらときたら、暴あばれるばかりで、他にはなにもしない」

「すみません」

　金がしおしおとうなだれる。女王の側にいるときの金は従順な獣の顔をしている。

「いいのよ。あなたたちはただ手本に倣ならって育っただけなのですから。ちっとも悪くないわ。それに最近は、あなたたちも変わってきてる。ねえ？」

「葵さま～」

　がばりと顔を上げ、宥なだめられた十二体の魔物たちが葵にすりすりとすり寄った。

「葵のおかげで、ね。手伝いに来てもらって助かった。私だけでは冥界はとっくにぼろぼろだったよ」

　冥界女王が仏ぶつ頂ちよう面づらで告つげる。

「そんなわけだから、葵を連れ戻もどしに来たとしても、絶対に返さない。葵はいまや冥界の魔物の教育係なのだからね」

　きっぱりと言われ──冬とう威いの眉み間けんにしわが寄った。

「それで、闘って追い払おうとしたというわけか？」

「いや……あれは別に闘おうとしたわけじゃない。待て、とそう言っただけだ。悪かった。私は力加減がよくわからなくてね。待ってもらうために押しとどめようとしたら、みんなが勝手に跳ね返って後ろに転ころがって怪け我がをしていたな。許せ。悪気はなかった」

「止めようとしただけ？」

　声を荒らげた冬威に、葵が苦笑を返す。

「ごめんなさいね。女王も悪気があったわけじゃないのよ。自分の力が、人や魔物たちにどれほど影響を与えるのかをいまだ把は握あくしていないの。軽く押しとどめたつもりだったのよ。怪我をさせたいわけじゃなかったの。許してあげて」

　ここに連れてこられたときに葵に手早く手当てしてもらったこともあり、冬威は仕方なさそうに黙だまりこんでしまった。

「……葵さま、慕したわれてるのですねえ。さすが博はく雅が王おうを手玉に取った魔ま性しようの女。冥界でも陰かげの実力者として君くん臨りんしてるんですね。そんなことじゃないかと思ってましたよっ」

「オルガさま……。変わらないですねえ。私は昔からよくそんなふうにオルガどのには可か愛わいがられ、褒ほめられた記憶がございます」

　ふふふ、と、葵が、口元を手で覆おおってはんなりと笑う。

「葵さまもお変わりなく～、博雅王ときたらものすごく深刻に悩んで、苦しんでいたというのに、こんなところでのうのうと暮らしてるなんて嬉うれしいんだかどうなんだかオルガいま微び妙みようです。まあ全体に嬉しいですけど、いままで葵さまを連れ戻すためにたくさんの研究をしたのが、みんな無む駄だ？」

「その努力は、別な形で身になると思うわ」

「その性悪さを見込まれて、冥界に連れてこられたわけなんでしょうね。椿姫さまの身にも危害が及およぶのではと怖おそれていた博雅王に、そんなことはないって伝えておきますよ。椿姫さまは裏表ないですからねっ。葵さまと違って。冥界ではきっと椿姫さまも役立たずですよ。現世同様に～」

「オルガは相変わらず、ひどいことを平気で言うのね……」

　葵の大きな黒い瞳に涙が浮かぶ。たしかにそうやって涙を湛こらえてうるうるとしている姿だけは儚はかなげだし、優しそうだが──なにかが、椿姫の想像していた母とは違っている。

　なにがすごいといって、オルガと対等にやりあっているところだ。オルガに対して引かずに対応できるのは父王ぐらいかと思っていたのに、実は、母君のほうがオルガの好こう敵てき手しゆという立ち位置にいるのでは？

　オルガと葵とのやり取りを中断させたのは、冥界女王だった。

「葵の性格は気に入っているが、それだけで冥界に連れてきたわけじゃない。匂においに惹ひかれ、見つけたからだ。つまり、血筋だ」

「──ああ、血筋ですか。やはりこの匂いは、そうなのですな」

　雪せつ花かがポンと手を叩たたいて言う。

「冥界の神々の匂いや気配は我らにはわからぬことゆえ、気づきはしませんでしたがのう。ここに来て、あの呪じゆ術じゆつの道を辿たどっているうちに、もしやしてと」

「そう、もしやして、と。魔物と人と冥界の混じりあった匂いや気配は椿姫のそれとよう似ておった。冥界と天界とは離れ、互いに交まじわることがないゆえに、魔物の気配は察することができるが、冥界の主の気配はわからずにおりましたが……」

「ここに来て──悟さとり申した。椿姫も、葵さまも、冥界の女王と同じ匂いがいたします。ほんの少しだけですが」

「そう。少しだけですが、魔物と人と冥界のそのすべてが混ざった気配を椿姫も葵さまもお持ちなのだと、ここに来て……」

　女王が目を閉じ、肘ひじかけに肘をつき、けだるげにささやく。

「そなたらも気づいたか。そうだ。葵には、冥界の血が少しだけ伝わっている。どの時代のどこで流れついたのかは、私は知らない。ただ、人でありながら、葵は冥界にも通じている。魔物とも話せる」

「あ……」

　説明された言葉に、椿姫は思わず声を漏もらした。冬威やオルガも「そうだったのか」というような顔をして、椿姫と葵とを見比べている。

　だから魔物と会話ができるのか。冥界女王の血筋だから？

「血は、葵の娘にも引き継つがれたらしいな。──だからどちらが私の手助けをしてくれてもかまわなかった。葵が来るか、もしくは、その血を引いた椿姫が育ったあとで冥界に来るか、どちらかを選べと葵に伝えたら……」

「椿姫より私が行くべきだと思ったのです。あのときは、冥界がどんな世界だかまだわからず、もっと恐ろしい場所だと思っていたので。そんな場所に愛しい娘を落とすわけには参まいりませんでした」

　葵がきっぱりと言う。儚げな美女と博雅王が語り、実際、なよやかで美しい女性にしか見えないが、一度決断したことは翻ひるがえさない芯の強さを持っているのだろう。なにせオルガとやりあえる女性なのだから。

　似ていないと何度も父に言われたが──言うほど似ていないわけでもなかったのだ。

　葵も、椿姫と同じ、意地っぱりに違いない。そして椿姫と同じに、誰かを守るために己おのれを強くする質たちなのだろう。それが椿姫のよさだと口にして褒ほめてくれたのは冬威で──父の博雅王は、葵のそんな性質に気づかずに、ただただ、葵のことを守ろうとしていたのではと、ちらりと思う。

「それではどうして我らは葵さまに憑つかなかった？　見るべき相手は葵さまでもよかったはず」

「葵さまのほうが椿姫さまよりずっと賢かしこく強そうですがのう。なにかの運命を成なし遂とげるのならば、椿姫さまより葵さまが適役。しかも冥界に自みずから乗りこんだのに……」

「……乗りこんだから、かもしれませんのう。自ら選択し乗りこむ葵さまと、うろうろと迷まよい狼狽うろたえて、その挙あげ句に回り道をして、そこで仲間を増やすことのできる椿姫さまとの差異。葵さまは誰の助けもいらず動くが、椿姫さまは馬ば鹿かで弱いからこそ、周囲を動かす。周囲に助けられる」

「それで星せい華かが育ち、そして友ゆう雅がが仲間となり──なるほど。そういうことか」

「そういうことでしょうな。椿姫は、頭が足りなくて浅せん慮りよだからこそ、まわりを動かしていく。運命をまわす者だ」

「葵さまならば、魔物の子を拾って育てたりはしまい。自ら、そのような火種は拾わぬお人だ」

　二人巫み女この会話は──的まとを射いているようでいて、とても失礼なものでもあった。それでも椿姫はどこかで納なつ得とくしている。

　たしかに自分は頭が足りずに浅慮で──だからこそ星華を拾い育て、友雅を仲間とした。そうしなければ自分が魔物と会話できることになど気づかなかった。魔物という種族を知ろうと思ったのは、椿姫の未熟さが事の発ほつ端たんになっている。

　──それが私の運命？

　なにを成すべきなのだろう。魔物と話しあえる冥界の血筋を持ち、人の世界で、姫として生まれた椿姫が成すべきこと。

　あまりにもたくさんのことが同時に明るみに出て、椿姫の考えはしばらくまとまりそうにない。

　亡なくなっていたはずの母が、冥界で生きていた。しかも母は冥界につながる血筋を伝えていた。その血は椿姫にもつながっていて、だから椿姫は、魔物たちと話せる。

　一気に情報が雪な崩だれこんできたせいで、頭のなかで思考の紐ひもがぐるぐるとからまってしまっている。考えているうちに、考えすぎて、頭のなかがぼーっとしていく。

　自分のことなのに、なにもかもが夢のなかでの出来事のようだ。

「火種を拾わないわけではないよ。実際は、葵が落ちた当初は、もっともっとここは恐ろしかったさ。魔物の血が入っていようとも、葵はそのほとんどが人だ。魔物たちはいまよりさらに統制が取れておらず、好き放題に暴れているだけだった。それでも葵は、自らここに落ちてきたのだ」

　冥界女王が頰杖をついたままそう漏らし──唐とう突とつに「ああ」と天を仰あおぐ。

「また、誰かが出ていった。まーたーだー。目を離すとこれだ。出してもいないのに勝手に出ていくっ」

　立ち上がり「連れてこい」と金に命じる。

「誰が？」

　話の流れがわからず、おろおろと椿姫は小声で問う。

「んーと、魔物みたいー。なんか僕にはわかるっていうかー、わかるんだけどー、女王が出ていっていいよーって言わないのに、出入り口があちこちにたくさんあるせいで、みんなぽろぽろと出ちゃっててー」

　友雅がこそこそと補足してくれる。

「きっと僕も、ちっちゃいうちに勝手に出てって、それで外で拾われて育った口なんだろうなーって。星華もそうだねー」

　星華がこくりとうなずいている。友雅に同意することが不本意そうに口をへの字にしているが、同意は同意らしい。

「まさしくそのとおりだ。なかにはそんなふうに外で自然と育って、ちゃんと賢くなって出戻ってくる子たちもおる。金と銀がそれだが。友雅といったかそなた、ここに留とどまる気は？　星華？　葵にそっくりのそなたもここに留まる気はないか？」

「女王っ。いいとこに気づきましたね。この二人、魔物界の逸いつ材ざいですよ。オルガが手塩にかけて育てたいい子たちなのですー。それに先刻から女王のお話伺うかがってて、オルガ、感じ入りました。さぞやお疲れでしょう。なんならオルガもたまにこちらに来て、真雍の宰さい相しようをしながら、こちらでもお手伝いをするのにやぶさかではなーい」

　胸を張ってオルガが言ってのけた。

　巫女たちが「おおお」「さすがオルガさま。冥界でも口が達者」「目のつけどころがオルガさまじゃ」と、やんややんやの拍はく手しゆ喝かつ采さいである。

「なんだと？」

　冥界女王が不ふ審しんそうに聞いてくる。

「見てわかったとおりに聞いたらさらにたくさんわかることと思うのですが、オルガ、やればやるだけできる子ですから。おまかせください。葵さまだけではなく、オルガも冥界のお手伝いをいたしましょう。そのかわり冥界女王、たまには真雍に、魔物を貸し出してくれるといいのです」

「貸し出し？」

「真雍では魔物の討とう伐ばつに苦慮しています。最近は、魔物も増えて真雍だけではなく近隣の国にまで出没している。金の人とか銀の人のような魔物が何体かいれば、雑ざ魚この魔物の討伐も可能ですし、場合によってはうまく生け捕どって、こちらに引き戻して、女王の監かん視しのもとに教育し直していただければ、いいと思うのです」

「……私が生みだした者はよしとして、外に出た挙げ句、独自に増えている者たちも多い。人の世で暴れている者のうち、大多数の者たちは、独自に進化を遂げた、私の支配の力の弱い、冥界魔物亜あ種しゆになっているのだが」

「でも友雅と星華は、ちゃんと育ってるでしょう？」

「む。まあ、そうだ」

「ならば試してみるのも悪くない。国交を開きませんか？」

「国交？」

「真雍国と冥界とで同盟を結びませんか？　なに、そういう例は他にもある。たしかにあなたは冥界女王で、神に連つらなるものだ。でも、ここにいる二人巫女たちもまた、天人なのに、山から降りて椿姫に関わった。できないことは、ないはずです。たしか神との契約は、命を賭かけるか、もしくは命と同等の大切なものが必ひつ須すのはず」

「神と人が契約を結ぶというのは、かつて、あった。そして、そう。命が関わる」

　冥界女王がすーっと目を細めてオルガを凝ぎよう視しする。魂たましいを吸い取るかのような、独特の暗さが周囲を満たしはじめる。

　女王が支配するのは、すべての負ふの気配。孔く雀じやく湖この水みな底そこに薄く差しこむ光だけでは、漂ただよう夜の香りを消すことはできない。

　椿姫はぶるりと身体からだを震ふるわせる。本能的な恐怖が心をぎゅっとわしづかむ。

　こんな場所で、母は、ずっと過ごしていたのか。

「オルガの命賭けますよ。葵さまに聞いてみるとわかると思いますが、オルガ、有能ですよ。ただし！　死んだら働けないので、死ぬ寸前かなっていうときに、オルガの命をもぎ取ってください。それまでオルガを生かしてください」

「とらえどころのない……。言いたいことだけ主張する。なんて減へらず口で図ずう々ずうしい人間だ」

「それがオルガの長所です。有能だということは私が保証いたします」

　葵が微笑ほほえみながら、太たい鼓こ判ばんを押した。

「うむ。葵がそう言うのなら……いやしかし、オルガとやらは、首と胴体が離れても生きる呪まじないがかかっている。なかなか死にそうにないが──」

　ぼそぼそと冥界女王が言う。耳を疑い、六りつ花かと雪花を見やる。

　本気で首と胴体が離れても生きるようにオルガに呪いをかけたというのか。つまりオルガはもう無敵ではないか。

「オルガはたぶん、老ろう衰すいで死ぬことがあると思います。他の理由では死ぬ自信ないんですけどねえ」

　頰ほおに両手を当てて、くねくねとしながらオルガが照れて言う。どうしてここで照れるか、相変わらずオルガの気持ちはさっぱり読めない。

「おまえの命はいらない」

　冥界女王がむっつりと言いきった。オルガが驚きよう嘆たんに目を見開く。

「な……んと。オルガを拒絶するとは。オルガですよ？　みんなの大好きなオルガの命を拒絶するなんてもったいない」

「待って。誰がここに残るかということ？　だったら星華が、賭ける」

　それまで黙って聞いていた星華が、唐突にそう口を開いた。

「おまえが？」

「星華の命、賭ける。それでいい？」

「──おまえの命も特にいらないが……おまえがこの地に残るなら、国交を開くという話を考えてみてもいい」

　今度は即答。オルガが「なんでですかー。でも星華だから仕方ないのですー。でもだめだー。星華はオルガの嫁よめなのにー」と騒さわいでいる。

「女王？」

　冥界女王の肩かたにそっと葵が手を置いた。女王は傍かたわらの葵を見やり、ちいさくつぶやいた。他のみんなにはオルガの叫さけびがうるさくて聞こえなかったかもしれないが、椿姫には、女王の声が届とどいた。

　女王は「葵のために。娘と同じ顔の魔物がいれば、気も紛まぎれるかと思って」と、もごもごとつぶやいたのだった。







　そうして──女王は何人かの魔物の武将たちと、冥界から零こぼれ出た魔物を連れ戻しにいくと出ていってしまった。

　星華と友雅も、同行することになった。彼らは魔物で、なおかつ椿姫の子どもたちである。椿姫と魔物たちとのあいだを──つまり、真雍と冥界との国交のための親善大使として、冥界にしばし滞たい在ざいすることになった。

　オルガもまた、その魔物回収隊に同行してしまった。こちらは嫌いやがられたのだが、どうしてもついていきたいからと強引に押し切ったのだ。

　オルガはよほど魔物が好きなようだ。対して、総じて魔物たちはみな、オルガが苦手なようなのが不ふ憫びんである。

　残された椿姫と葵は、葵の私室へと案内されていた。

　巫女たちと冬威も一緒であったが、親子水入らずの話もしたかろうからと「遠巻きにして見て、聞いているから、ごゆっくり」と、六花と雪花が言い置いて、冬威を連れて別室に去っていった。

　記憶にない母の姿なのに──見ると、懐なつかしさが溢れてくるのが不ふ思し議ぎだった。

　抱きしめられると、かつて赤子のほんの一時期、こうやって優しく温あたたかいものに抱だかれていたという、覚えているはずもない記憶が蘇よみがえってくるような気がする。

「大きくなったのね」

　なんとも言いようのない穏おだやかで愛いとしげな目をして、葵が、椿姫の全身をくまなく見つめる。背せ丈たけを測るように頭に手を置き、顔を覗のぞきこんで、微笑む。

　柔やわらかい声を聞いているうちに──椿姫は泣きそうになった。

「母君。どうして帰ってこないのですか？　どうして父君を置いて、去ったのですか？」

　いるはずだった母がいなくなり──博雅王がどれほど傷ついたかを、椿姫は、いまは実感することができる。冬威が消えたときの恐怖を思えば、父の心の痛みは自然と察することができる。

　冥界に囚とらわれて、そこで苦しんでいるよりこうして暢のん気きに過ごしてくれているほうがよかったが──それもまたそれで、不満が出てくる。

　何な故ぜ、帰ってこなかった。何故、去った。何故、連絡を取ってくれなかった。たくさんの「何故」が、渦うず巻まいている。

「それはさっき言ったように、冥界女王に、あなたか私が来るようにと言われたから。仕方なかった。生まれたばかりのあなたを冥界に落としたところで、あなたには身の危険しかなかったでしょうし」

「でも、こうやって元気でいるとひと言、言ってくだされば……。父君は、いまでも母君のことを……」

「椿姫さま。無茶をおっしゃるのはおやめなさいまし」

「そう。それができていれば、とっくにそのようにしているであろうに。していないということは、できない理由があったのですよ。察しなさい」

　隣となりの部屋から、声が聞こえてくる。六花の声だ。続けて、雪花。堂々と盗ぬすみ聞きをした挙げ句、大声で意見を言ってくる。

「六花、雪花。でも」

　葵が椿姫を悲しげに見た。嘆たん息そくし、ささやく。

「巫女たちにはわかっていることなのでしょうね。隠かくすのは、やめておきましょう。私は……すでに人の世での命が尽つきているのです。地上に立てば、きっと三日も経たたず、天界に魂を飛ばすこととなる。冥界での時の流れは地上のそれとはまた違う。冥界にいる限り、地上の理ことわりの鎖くさりから外はずれた私の命は、ゆっくり、ゆっくり、長く延びていくことができる。……だから私は、残った時間を、こうやって過ごしてもあなたたちの姿をときどき呪い鏡で映し……」

「なんで……すって？」

　次々と明るみに出る真実に、目眩めまいを起こしそうになる。母は──葵は、冥界に連れ去られなければ、死ぬ運命だったというのか？　病気で？

「人が一番怖いのう」

「人は平気で、人を呪のろう。直じかに知らない者まで呪う。先せん祖ぞの呪じゆ詛そを現世で果たす。愚おろかじゃ」

　巫女たちがこちらを眺ながめ、聞こえるようにつぶやいている。葵がため息をさらに吐はきだし、つぶやいた。

「六花さんと雪花さんは、そこまでわかっているのですね」

「待って。私はわからない。どういう意味？」

　葵が切なげに目を伏せて、椿姫の髪を手で梳すいた。

「かつて、真雍の大臣や王が追い出した呪術師たちが、呪いをかけたのですよ。ひとつは魔物たちを真雍の国に送りこむための、冥界の入り口を開ける呪術。それで孔雀湖の入り口が開き、それまでひとりぼっちで過ごしていた冥界女王が私の存在に気づいたの」

「それは、わかったわ。いまだに入り口は開いたままで、冥界女王はそれを閉じることができないのよね？　呪術は原則、呪術をかけた者とその呪いを理解した者が解くことができる。冥界女王はあまりにも神に近い存在すぎて、かえって、呪術師たちが施ほどこした、基本の呪いが読み取れないでいるのかしら」

「無理に入り口を閉じることはできるけれど、女王の力では強大すぎて、かえって余計な影響を周囲に与えそうなので、やめているのです。むしろここで過ごしているうちに、私のほうが、冥界と現世の道のつなげ方の呪いについてはわかるようになってしまった」

「それで冬威王子が入り口に落ちこんでしまったときに、道をつなげて、案内してくれたのよね……」

　確認のためにそう言う。葵がちいさくうなずく。

「いままで冥界まで案内したことはなかったけれど……私は、あなたの婿むこになる男性に、一度、会ってみたかったから、つい。ひとつ教えておきましょう。婿どのが湖に落ちたとき、私は、現世に戻る道と、冥界につながる道の二方向の道を作ったのです。でも婿どのは、冥界に進み、現世へは戻らなかった」

　葵は静かに続ける。

「あなたのことを思って、あなたを助けたかったからだと見てとりました。婿どのは、私がここに囚われていることを事前に博雅王に言われて知っていました。椿姫もまた囚われるのではと、不安を覚えていた。冬威王子は椿姫を守るための鍵かぎを探しだすために、ここまで下りてきたのです。それがわかったから、私は、王子を信じようと思いました」

「そ……うなの？」

　冬威が椿姫を避さけていた理由。

　孔雀湖をひとりでこっそり調べていた理由は、葵が生きて、冥界に落ちていることを事前に知らされていたからだったのか。

「まさかそれを追いかけて椿姫までここに来るとは思ってもいなかったけれど。とんだお転てん婆ばに育ちましたね」

　葵がちいさく笑う。

「友雅と星華と六花と雪花がいたから……。途と切ぎれた道を復活させたり、方向を見つけたりするのは、みんなが助けてくれたの。私はそれを信じて、ただ進んだだけ。──それより、母君、つまり母君は病気なの？」

　気が急せいて、話を元に戻した。すると葵は眉まゆ根ねを寄せて、苦しげな顔になる。

「呪術師たちの呪いは冥界の入り口だけではなく、もうひとつあったの。──真雍の王を早世させるための呪い」

「どういうこと？　真雍の王って」

　博雅王が？

「ある時期から、真雍の王たちは短命になっているわ。それは呪いのせい。でも博雅王は長く生きる。冥界女王は、それを私に約束してくれたのです。冥界の女王も、天人たちのように、現世での理の軸じくからずれた生き物。そして女王は、神の一族です。私は女王に頼んで、博雅王にかけられた呪いを、私へと移してもらったのです。その見返りにと私が冥界に落ちることを女王は望まれた。だから私は冥界に沈しずみました」

　葵が濡ぬれた瞳を椿姫に向けて、微笑んだ。泣いて、泣いて、泣いたあとで、諦あきらめてすべてを受け入れた人のまなざし。

「いまの話は女同士の秘密です。椿姫、この話は、博雅王には伝えないで──」

　唇くちびるに指を当てて、秘密めかして笑う。泣いた顔をして笑うから、葵の顔を見るだけで、椿姫の胸がつぶれそうになる。痛くて、切ない。

「……どうして伝えてはいけないの？」

「あの人を悲しませてしまうから」

「でも……」

「王にそれを伝えたら……王は喜びはしない。わかっています。でも私はそうせざるを得なかった。なぜなら私は王を愛しているから。そして伝えることもできなかった。王が私を愛していることもわかっていたから」

　どちらにしろ悲しいではないか。愛しあっている父と母が、互いを想うあまり、すれ違っている。我が身に置き換えると、身が引き裂さかれるように、つらい。

「大丈夫。いつかきっとまた巡めぐり会える希望があるわ。博雅王に、あなたの父君にこれを──」

　銀の鈴の飾り物だった。首から下げたそれを外はずして手に取り、椿姫へと手渡す。

「渡してもらえませんか？　渡せば博雅さまには、伝わるはず。葵はこの地で過ごしている、と。いまはまだ会えないけれど、博雅王の現世での生命が尽きるとき、そのときに私は迎むかえに参りますと伝えて欲しい」

「いつか会えるの？　父君と母君は本当にいつか会えるの？」

「そうね。そのうち王と私は一緒に暮くらせるかもしれない。それにもしも国交というものが実現したら、王もまた、私に会いに来てくださるでしょう。きっと……」

「そうね。そうよ。オルガに頑がん張ばってもらうから！」

　俄が然ぜん、その気になった椿姫である。意気込んで言うと、葵が、優しく笑い返してくれる。

「オルガだけじゃなく私だって頑張るから！　母君にまた何度でも会いにくる」

「そうしてくれると嬉しいわ。私からは会いにいけないのですもの……。つながるといいわね。冥界とあなたたちの世界とが、平和につながって、自由に行き来できるようになったら……」

「絶対にそうしてみせるから」

　葵が椿姫の肩を抱き寄せる。椿姫もまた葵の背中に手をまわし、抱き返す。

　話しているうちに鼻の奥がつんと痛くなる。何度でもまた会いにきて、そして現世に戻り──行き来しよう。ここでしか会えない母に甘えよう。

　いつの間にか──隣室にいた巫女たちと冬威とが部屋に戻ってきていた。

「冥界との国交……。博雅王は冷れい血けつ王おう以外にも、魔物の王などという名前がつけられるやもしれませんのう」

「もしくは椿姫こそが、魔物姫と呼ばれることになるのやも。それもまた一いつ興きよう」

「我らは椿姫を見届ける」

　予よ言げんは当たり、椿姫は、母と巡り会い、そしてまた別れる。おそらくそれをずっとくり返し、そのたびに寂しさと嬉しさとを嚙かみしめることになる。六花と雪花はこれからも椿姫を見続け、予言をすることだろう。

「葵さま──私は椿姫と結婚したいと願っています。博雅王にはご許可をいただきました。いまあらためて、椿姫の母君にもお願いしたい。私たちの結婚を認めてくださいますか？」

　すっと前に出た冬威が神しん妙みような顔をしてそう言い、葵の前に膝ひざをついた。

　そういえば父からの命令で結婚することになったけれど、母の意向は聞いていない。よもや反対されるとは思わないけれど「会ってみたかったから」と、あえて冥界までの道をつなげて冬威を呼び寄せたというのなら──冬威の人となりや、この婚約に母なりの異議があったのでは。葵の返答を固唾かたずを吞のんで待つ椿姫だ。

「ええ。認めます。私の娘をよろしく頼むわ。──魔物たちや冥界女王に向きあったときのように、娘を守りながら、ともに闘たたかってあげて。二人で道を切り開いて、ずっと未来まで幸福でいて──」

「ありがとうございます。未来永えい劫ごう、椿姫を信じ、ともに歩み、ともに闘い──守り続けると誓ちかいます。地上での結婚の儀ぎには葵さまをご招待できないので、よろしければ葵さまの前で誓わせていただけますか？」

　葵がうなずき──冬威が、椿姫の手を取って引き寄せた。

「冬威どのがおっしゃった言葉が、一番、あなたたちの結婚の誓いにふさわしいと思うわ。我が娘、椿姫。あなたは冬威王子を信じ、ともに歩み、ともに闘い、守り続けますか？　母と、巫女たちの前で、誓いなさい」

「はい」

　六花と雪花と葵──三人が静かに冬威と椿姫を見守っている。

　葵の声が凜りんと響ひびき、椿姫はまたもや泣きそうになる。今度のは悲しみを伴ともなわない、嬉しさと感動の涙だ。

「ならば──冬威王子。あなたも椿姫の母と巫女の前で誓いなさい。椿姫を信じ、ともに歩み、ともに闘い、守り続けると誓いますか？」

「はい。誓います。未来永劫、私はもう迷わない。この手を決して離さない」

　答えた言葉を裏づけるように、冬威の手は椿姫の手をしっかりと握にぎりしめていた。

「ならばここで誓いのくちづけを」

「え」

　六花と雪花がとんでもないことを口にして、仰ぎよう天てんして目を丸くした椿姫を尻目に──冬威は「はい」と、ためらいもせず椿姫を抱き寄せ、唇に、唇を重ねたのだった。







　その夜には、椿姫と冬威は真雍に戻っていた。オルガと六花と雪花も同様に。

　冬威を捜さがしていた小隊は、そこで解散となったが、雷らい牙ががここでひと言言わないと気が済まないというように、椿姫と冬威とに、チクリと小言を言い置いていった。

　そのあとで、真雍の広間で宴うたげが開かれた。

　そしてその場で冬威と椿姫は、博雅王や大臣たちの前で、葵の前で言ったのと同じ誓いを立てた。正式な結婚の儀はこれからまた先になるが、真雍の王と貴族たちの前で略式で結婚の儀式を執とり行いたいと事前に冬威が頼んだのだ。

「……これで、結婚したってことになったのかしら」

　宴はまだまだ続いているというのに、主役の二人は先に広間を抜け出して部屋へと戻ってきていた。

「そうなる。そうなってくれないと困る。婚約者にふらちなことをするのは問題だが、妻にならなにをしても狼ろう藉ぜきとは言われないからな」

　椿姫の部屋へと送り届けてくれた冬威が、さらりと告げた。

「ふらちって……な……」

「たとえばこういうこととか」

　冬威が椿姫を抱きしめ、くちづける。柔らかく触ふれるだけのくちづけが熱を帯おび、冬威の舌が椿姫の唇をこじ開ける。冬威の舌は、直前まで飲んでいた火酒の味と匂いがする。

　くらくらと酔ったようになり、椿姫は思わず冬威にしがみついた。

「冬威……さま……」

　くすくすと、意地の悪い笑いが耳じ朶だをくすぐる。赤面する椿姫を見て、笑っている冬威が憎にくらしい。憎らしいのに、愛しくてたまらない。甘い感情が胸の内側で弾はじける。

「でも──結婚なんてしていいのかしら」

「なにをいまさら」

　冬威が呆あきれたように言う。

「私には魔物の血が──冥界につながる血が流れているって。それでもいいの？」

　冥界ではあらゆることがどっと押し寄せてきたので、考える余裕がなかった。けれど母が言ったことや、冥界女王の言ったことを総合すると──葵にも、椿姫にも、魔物の血が少しだけ流れていることは確かなのだ。

「博雅王は葵さまと結婚し、椿姫という子を成しただけだ。特に問題はないと思うが？」

「そうじゃなく……いえ、そうだけど……。怖くない？　ああ、冬威さまはなにも怖がらないわね。でも……魔物の血筋だし」

「訂正をひとつ、しておこう。私にも怖いものがある。それは椿姫を失うことだ。私はちっとも強くないし、弱い存在なんだと、あなたに触れるたびにそれを実感するよ。あなたが魔物であっても、それは怖くはないし、どうでもいい」

　冬威が半眼になり、心底、困った人だというように椿姫を見つめた。

「冥界で葵さまと会って話し、博雅王に、椿姫があの銀の鈴の胸飾りを渡すのを見たあとでは──とにかくあなたと一緒にいたいとしか思えなくなっているよ。怖いのは、あなたを失うことだ。これに関しては博雅王に同情する。王は──私が王の立場だったら、気が変になったことだろう」

　博雅王にはオルガや巫女たちとともに、ことの経けい緯いを報告した。

　椿姫たちが戻ったときにも、まだ王が子こ鹿じかの面を被かぶっていたのには絶句したが。

　巫女が子鹿面を呪術で取り外し、一連の騒そう動どうについても忘ぼう却きやくの術を施して、子鹿面をつけた王の記憶を関わった人びとの記憶から消去した。

　そのあとに、葵から手渡された銀の鈴を博雅王に渡したのだ。

　博雅王は信じられないものを見るようにして銀の鈴を見て、取り上げ、凝視していた。歓かん喜きと悲痛とをない交まぜにした表情で、なにも言わずに、ただ涙を零した。

「それに、人のなかにも魔物の血が騒ぐ者がいる。私のなかにも魔物がいる。戦いたいと、暴れたいと、ときどき騒ぐ。──似たようなものだ」

「そんなこと……」

「似ていなかったとしても、別にどうだっていいんだ。私は椿姫を愛している。それ以上になんの真実がいる？」

　言うと、いきなり、冬威は椿姫を抱き上げた。

「冬威さまっ」

「寝所まで連れていってあげよう。どれだけ私があなたを必要としているかを、わからせてあげる」

　冬威は、下りようとして手足をばたつかせた椿姫をくちづけで封ふうじ、そう宣せん言げんしたのだった。
















　朝の気配が、布ふ団とんにくるまっていた椿姫を起こす。慌あわてて身み支じ度たくを整えると、とっくに起きていた冬威がそんな妻を見て微笑んでいる。

「見ないでよ」

　と、咄とつ嗟さに文句を言うと、冬威はさらに笑いを大きくした。

「もう。見ないでってば」

　続けて言うと、冬威はくるりと背中を向けて「わかった」と笑い声で応じた。

　そのまま懐ふところからなにかを取り出し、着替える椿姫に背を向けたまま、黙っている。見ないでと言ったのに、背を向けられると、それはそれで寂さびしくなる。矛む盾じゆんした、我わが儘ままな自分の感情は──けれど幸福に裏打ちされているのだと、実感している。

　なにをしても、いまは、幸福。

　世界の色合いが昨日よりさらに鮮あざやかに感じられる。

「ならば椿姫、見ない代わりに、椿姫が私の背中を抱きしめてくれ」

「え？」

「私の背中を守ってくれるのだろう？」

「そういう意味じゃな……」

「どういう意味でも」

　冬威が振り返り、椿姫の手を引いて、抱きしめる。顎あごに手をかけて上向かせてくちづける。舌先で唇を濡らし、思わず開いた唇の奥に、舌がするりと紛れこむ。

　触れては離れるくちづけに、椿姫の身体が蕩とろけた。

「これじゃあ背中を抱きしめられないわ」

　告げた文句すら、甘く、溶とけている。かすれた声の抗こう議ぎに、冬威が笑う。

「椿姫、あなたを好きになってよかった。あなたは私のなかにある弱さを剝むき出しにしてくれる。剝き出しになった心に、あなたの熱さが染しみるよ。傷口に塩をすりこまれたみたいに、ざらざらと感情が痛むのに──不快ではないんだ」

「……どういうこと？」

「きっとあなたにはわからない。私は、冥界女王と対たい峙じしたとき、自分が弱いことを知って、圧倒的に強い相手を前にして──一度は、負けたんだ。なのにあなたの声を聞いて、あなたが側にいるとわかった途と端たん、立ち上がる力が湧わいた。あなたの無む鉄てつ砲ぽうな行動力と、その運命を信じようと思った。あなたのその、愛情をもとにした守護の力を信じよう、と。椿姫が側にいることで、自然と漲みなぎる自分の闘志をも信じようと思えた」

　信じようと思えたという言葉を、椿姫も、自身の心のなかで反はん芻すうする。冬威を信じよう。そして手を取って、前に進もう。

「私はずっと、自分しか頼るものがいなかったから、わからなかったんだ。誰かを頼るという気持ち。背中を預あずけて闘うということの、真の意味がわからなかった。実はね、孔雀湖に落ちる前に、博雅王に問われた言葉がある」

「父君に？」

「博雅王に『我が身を犠ぎ牲せいに愛する者を守ろうとする男か？　それとも逆に守られる男か？』と問われた。そのときは答えられなかった。自問自答しながら、湖のなかの道を歩いていたよ。でもいまなら自分の答えがわかる。私は、愛する者に守られて、そして同じに自分もまた、愛する者を守る男だ。あなたがそういう愛し方を私に教えた」

「私が？」

「そうだ。博雅王と后きさきは──こんなことを言ってはえらそうだが、互いに愛しあっていたのに、互いの力を信じることができず──それぞれに自分を犠牲にして、相手を助けようとしてすれ違ったように思う。私は椿姫の力を信じるよ。だからこそ、自分の強さも信じようと決めたんだ」

　身の内側に逬ほとばしる炎が、胸を灼やく。嬉しさにぞくぞくした。冬威の愛の言葉のすべてが椿姫を灼いて、焦こがしていく。

「私の弱さを宥なだめてくれ。椿姫をなくしたくないからこそ、守られたいんだ。私もあなたを守るから──」

　椿姫の乱れた髪を梳すきながら、冬威がささやく。冬威の指が椿姫ののどをくすぐり──もう何度目になるかわからないくちづけが椿姫の唇を濡らす。

　甘い蜜みつが全身を蕩かす。

　途端──椿姫の部屋から、巫女たちの隣室へとつながる扉とびらが音を立てて開き、重なりあった人がどっと床に雪崩れて転がった。

「またか……」

　固まってしまった椿姫を尻目に、冬威はすぐに我に返ってそう嘆息している。

　一番下になっているのが博雅王、その次に重なるのがオルガ、そして六花と雪花がオルガの背中に咄とつ嗟さに姿勢を正して軽々と正座して座っているというのも──いつか、どこかで見た光景だ。

　星華と友雅は、冥界で、女王や他の魔物たちと仲良く過ごしているだろうかと、ふと思う。葵に可愛がられているだろうか。すぐにまたこちらへ戻ってくると言っていたけれど……。

「父君？」

「うん……まあ、悪かった。これは悪かった。ただその……葵のことを聞きたくてここに来たら、すでにここには先客がいて、つまりオルガが」

　博雅王が自分の上に乗るオルガを指差して弁解する。

「オルガは、六花さんと雪花さんが見てるのに便びん乗じよう覗き見しただけなので、たいして言うことないです。でもまあ、幸せそうでなによりだなあとオルガ感心しました。いいことですよっ。椿姫」

　いいことだと、熱心に、そんな姿勢で言われても……。

「見るのも聞くのも我らが仕事で生き甲が斐いゆえに」

「そのために椿姫に憑いた我らに、そのことで文句を言われても、どうしようもない」

「うむ。しようもない」

　上品な動作で、慌てずに、オルガの上から身体をどけた六花と雪花が、つんとして言う。無表情なのが本当にしゃくに障さわる。

「あーなーたーたーちは─っ」

　怒いかり心頭でそう言った椿姫に、冬威が笑いを嚙み殺している。

「──椿姫、いいじゃないか。真雍では盗み聞きが貴族の嗜たしなみなんだから。とにかく、とっとと旅に出ようか。まずは博雅王と一緒に冥界に行こう。博雅王は銀の鈴の持ち主に早く会いたいだろうに、それを我が慢まんして、私たちの結婚の宴を開いてくれたのだから」

　とりなしてくれた冬威に、椿姫はうなずく。

　そのとおりだ。

　自分たちの幸福は、他のみんなの幸福の上に重なって生まれたもの。たくさんの幸福や努力が、積つみ重なって──いまの椿姫がいて、冬威がいる。

「賛成です。オルガはもうその計画は立てているのですね。あと交換留学生というのも検けん討とうしたいと思ってます」

「貴族たちの一部は反対しているがな。王の権力が、魔物によってさらに増すのを嫌がっている。他国からもこの件については、いろいろと物思うところも出るだろうし、牽けん制せいもあるだろう」

「ふむ。今後の展開にも見み応ごたえがありそうですのう」

「楽しみですのう」

　検討やら、楽しみやらを言い合う人たちの賑にぎやかさに、思わず椿姫は笑ってしまった。隣を見ると冬威も微笑んでいる。

　──未来永劫、私たちはきっと幸福になれるわ。

　巫女たちの予言ではなく、自身の直感。けれど椿姫はこの直感を信じた。予言などされなくても、絶大な自信が椿姫の心を満たしていたのだった。
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　緑と水の美しい国──真雍国。

　後年、この一時期は、混乱の年と歴史書に記されることとなる。だが、混乱はしたものの、長い目で見たとき、博雅王からはじまる時代こそが、後の真雍の豊かさを築きずきあげる礎いしずえとなったのだった。

『冷血王』博雅王の娘、椿姫は『魔物姫』と他国にまでその名を伝えられ、やはり後に、冥界との国交の要かなめの人物として伝えられ『冥界王』として名を刻きざんだ火か劉りゆう国こくの冬威王子とともに、各所で、幾いく多たの伝説を残したのであった。

　四し境きよう警けい備び隊たいの兵であった雷牙は、以降も武術の鍛たん錬れんに精せいを出し『雷牙猛将軍』として知られるようになる。勇ゆう猛もう果か敢かんでありながら温情に溢れる武将として兵たちに慕したわれたとのことだ。

　切れ者の宰相とされたオルガは、博雅王を看み取とったあとに煩はん雑ざつな国政をすべて成し遂げ、「仙人になることにしました」という書き置きを残して行方ゆくえをくらました。その百年の後に、金色の髪をした美び貌ぼうの仙人を見たという話があちこちの山で伝えられている。

　星華と友雅は、麗うるわしの魔物将軍として、人に害なす魔物の討伐部隊として他国にも駆かり出された。人より長く生きる魔物将軍たちは、百年後に、金髪の美貌の仙人と再び巡り会い、そこでまた新たな伝説を作りあげるのだが、それはまた別の物語だ。

　そうして──椿姫の最さい期ごを看取ったあとに、二人巫女は忽こつ然ぜんとして姿を消し、その行方は誰も知らない。








了
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　こんにちは。

　佐さ々さ木き禎てい子こです。

　最初は一巻のみの予定で書いた「椿つばき姫ひめとその仲間たち」の物語。皆さまの応おう援えんのおかげで続きを書くことになり、こうして三巻完結を迎むかえることができました。

　ありがとうございました。

　あれこれとあった謎なぞも、そして椿姫と冬とう威い王子との恋愛も、この最終刊で無ぶ事じに着地しております。

　前巻までを知らない方にも読めるようにまとめてありますので、ご興味を持っていただけましたら、ぜひお手に取ってくださいませ。







　で、そうなのです。恋愛なんですよ。恋愛。

　お姫さまであろうと十代の乙女おとめ。さらに、かっこよくて強い王子といえども、やはり年若い少年。そんな二人が恋愛するんだったら……という妄もう想そうをたぎらせて、一巻から三巻までで、不ぶ器き用ような恋愛模も様ようを描えがいてみました。

　嫉しつ妬としたり、不ぶ格かつ好こうな自分に歯がみしたり、じたばたしたり、己おのれの器うつわの小ささにがっくりしたり……しながらの恋愛。

　ヒロインとヒーローが華々しく出会って華か麗れいに恋をして成じよう就じゆっていうのとはちょっとずれたところもありますが、そんな不器用さや幼おさなさを、味わっていただければと願ってます。

　椿姫と冬威王子の二人の、自我と恋愛とのあれこれが、うまく描けていたらいいなあ。青いところ、初うい々ういしさ、馬鹿っぽさもまた愛めでてもらえたらいいなあ。

　どうでしょうか。どきどきどき。







　そして今回は（も？）美中年が大だい活かつ躍やくしております。

　オルガ宰さい相しようが大好きな博はく雅が王おうも、今回とうとう真実の姿が暴あばかれてしまってます。ナイスミドルな博雅王さまの化けの皮が剝はがれてしまい、それに関しては作者はちょっとうつむいております。

　こんな博雅王は、お嫌いやですか？

（そっと物陰から顔を覗のぞかせ、皆さんの様子を窺うかがう作者）。

　でもオルガ宰相が愛してやまない王様なのですから、結局、こんな人なんですよ！

　今まで物語のなかには出てこなかったけれど、私の脳のう内ないでは、博雅王とオルガさんはいつもこんな感じでした。

　ついでに告白しますと、他の人たち──たとえば冬威王子のことなどは、考えてるときも「冬威はこんなふうに思うだろうな～」と呼び捨てなのに、宰相のことを考えるときは「オルガさんはこのとき、どうしてこんなことを言ったのかしら」みたいに、常つねに「さん」づけです。

　オルガさんのこと呼び捨てになんてできない。

　担当編集さんと打ち合わせするときでも「椿はこんな感じでこうで……で、オルガさんはそのとき仮面被かぶってるんです」など、他のキャラは呼び捨てでもオルガさんはやはり「さん」づけで過ごしてました。

　オルガさんは私の脳内でなんだかとっても無敵です。

　そんなオルガさんが唯ゆい一いつ服従するのが博雅王で、その博雅王が生しよう涯がいかけて愛し続けたのはお后きさきの葵あおいさん。

　あ。そういえば、葵さんも、私の脳内では「葵さん」呼びです。呼び捨てにできない。

　実は、オルガさんと葵さんはこの物語のなかの無敵ツートップなのです。最終巻にして明かされるこの事実。

　どんなふうに無敵かは──本文を読んでいただければ！







　無敵というカテゴリでいきますと、もちろん巫み女こたちも無敵です。なにせ天人ですから。魔物たちも当たり前ながら無敵です。だって魔物だし。

　そう考えていくと、主人公の椿姫だけがわりかし凡ぼん人じんだったような気もします。

　いや、お姫様だし、生まれながらに二人巫女が「憑ついて」いるしで、ちっとも凡人ではないんですが──他の人たちに比べて、思考回路がマトモというか。

　というわけで、最終刊も終わり、しみじみと「椿姫、お疲れさま。ゆっくり休んでね」みたいな気持ちになってます。

　このあとのみんなを描くことはないですけれど、物語のなかのみんなは、それぞれに幸福に暮くらし、自分の人生を歩んでいきます。

　椿姫と冬威王子は末すえ永ながく、わくわくとする波乱に満ちた、それでいて幸福な毎日を、手に手を取りあって続けていくことでしょう。







　最後になりましたが、イラストのキリシマソウ先生。毎回、素す晴ばらしい絵をありがとうございます。着物や小道具ひとつひとつに凝こっているイラストを拝見できるのが喜びでした。ここに書くのもなにですが、キリシマ先生の単行本『忍びよる恋はくせもの』おもしろくて続きがとても気になってます！

　担当編集さま。私にとっては初めての、女の子主人公のライトノベルファンタジー。まさしく「手取り足取り」で全方向に舵かじを取っていただき、感謝しています。

　そしてこの本を手に取ってくださっている皆さんに、一番の感謝を捧ささげたいと思います。最初にも書きましたが、当初、一巻完結のつもりで書いていた椿姫のお話が三巻まで続いたのは皆さんのおかげです。ありがとうございました!!

　この本──このシリーズが、皆さんの読書タイムのひとときの潤うるおいになっていればと願います。

　またお会いできますように。








著者

佐々木禎子

Teiko Sasaki




北海道と東京を行ったり来たり中。

みずがめ座。Ｏ型。

今年ははじめて新宿御苑で花見をしました。

国際色豊かな花見客の姿にびっくり。

「郷に入れば郷に従え」で、日本で暮らす海外の方たちにとっては桜は愛でるべきお花なのですね。

満開の桜が圧巻で美しかったです!!










イラスト

キリシマソウ

So Kirishima




11月13日生まれ、さそり座のＡＢ型。

神奈川県在住

桜のつぼみを見ながら満開の桜の絵を描いてたら、いつの間にか開花してました。

いつか浴びるように酒を飲み、花を愛でたい




…壮大な野望です。




http://holly-h.com/
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